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新収作品：クロード・ローラン踊るサテユロスとニンフのいる風景》
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昭和50年度の新収作品について　　　　　　　　Nouvelles　acquisitions

山田　智三郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　Par　Chisaburoh　F．　YAMADA

　国立西洋美術館は，昭和50年度に，1億2，　300　　　ネとの間にキリストを描いた中央パネルの，キ

万円の購入費をもって，絵画4点，彫刻1対2　　　　リストを礼拝する聖母のそれに近似している。

点，素描1点を購入し，さらに，文化庁に特別　　　　然し，本作品のマドンナの顔のモデリングは，

にお願いして，その特別購入費によって2点の　　　　ロジェよりも，またバウツよりも，やわらかく

油絵を購入して頂いたものを当館に管理換させ　　　　丸身がある。本図は彼らよりもより若い，そし

て頂いた。それら各作品の題名とデータについ　　　　てどちらかのアトリエ出身の画家によって，15

ては別項の購入作品目録および管理換作品リス　　　　世紀末描o・れたものかと思われる。

トを御覧頂くことにして，ここにはそのうちの　　　　　この絵の購入によって，西洋美術館はパティ

主なものについてのみ報告する。（寸法の単位　　　　ニール作「エジプトへの逃避上の聖母子」と

はメートル・縦×横の順）　　　　　　　　　　　　　「聖ルチア伝の画家」作の「聖ヒエロニムス」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と合せて3点の初期フランドル画を所有するこ

購入作品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ととなり，中世薄暮期の美しさと近世黎明期の

　15世紀フランドル派「悲しみの聖母」　　　　　　　清新さとをあわせもった初期フランドルの宗教

　　油彩板0・496×0・354　　　　　　芸術と自然美表現の発達とを一通り示すことが
　15世紀の後半，ディリック・バウツ（1415頃　　　　出来るようになった。

－75）その他によって，しばしば描れた，涙を

流す「悲しみの聖母」図の一つである。この構　　　　　フィリップ・ド・シャンパーニュ筆

図は元来、「荊冠のキリスト」の顔を描いたも　　　　　　「マグダラのマリア1

のと一一’対として構想されたものであるが，現在，　　　　　油彩　カンヴァス　0．725×0．59

キリストの顔を描いたものよりも「悲しみの聖　　　　　フランドル出身のフィリップ・ド・シャンパ

母」図の方がより多く残っているところを見る　　　　一ニュは，はじめ，ヴァン・ダイク風の，動感

と，聖母礼拝の対象図として，この図のみ描れ　　　　の強い宗教画や肖像画を描いていたが，壮年期

た場合もあったのではないかとも考えられる。　　　　にボール・ロワイヤル修道院を訪れて，敬皮な

16世紀後半以後は，この図のみ描れた場合が多　　　　ジャンセニストとなって以来，その芸術の精神

い。本作品図もそうしたものの一つか，或いは　　　　性を深め，質実な描写のうちに対象の内面性を

もとは「荊冠のキリスト」と一対をなすものと　　　　よく把えた肖像画の傑作を数多く描き，同時に

して描れて，キリスト図の方が失なわれて了っ　　　　宗教画にも優れた作品を残している。シャンパ

たものか，その点は分らない。　　　　　　　　　　一ニュの研究家であるドリヴァル教授によれば，

　金地をパックにした本図の構図は，バウッの　　　　この「マグダラのマリア」はその後期の作品で，

描いた「悲しみの聖母」に近いが，そのかぶり　　　　その時期の作品の特性である「メチエの柔軟

物や両手の描き方は，ルーヴルにあるロジェ・　　　　さ・内面性・慎み深さ・精神的密度」が見られ

ファン・デル・ヴェイデン（1400頃一1464）作　　　　る。ただし，この絵は貴族の注文によったもの

「ド・ブラック祭壇画」の，聖母と福音者ヨハ　　　　であろう。ポール・ロワイヤル修道院のための
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作品のような宗教的な厳しさはなく，気品ある　　　　飾美と魅力を十二分に示す非常に美しい素描で

優雅な美しさをもっている。　　　　　　　　　　　ある。さらに18世紀の装飾的彫刻芸術を示すも

　ドリヴァル教授の研究によれば，シャンパー　　　　のとして，コルネイユ・ヴァン・クレーヴの作

ニュが一マグダラのマリア、の上半身を描いた　　　　と考えられるブロンズ彫像一対を購入した．「ヴ

絵は3点現存しており，その1点はヒュースト　　　　ィーナスとキューピッド」と「プシュケとキュ

ンの美術館にあるもので，1648年の作，第2は　　　　一ビッド」を現わしたものである。このうちの

そのレプリカで1657年の作，第3が本図で，ル　　　　後者と同じものの別のキャストがウォーレス・

イ14世の名宰相コルベールの所蔵であった可能　　　　コレクションに所蔵され，作者不明の18世紀の

性が強いという。コルベールが所蔵していたシ　　　　ものとして出陳されているが，この一対は，ヴ

ャンパ＿ニュの「マグダラのマリア」図は，そ　　　　アン・クレーヴが1704年のサロンに出品した

の後画家エティエンヌ・ルシュールの所有とな　　　　「セレーネとエンディミオン」に様式上近似し

ったが，彼のコレクションが売立てられた1791　　　ているところから，彼の作と考えられる。優雅

年11月22［」のオークションの目録に出ているそ　　　　な美しさに満ちたこの一対は1710年代のレヂャ

の絵の寸法と，本図は同寸法であるからである。　　　ンス様式に近いものを既に示しており，「セレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーネとエンディミオン」よりさらに晩年の作と

　ウジェーヌ・ドラクロア筆　　　　　　　　　　　　思われる。

　　「墓に運：まれるキリスト：1859年作　　　　　　　　コルネイユ・ヴァン・クレープは，1645年パ

　　油彩　カンヴァス　0．56×0．46　　　　　　　　　リに生れたフランドル系の彫刻家で，ローマで

　大作ではないが，ドラクロア晩年の名作の一　　　　6年，ヴェネチアで3年勉強した後パリに帰り，

つである。有名な晩年の傑作「レベッカの掠　　　　ルイ14世の宮廷のための仕事をした。1681年に

奪一（100×81cm　l858年作）や「十字架の道　　　　はアカデミーの会員になっている。

行一などと共に1859年のサロンに出品され，評

判となった作品である。ボードレールは，彼の　　　　管理換

有名なサロン評のなかで，この絵をティチアノ　　　　　上に述べたのは，本館の作品購入費をもって

の仕事と比べて絶賛している。　　　　　　　　　　購入したものであるが，本年は別に文化庁より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下記の2点の油彩画を所管替えして頂いた。そ

　上記3点の外に，ルオー晩年の力作で，道化　　　　のうちの1点のルノアールは，昨年度文化庁に

の顔を描いた「リュリュ」（油彩，39．5×25cm）　　　お願いして購入して頂いたものであり，他の1

1点と，ブーシェの素描「ヘベ（赤と黒のチ。　　　　点，クロード・ロランの名作は，本年度，文化

一
クに白のハイライト，36．0×22．8cm）を購入　　　　庁に特にお願いして西洋美術館のために購人し

した。前者は梅原龍三郎氏がルオーから直接手　　　　て頂いたものである。

に入れられたもの。後者は素描ではあるが非常

に丁寧に描き込んであって，ブーシェ芸術の装

5



　ルノアール筆　1916年作　　　　　　　　　　　　化財保護部の特別購入予算をもって購入して頂

　　「風景の中の三人」　　　　　　　　　　　　　　き・今まで日本では見られなかったフランスの

　　油彩　カンヴァス　0．653×0．543　　　　　　　　古典的風景画の典型的な作品を日本の方にお見

　ルノアール最晩年の，手が不自由になっては　　　　せすることが出来るようになったのは嬉しい。

いたが，円熟し切った画境のうちに制作された，　　　周知のように，クロードはその油絵作品の構

豊潤な色彩の作品である。旧所有者である梅原　　　　図をスケッチして記録し，「リベル．ヴェリタ

龍三郎氏によると，1965年パリの画商のところ　　　　ティス」と題するアルバム（大英博物館所蔵）

で見て，その美に魅せられて手に入れられたも　　　に集大成しているが，その108番にこの絵は描

のという。この絵は，ルノアールの死後そのア　　　かれている。ただ，素描には空に数羽の鳥が飛

トリエにあったもので，ペルネイム・ジューヌ　　　んでいるが，本図には描かれていない。

編さんの“L’Atelier　de　Renoir”第2巻の図版　　　　　クロード・ロランの全作品目録（「クロー

177に載っており，その題名は「風景の中の3　　　ド・ロラン」，ブリンストン大学1961年刊）

人の女」（Trois　femmes　dans　un　paysage）とな　　　の著者であるジュネーブ大学のロトリスベルガ

っている。しかし，よく見ると3人の人物中の　　　　一教授は，この絵がベルギーで再発見されて間

1人は男性と考えられるので，当館では「風景　　　　もなく，イタリアの美術史研究誌「パラゴー

の中の3人」と題することにした。晩年のルノ　　　　ネ」に論文を発表し（Nuovi　Aspetti　di　Claude

アールとその家族を親しく知っておられた梅原　　　Lorrain，　Paragone，1972）この絵について詳述

龍三郎氏によると，描かれているのは息子のジ　　　　しているが，それによると，この絵に署名とと

アン（向って右）とその妻およびモデル，ガブ　　　　もに書かれた年記の最後の数字は明らかでない

リエル（向って左）であるという。　　　　　　　　が，6と判読され，1646年の作と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この絵を注文したデュフールはリヨンの大商人

　クロード・ロラン　　　　　　　　　　　　　　　で，人文学者であり，コレクターでもあったと

　　「踊るサテユロスとニンフのいる風景」　　　　　いう。クロードがあまり描いたことがないパン

　　油彩　カンヴァス　0・98×1・25　　　　　　　　とニンフを主題に選んだのも，デュフールの注

　　署名　年記1646　　　　　　　　　　　　　　　文による可能性が強く，しかも結婚を記念して

　この絵は18世紀から英国にあってよく知られ　　　の注文であったかも知れないと同教授は推論し

た絵であったが，1918年，ホウ伯爵所蔵・品の売　　　　ている。

立てで売られて以来所在が不明になっていた。　　　　　前景右手に描かれたバンは花冠をつけ，同じ

近年ブルッセルのコレクターが所有しているこ　　　　く花冠をつけた1人の美しいニンフと並んで腰

とが知られ，その絵をパリのエイム画廊が買っ　　　かけ，中央より左寄りに描かれたサテユロスと

てスイスに保存してあったものである。それを　　　　ニンフの踊りを見ている。特定の神話を主題と

本年度，文化庁長官と文化財保護部および大蔵　　　　せぬ，二人の愛を祝福するような情趣豊かな，

省の関係官各位の理解ある御好意によって，文　　　　典雅な情景である。
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　しかし，この絵の本当の主題は，幾分理想化　　　　梅原画伯に，本館を代表してここに深甚の敬意

された，所謂ヒロイック・ランドスケーブであ　　　　と感謝の意を表する。

ることは言うまでもない。右手に巨大な樹マが　　　　　この外，画商水嶋徳蔵氏がジョン’E’ミレ

繁る丘があり，左半分には，遠くの山にまで拡　　　　イ（1829－1896）の「あひるの子」を寄贈して

がる，ゆるやかに起伏する丘と湖のある広大な　　　下さった。もと松方コレクションにあったもの

空間が描かれ，おそい午後の陽光が照し出す風　　　　で・その後神戸の和田コレクションにあったが・

景の美しさが，細部に至るまで鋭敏，繊細な感　　　　近年水嶋氏が購入，寄贈されたものである。署

覚でとらえられている。　　　　　　　　　　　　　名とともに1889年の年記があり，ミレイ晩年の

　微妙な調子の変化で描き出されている，近景　　　　作である。ミレイはホルマン・ハントとロセッ

から中景をへて遠景に至る空間の拡がりは，見　　　　ティとともに1848年プレ・ラファエライト兄弟

る人の心を大きくするような効果があり，この　　　団を組織して，プレ・ラファエライト運動を起

画家が大成したヒロイック・ランドスケーブの　　　　したが，1853年頃より次第にこの運動より離れ

真llliiを示している。　　　　　　　　　　　　　　　て描法が写実的になった。1863年頃よりは・さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らに自由で大まかな筆・遣いで，幾分ロマンティ

寄贈作，hi，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クなところのある，詩的な題材を好んで描いた。

　咋年度時価総額5億円にも達する名作7点を　　　　これは彼のそうした後期の様式を示す可愛らし

寄贈して下さった梅原龍三郎画伯は，今年度さ　　　　い絵である。英国絵画にとぼしい本館としては，

らに，高さ60cmもあるキュクラデス彫刻の名　　　　ヴィクトリア女王時代の英国絵画の一典型であ

品と，ルノワールが若い時ルーヴルで，ルーベ　　　　り，しかももと松方コレクシ。ンにあったこの

ンスの「マリー・ド・メディシスの生涯」シリ　　　絵を寄贈して頂いたことは有難い。水嶋氏に厚

一
ズのうちの「マリーの統治」を模写した油彩　　　　く御礼申しあげる。

画を寄贈して下さった。後者は394×702cmの

大作を，45．8×83．5cmの小画面に、生命感溢れ

るドラマチックな動き，豪華な色彩，しっかり

したモデリングなど，原画の美しさを少しも損

わずに生き生きと模写したもので，当時僅か25

歳であったルノワールの達者な筆技に感心させ

られる。なお，ルノワールの研究家で，ルノワ

ー ル全作品集の編著者であるフランソア・ドー

ルト氏は，ルーヴル美術館で，ルノワールがこ

の絵の模写願いを提出した時の書類を発見した

由である。

　このような貴重な美術品を寄贈して下さった
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新収作品目録
この目録は，昭和50年度日1行の一国）砒西洋美術館年

報No．9」に収載分以後，昭和51年3月までに当館

予算で購入した作品と寄贈作品を含む。作品番号の

Pは絵画，Dは素描．　Gは版画，　Sは彫刻．　OAは

工芸品，大きさの表示は縦×横×奥行の順，単位は

メートルである。

購入作品（7点）

15世紀フランドル派　　　　　　　　　　　　　　P・1975－l

Ecole　flamande　du　15e　siecle　　　　　　　　　　　悲しみの聖母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩板0．496×0．354

来歴：パリ，オットー・ヴェルトハイマー

ドラクロワ，ウジェーヌ　　　　　　　　　　　　P・1975－2

シャラントン・サン・モーリス1798～パリ1863　　　　墓に運ばれるキリスト

DELACROIX，　Eugene　　　　　　　　　　　　　　l859年

Charenton－Saint－Maurice　1798－Paris　1863　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．56×0．46

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下に署名，年記：Eug．　Delacroix　1859

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：M・A・ペルジョー；A・マーニュ；ジョル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュ・ベルネーム；プエノス・アイレス，サンタ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マリーナ・コレクション

展覧会歴：『1859年のサロン』パリ，産業館，1859

年，No・320；『ドラクロワ』，パリ，国立美術学校，

1885年，No・133；『19世紀の20人の画家』，パリ，

ジョルジュ・プティ画廊，1910年；『フランス派』，

ブエノス・アイレス，1933年，No．35；rダヴィッ

8



NouvELLES　ACQUISITIONS
CθsupplE5’nent　constitlte　la　suite　d〃otre　Bulletin

Annuel　No．9e〃1975．〃co〃iprend　do〃c　toutes　les

αttvres　a（’het6es　et　donnties　deρuis　ce「1e　date／u∫qu’δ

la／7，1　du〃lars　de　1976．　Le’lunltiro　prtictidant　chaque

diuvre　indiqtte〃otre　nu〃7∂ro　in　vent‘lire，　P　titant　pour

la　peinrure，　D　pour　le　de∬i〃，　G　pour　la　gravure，　S

pour　la　sculpture，　et　OA　pour　le　objet　d’art．　Les

di’ne’lsions　SO’lt　do’1〃ties　e〃　〃1～tres，　la　／lauteur

prtictlda〃’／a　lar．geur　et　1αρrρノ～）〃deur．

（EUVRES　ACHETEES

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遙　　，l！　犠　　：‘’灘惑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醜勲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧義　　購≧

P・1975－2

LE　CHRIST　DESCENDU　AU　TOMBEAU
1859

Huile　sur　toile　H．0，56；L．0，46

Sign6　en　bas　a　gauche：Eug．　Delacroix　1859

Prov，：M．A．　Bergeaud；Mme．　A．　Magne　：Georges

Bernheim；Coll．　Santa　Marina，　Buenos　Aires

Exp．：Paris，　Palais　de　rlndustrie，∫010〃de　1859，

No．320；Paris，　Ecole　Nationale　des　Beaux－Arts，

Delaeroix，1885，　No．133；Paris，　GaL　Georges
Petiピ‘Vi〃gt　Pein’res∂〃19e∫’～（・／e”，1910；Buenos

Aires‘‘Escuela丹o〃ces〆’，1933，　No．35；Buenos

Aires，　Museo　Nacional　de　Bellas　Artes，ム
P∫”「u「a　F「ancesa　de　l）avid　a　ノ＞ostros　Dias，　July－

August　1939，　No．51；Mus6e　de　Bordeaux，‘‘Dθ一

9



ドから現代までのフランス絵画』，ブエノス・アイ　　　CorrespondanビParis　25　Mai　l　859，　pp．157－159；

レス国立美術館，1933年7月～8月，No．51；r＝ド　　　Th・Gautier’‘L’Exposition　de　l　859，　M．　Eugene

ラクロワ，その師，その友，その弟子』，ボルドー　　　Delacroix“，　in‘‘Moniteur　Universel”，　Paris　l　859；

美術館，1963年9月，No．55．　　　　　　　　　　　　A・Houssaye∵LθMonde　I〃ti∫tre”Paris　7　Mai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l859，　P・295；LJourdan‘tLes　Peintres　FranCais，

文献：A・－P・Chalons　d’Arge“Notices　sur　ies　prin－　　　Salon　de／859”Paris　1859；M．　de　Lescure“La

cipaux　tableaux　de　l’exposition　de　1859”，　Paris　　　Peinture　religieuse”，　dans‘‘Gazette　de　France”Mai

1859；Z．Astruc“Le5（～uatorze　Stations　du　Sa～bn”，　　　－Juin　I　859；P．　Mantz　℃azette　des　Beaux－

P・・i・1859（P・eface・P・・G…g・S・nd）・PP・255－275；　A・t・”，　P・・i・M・i　1859，・・L　II，　PP．135－139；A．

M・A・b・・t‘‘S・u・enirs　d・　S・1・n　de／859”，　P・・i・　d・M・ntaigl・n“Rev・・U・iversell・d・，　A，t、・，　Pa，i、

185g　PP・145－149；LAuv・ay’‘EUp・siti・〃des　l859，・・L　IX，　P．442；J．　R・usseau・L・Fig・，。・，

B・aux－A・t・・　S・1・n　de／859勺’・P・・i・1859・PP・19－21；　P・・i・10　M・i　1859；P．　d・S・i・t－Vi・・…L・P，esse・・，

E．Chesneau　t　‘Livre　6tude　sur　l’Art　Contemporain．　　　Paris　23　Avril　1859；M．　Stevens“lmpression　d’une

S・1・n　de／859”・P・・i・1859・PP・164－166；A・D・m・・　㌦’n・・au・S・1・n　de／859・P・・i・1859，　PP．26－34；A．

‘‘

L’Art　et　les　Artistes　Conte〃rporains，　Salon　de　　　　　Tardieu　“Le　Constitutionnel”，　Paris　22　Avril

／859”，Paris　1859，　pp．9－13；Ch．　Baudelaire“Le　　　　　1859；A．　Canteloube　“Eug∂ne　Delacroix”　Paris

Salon　de　1859”，　dans‘‘Revue　FranCaise’，　Paris　　　1864，　p．193；A．　Moreau‘‘E．1）e～heroix　et　son

1859；Ch．　Baudelaire“Les　Curiositgs　Esthtitiques”，　　　Oeuvre’，　Paris　1873，　p、193；A．　Robaut‘‘L’reuvre

Paris　1859，　pp．281－290；H．　Dumesnil‘tLe　Sa～bn　　　　comρlet　d’Eug∂ne　I）eiaeroix，”Paris　l　885，　p．371，

d・　1859”・PP・78－83；H・F・uque・“Et・des・A・ti・ti－　N・．1380；M．　T・u・nea・x・・E・g～・。・D。lacr。∫x伽。。f

ques”，　Marseille　1859，　pp．7－9；V－Fournel“Le　　　ses　Conte〃rρorains”Paris　1886，　pp．98－103；E．

ド・シャンパーニュ，フィリップ　　　　　　　P・1975－6

ブリュセル1602～パリ1674　　　　　　　　　　　　マグダラのマリア

CHAMPAIGNE，　PhilipPe　de　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．725×0．59

Bruxelles　1602～Paris　1674　　　　　　　　　　　　　署名なし

来歴：ジャン・バティスト・コルベール；エティエ

ンヌ・ル・スール；ロンドン，ハイム・ギャラリー

文献：Catalogue　des　tableaux　des　trois　eeoles．．．

composant　le　cabinet　deル1．　Le　Sueur，　Pein’re．．．

Paris，22　novembre　l　791，nc　17；E．　Bonaf民，　Dictl－

onnaire　des　amateurs　francais　au　XVIIe　siecle．

Paris　1884，　p．349；Heim　Gallery　Catalogue－

Relisi・〃ぷand　Biblica～Themes　in　French　Bar・que

Painting，　Summer　Exhibition　1974，　no．4，　plate．

B．Dorival，　PhHippe　de　Champaigne，1602－1674，2

vols，　Paris　l976，　Vol　II，　PP．386－7．

昭和50年度購入作品
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V6，。n－E。ge。。　D・1・・r・’・ぽ1887，　P．102；“Chefs－　／・…ix，…M・∫〃・・・…Amis・　ses　E／eves”・M・L

d・、，u，re、d。、1・E。。1。肋“C。’、e，．Vi。gt　P，in・榔∂・肌・　S・pt・mb・e　1963・N・・55・

Sibe／～’，　Paris　1911，　PP・　66－149・　reprod・；　E・　　　　Bibl．：voir　le　text　dans　la　section　Japonaise

Moreau－N61aton‘‘1）eiacroix　racontti　par　lui一雁〃le”，

P。，i、1916，。。1．　II，・fig．405；R．　E・ch・li・…De／ac－　A・h・t　d・Musee　en　1975

t’oix”，　Paris　1929，　vo1．　III，　P．241，249，　reprod・；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハR．Huyghe‘‘L㌧Art　et／㌧4nie”，　Paris　1960，　p．432，

fig．256；M．　S6rullaz‘‘Mtimoria／de／’Exposition

Elt．9～ne　Detacroix　organistie　au　Mustie∂〃」Louvr～㌧

Paris　1963，　nos．498，499；R．　Huyghe“Delacr（）ix

o〃　1e　co’nbat　solitaire，”Paris　l　964，　pp．482－483，

pL　366；A．　Robaut　l　E　Chesneau，」L’ceuvre　eotn－

ptet　de　Eug2ne　1）elacroi．x，　New　York，1969，　p．371；

L．R．　Bortolatto，　L’oρera　pittorica　completa　di　De／a－

croix，　Milano，1972，　p．131（N．766）；M．　Strauss　l

D．Cooper，1〃lpre∬ionism＆Mode〃？Art．　London

＆New　York，1974，　pp．2－3；M．　S6rullaz，　E〃g～〃e

De／ocroix　New　York，　n．d，　p．36．

昭和50年度購入作品

P・1975－6

LA　MADELEINE
Huile　sur　toile　H．　O，725；L．　O，59

Non　signe

Prov．：Collection　Colbert，　Vente　Etienne　Le　Sueur，

Paris　22　novembre　1791，　Peut－etre　vente　du　30

Messidor　au　X－19juillet　1　802　a　Paris（n　289　sans

dimensions），　puis　vente　Camard（Paris，3mai　l　830

n． 18）et　vente　Dowa（Cambrai，28　avril　l　873，　n　5），

Heim　Gallery，　London

Bibl．：Catalog〃θdes　tableaux　des　〃o∫∫tieoles＿

c・醐・sant　le　cabinet　de　M・Le　Sueur，　Pθ’〃tre…

Paris，22　novembre　l　791，　nゴ17；E．　Bonaff｛…，　Dic－

tionnaire　des　amateurs　frangais　au　XVIIe　siさcle，

Paris　1884，　p．349；Heim　Gallery　Catalogue－

Religi・us　a’1∂Bib〃c・1　Theme・∫〃Fre〃eh　Bα・・que

Po仇ting，　Summer　Exhibition　1974，　No．4，　plate；

B．Doriva1，　Philippe　de　Champaigne，1602－1674，

2vols，　Paris　1976，　vol　II，　PP．386－7・

Achat　du　Musee　en　1975
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ルオ「　ジョルジュ　　　　　　　　　　　　　　　P・1975－7

バリ1871～パリ1958　　　　　　　　　　　　　　　リュリュ（道化の顔）

ROUAULT，　Georges　　　　　　　　　　　　　　　1952年

Paris　1871～Paris　l　958　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．395×0．25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下方に署名：GR

来歴：東京，梅原龍三郎氏；東京，島田啓作氏

1昭和50年度購入作品

　　

フーシェ，フランソワ　　　　　　　　　　　D・1975－1

パリ1703～パリ1770　　　　　　　　　　　　　　へべ

BOUCHER・Frangois　　　　　　　　　　　　　　三色のクレヨン　灰色紙　0．360×0．228

Pa「is　l703～Pa「is　I770　　　　　　　　　　　　　　　　署名なし

来歴：1845年4月14～15日のパリの売立て（49番）；

Lコブレンッ夫妻コレクション（1917年1月24～

25日パリのオテル・ドゥルオで売立て，25番）；

1920年11月22日パリのガレリー・ジョルジュ・プテ

ィで売立て，4番，フランス，個人コレクション；ニ

ューヨーク，ウィルデンスタイン

展覧会歴：『北アメリカのコレクションにあるフラ

ンソワ・ブーシェ：素描100点』，ワシントン，ナシ

ョナル・ギャラリー・オブ・アート，1973年12月23

日～1974年3月17日，および，シカゴ，アート・イ

ンスティテユート，1974年4月4日～5月12日

文献・A・Anan・ff，　L・’・・u・i，・e　de∬i・ti　de　F・anc。is

B・u・her（1703－1770），　C・t・Z・8〃・疏・nnti　1，　Paris，

1966，pp．194－195，　n’747，　fig．122；R．　Sh．　Slatkin，

FranCO　is　Boucher　in　North　American（ro〃ections；

100　Drawings，　Washington－Chicago　1973i’74，　p．48，

n’ 37，fig；E．　Williams，　FranCois　Boucher　in　North

American　Collections，ルlaster　1）rawings，　XII，　n：2，

1974，p．173．

昭和50年度購入作品
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P・1975－2
　　　　　　　　　　

LULU（TETE　DE　CLOWN）
1952
Huile　sur　toile　H．0，395；L．　O，25

Sign6　a　gauche，　vers　le　bas：GR

Prov．：M．　Ryuzaburo　Umehara，　Tokyo；M．　Kei－

saku　Shimada，　Tokyo

Achat　du　Musee　en　1975

D・1975－l

HEBE
Trois　Crayons　sur　papier　gris　H．0，360；L．　O．228　　　　一

P・・…P・・i・・V・n・・a・・nym・・14715〔・・i口845・　l

n45；M．et　Mme　L．　COblentz（ParlS，　HOtel　DrOuet，　　　，

Vente　M．　et　Mm・L．　C．，24－25　janvier　1917，　P．　l　l，　　　舞

n　25，pL　l）；Paris，　Galerie　Georges　Petit，　Vente

anonyme，22　novembre　l　920，　n　4；Collection

particuliere，　France；Wildenstein，　New　York

Exp．：Francois　Boucher’〃ノVorth／1’nerican　Co”ec－

〃ons：100　Drawi〃gs，　National　Gallery　of　Art，

1974）and　The　Art　Institute　of　Chicago（April　4～

May　l2，1974），　No．37，　fig．

Bibl．：A．　Ananoff，　L’Oeuvre　de∬illti　de　F’o〃（・0∫∫

Boucher（1703－1770），　catalog〃θra’∫o〃η6，1，　Paris，

1966，pp．194－195，　n．747，　fig．122；R．　Sh．　Slatkin，

Fra〃ぐ・is　B・ucher　r〃N・rth　Amer～ca〃C・11θc〃・〃ぷ：

100　Dra1ヅing，　Washington－Chicago　1973／74，　p．48，

nゴ 37，fig；E．　Williams，　FranCois　Boucher　in　North

American　Collections，　Master　Drawin8・5，　XII，　n’2，

1974，p．173．

Achat　du　Mus6e　en　l975
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ヴァン・クレーヴ，コルネイユ　　　　　　　　　　S・1975－1

パリ1645～パリ1732　　　　　　　　　　　　　　ヴィーナスとキューピッド
　　　　　　sVAN　CLEVE，　Corneille　　　　　　　　　　　　　　l700～1710年頃

Paris　1645～Paris　l　732　　　　　　　　　　　　　ブロンズ　高さ0．457

S・1975－2

プシュケとキューピッド

1700～1710年頃

ブロンズ　高さ0．473

以上2点は対の作品

来歴：パリ，ハイム画廊

展覧会歴：これらの像で金箔を施したものが1776年

のル・マリエの売立てに出た。また，これとは別の

一対の作品がロンドンとニューヨークの展覧会に出

品された。（French　Paintings　and　Sculptures　ofthe

XVIIIth　century，　Heim，　London，1968，　nos．38－40

repr．；The　French　Bronze，1500－1800，　Knoedler，

New　York，1968，　no．43　A．B．　repr．）．

文献：F．－G．Joullain，、、　Catalogtte　de　seulpt〃resθ〃

br・n・e…pr・venant　du　Cabinet　de　M．　Leルlarie，

ancien　co〃se”er　au　Ch∂telet》，　Paris，9－12　septem－

bre　1776，　n：5（《V6nus　et　rAmour：pour　pendant，

Psiche　tenant　une　lampe，　regarde　rAmour　endormi．

Hauteur　l　6　pouces＿Le　tout　de　bronze　dor6》）；

H．R．　Weihrauch，　E〃r（コpd／isehen　Bronzestat〃ette〃，

ノ5一ノ8Jahrhu〃dert，　Braunschweig，1967　（p．415，

P1．498）．

昭和50年度購入作品
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S・1975－l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

VENUS　DESARMANT　L’AMOUR

Bronze　H．0，457

S・1975－2
　　　　　　　r　　　　　　　　　　　「

PSYCHE　DECOUVRANT　UAMOUR
Vers　1700－1710

Bronze　H．　O，473

Paires　de　bronzes

Prov．：Galerie　Heim，　Paris

centut・γ，　Heim，　London，1968，　n°s　38－40　repr．；The

Fre〃ch　Bro〃ze，1500－1800，　Knoedler，　New　York，

1968，n’”43　A．B．　repr．）．

Bibl．：F．－G．　Joullain，．Ca～al（，gue　de　sculptures　el～

bronze＿ρ”ovenant　du　Cabinet　deルf．　Leルfαr∫6，

all（・ien　co〃sei〃er　au　Cノ）∂te／et　，　Paris，　9－12　sep－

tembre　l776，　n．5（「V6nus　et　rAmour：pour
pendant，　Psich6　tenant　une　lampe，　regarde　rAmour

endormi．　Hauteur　16　pouces＿Le　tout　de　bronze

dore）’二H．R．　Weihrauch，　Ettropa”ische　Bronzesta－

tuetten　15－18　Jahrhu〃dert，　Braunschweig，　1967

（p．415，p1．498）．

Achat　du　Musee　en　l975

、、　茨1

15



寄贈作品（5点）

フィッサーカレルN．　　　　　　　　　　　　G・1975－1

パーペンドレヒト1928～　　　　　　　　　　　　　16のブロック

VISSER，　Carel　N．　　　　　　　　　　　　　　　　1972年

Papendrecht　1928～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン｛く片友　　糸氏　　0．57×0．84　（系氏面D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名・年記とlll：き込み：14

展覧会歴：『第8回東京国際版画ビエンナーレ展』

東京国立近代美術館，1972年Il月～12月，カタログ

no．102

1昭和50年度購入作品

ファールシュトレーム，オイヴィント　　　　　　　G・1975－2

サンパウロ1928～　　　　　　　　　　　　　　　　7つの，‘SOMBA，，

FAHLSTROM，　Oyvind　　　　　　　　　　　　　］973年

Sao　Paulo　1928～　　　　　　　　　　　　　　　　　　孔版　紙　LO2×0．70（紙面）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名と萬き込み：7“SOMBA”elements，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　work　proof　I　I

展覧会歴：『第9回東京国際版画ビエンナーレ展』，

東京国立近代美術館，1974年11月～1975年1月，カ

タログno．48

昭和50年度購入作品
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　　　　　　　　　　　　　　　ダ

CEUVRES　DONNEES

…；螢；　　　　　　　E］口口口口［コ

i欝瀞醗＝麟：1，ip，㎞、1．4，［］　　口

旱㌫黙惣膿罐＝dl瓢□　　　［コ
隠㌻∵　｛1°2’□□〔コ［コ［］［］

G・1975－2

7‘‘SOMBバELEMENTS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Sig。e，n　b。，　a　d・・it，　avec　i・・c・ipti・n・7・SOMBA” 　　　　　　蜘燐
elements，　work　proof　I／1

Exp．：　‘‘Tlie　8th　1’lter〃ationa／Bien〃al　6ゾPrints∫〃

Tokyo”，　The　National　Museum　of　Modern　Art，

17



ルノワール，ピエール・オーギュスト　　　　　　P・19753

リモージュ1841～カーニュ1919年　　　　　　　　ルーベンス作、マリー・ド・メディシスの統

RENOIR・Pierre　Auguste　　　　　　　　　　　治　の模写

Limoges　l　841～Cagnes　1919　　　　　　　　　　　　1861年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．458×0．835

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名なし

来歴：パリ，シャルル・ヴィグィエ（1906年2月9

日パリで売立て，53番）；パリ，M・ポティェ；パ

リ，ジョス・ヘセル；パリ，アレフレッド・サヴォ

ワール；ニューヨーク，個人コレクシ。ン；東京，

梅原龍三郎氏

文献：F．Daulte，　Auguste　Renoir，　Catalogue

raiso〃〃6　de　1’αeuvre　peint，　1：　、Figures　1860－1890，

Lausanne，1971，no．7．

昭和50年梅原龍三郎氏より寄贈

S・1975・3

キュクラデス彫刻

紀元前2500～2000年

大理石　高さ0．605

来歴：パリ，ニコラス・クートゥラキス；東京，梅

原龍三郎氏

昭和50年梅原龍三郎氏より寄贈

ミレイ，ジョン・エヴァリット　　　　　　　　　P・1975－4

サザンプトン1829～ロンドン1896　　　　　　　　　あひるの子

MILLAIS，　John　Everett　　　　　　　　　　　　　l889年

Southampton　1829～London　1896　　　　　　　　　　　　孝由彩　カンヴァス　1．22×0．76

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右上に年記とモノグラム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧松方コレクション

昭和50年水嶋徳蔵氏より寄贈
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P・1975－3

COPIE　DU　TABLEAU　DE　RUBENS：LE　　　ξ

COURONNEMENT　DE　MARIE　DE
　　ダMEDICIS
1861

Huile　sur　toile　H．0，458；L．0，835

Non　sign6

Prov，：Charles　Viguier，　Paris（Vente　Viguier，　Paris．

9fevrier　1906，　n’53）；M．　Pottier，　Paris；Jos．

Hessel，　Paris；Alfred　Savoir，　Paris；Collection　par．

ticuliere，　New　York；M．　Ryuzaburo　Umehara，

Tokyo

Bibl．：F．　Daulte，　Au8・uste　Renoir，　Ca’alogue　rai一

ぷo〃〃6　de　l’reuvre　ρθ〆n’，　1：　」F惚〃rε∫　1860一ノ890，

Lausanne，1971，nつ7

Donn6e　par　M．　Ryuzaburo　Umehara　en　l975

S・1975－3

1DoLE　CYCLADIQuE
2500－2000av．　J．－C．

Marbre　H．0．605

Prov．：Nicolas　Koutoulakis，　Paris；M．　Ryuzaburo

Umehara，　Tokyo．

Donn6e　par　M．　Ryuzaburo　Umehara　en　l975

P・1975－4

DUCKLINGS
1889

Huile　sur　toile　H．1，22；L．0，76

Dat6　en　haut　a　droite　a、「ec　monogramme

Ancienne　CoUection　Matsukata

Donnee　par　M．　Tokuzo　Mizushima
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管理換作品（2点）

ルノワール，ピエール・オーギュスト　　　　　　P・1975－5

リモージュ1841～カーニュ1919年　　　　　　　　　　風景の中の三人

RENOIR，　Pierre　Auguste　　　　　　　　　　　　　1916年

Limoges　1841～Cagnes　1919　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．653×0．543

来歴：パリ，アレクス・マギー；東京，梅原龍三

郎；東京，嶋田祐一

昭和50年度文化庁より管理換

ジュレ，クロード（通称クロード・ロラン）　　　　P・1975－8

シャマーニュ1600～ローマ1682　　　　　　　　　　　踊るサテユロスとニンフのいる風景

GELLEE（Lorraine），　Claude　　　　　　　　　　　　1646年

Chamagne　1600～Rome　1682　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．98×1．25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名年記：CLAVD（＿）／LV．R．（FECIT）164（6？）

来歴：サー・トマス・フランクランド；ホウ伯爵；

ブリュッセル，個人コレクシ・ン；パリ，ハイム画

廊

文献：M．Roethlisberger，“Nuovi　aspetti　di　Claude

Lorrain”in　Paragone，　n．273，　Novembre　l　972，　pp．

24－36；M．Roethlisberger　！　D．　Cecchi，　L　’opera

co〃rρ／eta　di　Claude　Lorrain，　Milano，1975，　p．108

（n，173）eTav，　XXVII．

昭和50年度文化庁より管理換
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　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　ク

（EUVRES　TRASFEREES

P・1975－8

Paysage　avec　la　fete　de　Pan

l646

Huile　sur　toile　H．0，98；L．125

Sign6：CLAVD（＿）／1．V．R．（FECIT）164（6？）

Prov．：Sir　Thomas　Frankland；Earl　Howe；Collec－

tion　particuliere，　Brussel；Heim，　Paris．

Bibl．：M．　Roethlisberger，“Nuovi　aspetti　di　Claude

Lorrain’「，　in、Paragone，　n．273．　Novembre　l　972，

pp．24－36；M．　R6thlisberger／D．　Cecchi、　L’opera

completa　di　Claude∠Lorrain，　Milano，1975，　p．108

（n．173）eTav．　XXVIL

Transferc…e　de　rAgence　des　Afraires　Cuturelles
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アレクサンドロス大王の空中飛行　　一その美術作品カタログ

越　　　宏　　一

DIE　LUFTFAHRT　ALEXANDER　DES　GROSSEN

－EIN　WERKKATALOG　DER　BILDZEUGNISSE

Koichi　KOSHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ6κ・9［　］ξγ・・ξπんωうπαρ［　］．

　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲Ebθbg　osy　dycrπτdレτατδb’ρyεcr

P・eud・－K・Ili・th・n・・（II・41）・　　　　　　［］・・9　9・afγ・～・τδS。αρ［］，

　①‘04λ0πελαβεδζ凌τ鋤σημε1ωレτob一　　　　αレカλθεμετ’α0τ砂δAl．　evτφd6ρeεlg

　　　　　う　　　ぽ　　　　　jV　　　　　　　s　　lt　　　　　　　り　　　　 ny

　τωレεκεζσεε～レαζταακρατηζγηζ・④　　　τδδψoζ．［　］vr　lldvひδξξτρεμεδζδ

（’Ωζδ両θα・α・・lg・洞ψ～δ鋤ξ・τζ一　　　叫［］・・δaξρ・ζψ。z吻。α［］

　σεレ　’Aλξξcrvδρog）　ξγραψε　（nr　cirλey　ξレ　　　　　　　　　τηレξκτ，IJレ［　　］δρレξωレercεiレωレγεγε．

　afbτij，）06τωδcdγλvopiδog’：⑧0～βoひ一　　　　　　レημξレηレ．

　z6Ptεレoζε1σελθε～レevτカτ鋤μακαρωレ　　　　①Eiτα　ebObg　aひレαレτ4αoτδレπετεζレδレ

　γdiρ9・δεξζ4π0ρεひ；σθωσαレ・［］⑳　　 dレθρωπ6μ0ρψ0レκα～λξγεζαδτる．［］

　1τρoσξταξεレ05レaひ〃ηψθラレαζξκ　τdiレ　　　　　　　　’Aztξaryδρε，［　　］τdrξπiγεccrμηγey（あ．

　δρレξωレτ09τ6π0ひξrciVOひδ60・Kαiガσαレ　　　　　　　　σκωレ，πdigτa　obρ4yeακαταλαβε～レ6πC一

　πdyりμξγZστα［　　］κα～∂λκζμψτατα　　　　　　　　ζOPτεZg；0π（∫aτρεgbOV　obレδetifτci！ZOVC　Eπ～

　κα～カμερα’　⑳βλξπ0レταγdρτobg　dレθ　　　　　　　　　τDv　γiv，μηπωζτ079’δρyξoeg　τobτoeg

ρdirroug　OδZ　t’ qEVγOレ・Tevbg　6e　T（bv　aτ一　　　　κατ凌βρωμαγεレ加η．⑦Kα1　naλey　qηo～

　ρατζωτ6ルκα～eπtβafevov　eyτoic（ろμ0ζζ　　　　　　　　　［　　］’πρ6σσZεζ　［　　］　ξπ～τtレ　γカレ

αδτδレ’⑳τδδeβαστ4ζoレτα［　］　　　　κ4τω．‘O　6t’Aλ．μετ∂ψ6βooπρoσε2zε，

ci・ξ・・α・τ・・⑬”H・θ・・V　6e・α砺ραζ　　・αl　lδ・δ・ぎδ・・6・・50P・9　Ptξγ、，g。6輌，

dγρioひ9，ξレθεレτζκα～πλε～στατdiレ　　　　　　μξσ0レδEτoO　5qεω9凌λωレ［　］．⑪

［　］δρ・εω・万λθ・・πρδζαo・・oζδ・α　　　κα～λ…γ・・αo・φδω・α・加αぐγ，。di。．

　τ0～）97ππOひCθレilarCOUτcvg・⑳∠dboδξξξ　　　　　　　　rcεcgτiξaτiταδτα；t凌λωレξστiレδκ6σ．

　α0τ∂レ　κρατησαζδ・4λπρoσ…ταξε　μi　　　　　　　　　μoぐδδさ60pegtθ凌λασσα［　　］ηκひκ．

［　コopcrγεlyβρあματα，a6γρeτρcdiレ　　　　λoδσα［　］τかγ加．⑮Abτ69　6b　bπo．

カμερδレ・⑬ηδξτρ1τηカμξραπρ0σξτ一　　　　στρξψαCτカβ0ひλカτなd’VtuπρOレolcrg

　αξε　κατασκεひασθ万レαζ　ξbλOV　δLtoeoレ　　　　　　　　Zατカλθεレ　Eπ～τtY　γカレ　μακρ6θεレ　τOδ

ζ・γる・α～・・0・・πρ・・δ・Oivcr・　　　　　碑α・・πEδ・・（α0・・V）δδδ。加，輌επ。α．

6vτoicτραzみoκαoτ励・⑱Erτα　　　　［　］⑳E～γεδ↓ξκετσατρdπηレ［　］

　［　　］6Rθ（by　crbτδ9ξレPtEa（ρ（τ0δζVγOδ），　　　　　　　　crbτOδκα～1αβdiレπαρ・cybτOδτρζακ0σ～．

E・ρd・η・・τδδ6ρ・di・・～・ix・・［］・δ　　　・・9　iπ・n・τ9．　E・。ρ，bθη。D。αδ。。Zg。α～
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6λθεv　elgτδレστρατδレ（crbτoS）．　Obrc6τe　　　　　「①すると突然，人間の姿をした一羽の

0んπρOσiθετO　dδuvciτoeg　eπexεeρεZレ．　　　　　　鳥が現われ，彼に言う。＜［　］アレク

　　（Paris，　Bib1．　Nat．，　Cod．　suppl．　gr．　l　l　3）　　　　サンドロスよ，［　］地上のことも知ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないで，どうして天上のことを探究しよ
　　　　　　　　　　　　　　しるし「①アレクサンドロスはこれらの徴によ　　　　　　うと望むのか。さあ早く地上に引き返し，

って，そこに大地の果てがあると悟った。　　　　　これらの鳥どもの餌食にならぬようにし

④（文意不明）彼は（再びそのアーチ門　　　　なさい。〉⑦そしてまた［　］言う。〈［
　　　　　　　のみ
に）次のように整を用いて彫り込んだ。　　　　　　　］大地を見下ろしなさい。〉そこでアレ

⑧福者達の国に入ろうと欲する人々は右　　　　　　クサンドロスは恐れを抱きながら見下ろ

手を歩め。［　］⑳さて彼はその場所で，　　　　　した。すると見よ，彼は大蛇が環を作っ

鳥どもの中から二羽を捕えるように命じ　　　　　ていて，その蛇の環の中に［　］円板が

た。それらは実に大きな鳥で，［　］　　　　　あるのを認めた。⑪するとその出会った

すばらしく丈夫で，しかもおとなしかっ　　　　　者が彼に言う。〈汝はあれが何か分かる

た。⑳だから人間達を見ても逃げなかっ　　　　　　か。あの円板が世界である。あの蛇は海

た。そこで兵士達の幾人かは，鳥ども　　　　　で［　］，世界を取り巻き，大地［　］

の肩に跨った。⑳すると鳥どもは［　コ　　　　　を巡っているのだ。〉⑮そこで彼は天上

乗せて飛翔した。3．3鳥どもは野獣を餌食　　　　　　の摂理からの勧告に従って引き返し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みちのり
にしていた。そこで［　］鳥どもはたく　　　　　　（彼の）陣営から七日間の道程離れた地点

さん，死んだ馬を求めて人間達の方にや　　　　　に降りた。［　］⑳さて彼はその土地に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サトラベ－ス
ってきた。⑲彼等の中の二羽をアレクサ　　　　　　自分が任命した総督を置いていた。そ

ンドロスは捕えて，三日の間［　］餌を　　　　　　して彼のもとから三百の騎兵を得て，彼

食べさせぬように命じた。⑬さて三日目　　　　　等と共に進んで，（彼の）軍隊に到着した。

に木材を範そっくりに組み立てて，これ　　　　　　彼はもはや二度と不可能な事柄を企てよ

を鳥どもの頸に結びつけた。⑲それから　　　　　　うとは思わなかった。」

［　］。［　］彼は（範の）真ん中に乗　　　　　　（偽カリステネス『アレクサンドロス物語』

り込み，長さ［　］ペーキュスの槍を持　　　　　　　　　　　　　第II章41節より）1）

っていたが，その上の方には［　］肝臓　　　　　　　　　　　　．

がついていた。⑲さて鳥どもが［　］肝

臓を食べようとして，飛び上がるとすぐ　＊：摺讃㌫㌶∵：ぽ讃㌶r羅1

に，彼等と一緒にアレクサンドロスも大　　　　　　「西洋中世美術における世俗的主題の研究」の一部を

空高く上がっていった。［　］⑮彼は　　　　　　なすものである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　本稿25および30頁参照。
［　］空気と［　］鳥ども［　］から生

ずる寒気のために激しく身を震わせた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して集大成された。中世のアレクサンドロス
　　　　　　　　　　II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文学3’，が拠所としたのはまさに，大王に関す

　西洋中世世界において最も人気があった占　　　　る古代の歴史的な著作（例えば，プルタルコ

代文学・古代史上の人物は，疑い無く，ギリ　　　　スの『英雄伝』Vitae　Parallelaeやアリアノ

シア世界帝国の建設者アレクサンドロス大王　　　　スの『アレクサンドロス遠征記』’Avctβarσζg

（356－323B．C．）である，アキレゥスやオデュ　　　　’Aλεξdvδρov）ではなく，この空想的な『ア

ッセウス，カエサルやアウグストゥスも，中　　　　レクサンドロス物語』であった。西洋中世美

世文学・美術において演じたアレクサンドロ　　　　術におけるアレクサンドロス大王も，歴史上

ス大王の役割とは比較できない。実に，アイ　　　　の人物というより，むしろ一定の概念の担い

スランドからインドネシアのスンダ列島に至　　　　手として，あるいは，中世人の空想の対象と

るまで，35ヵ国語による80以上の文学作品が，　　　して登場している。この点で中世美術の作例

この偉大なマケドニア王の生涯とその英雄的　　　　は，アレクサンドロス大王とダリウス3世と

行為を称えているのである2）。　　　　　　　　　　の戦いを表わしたモザイク（ナポリ国立美術

　中世におけるアレクサンドロス大王の人気　　　　館）や《アレクサンドロスの石棺（イスタン

には，幾つかの理由が考えられよう。彼は，　　　　プール考古学博物館）をはじめとする，歴史

彗星の如く現われて数々の軍事上の成功を収　　　　人物としての大王を扱った古代美術の作例4）

めながら若死した歴史上の人物であるが，特　　　　とは大きく異なるのである。

にペルシアやインドの戦役における様々の珍　　　　　西欧中世における古代のアレクサンドロス

しい冒険潭は，死後間もなく伝説化され，　　　　文学の受容は，東方に対する関心が高まった
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマンス
3世紀に至って『アレクサンドロス物語』と　　　　十字軍時代に特に著しいが，もともとキリス

（2）H．Buntz，　Die　deutsche　Alexanderdichtung　des　　　　　　は高められて，その心おごれり。彼は，はなはだしく

　　Mittelalters，　Stuttgart　l　973，　S．1．　　　　　　　　　　　　　強き軍隊を集めて，諸国，諸民，諸王を治め，彼らは

（3）P．Meyer，　Alexandre　le　Grand　dans　la　littξrature　　　　　　みな彼にみっぎを納めたり。

　franCaise　du　moyen　age，　Paris　I　886．　　　　　　　　　　　　　この後，かれ病にかかりしが，自ら死の近づけるを

（4）　これにっいてはPFIsTER　S．330　ff．を参照。　　　　　　　　悟りぬ。ここにおいて，彼はその若きときよりおのれ

（5）　「キ・テムの地よりいで来たれる，ピリポの子，マ　　　　　　と共に育てられし，いと尊ばれおる臣下を召し，彼の

　　ケドニヤびとアレキサンドロスは，ベルシャびとおよ　　　　　　なお生きおる間にその国を彼らに分かちたり。かくて，

　びメデアびとの王ダリウスを討ちし後，彼に代わりて　　　　　　アレキサンドロスは十二年の間世を治めて死ねり。

　王となれり。（彼はさきにギリシャの王となりし者な　　　　　　　その臣下ら，おのおの，おのが領地にて民を治めた

　　り）。彼は多くの戦いをなし，とりでを奪い，地の王　　　　　　り。彼の死後，彼らはみな王冠をいただきしが，彼ら

　たちを殺し，地の果てにまで至りて，多くの国々の民　　　　　　の子らも多くの年の間，そのごとくなして地上に多く

　を略奪せり。かくて地，彼の前に穏やかとなるや，彼　　　　　　の悪をなしぬ。」（『アポクリファー旧約聖書外典一a，
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ト教中世にとっては，アレクサンドロス大王　　　　な影響を及ぼした『アレクサンドロス物語』

は聖書に言及されていて，従って肯定的であ　　　　は，比較的遅く・大王の死後600年以上たっ

れ，否定的意味合いにおいてであれ，キリス　　　　た3世紀にアレクサンドリアのギリシア人に

ト教救済史上，一定の位置を占めているとい　　　　　よって著わされた。この作品の著者は15世紀

うことも，大王の永続的な人気の原因として　　　　以来，伝統的に，大王の遠征に従軍した歴史

見逃せない。彼は，旧約聖書マカベア第一書　　　　家カリステネス（370－327B・C・）とされてい

（1，1＿8節）51に述べられているのみならず，　　　　るが，それが全くの誤りであることは周知の

四つの世界帝国についてのダニエルの夢をは　　　　通りである・この偽名のカリステネスPseudo一

じめとする幾つかの話（ダニエル書VII，17；　　　Kallisthenes7）の『アレクサンドロス物語』に

VIII，5－21；XI，3以下）もアレクサンドロ　　　　は，少なくとも五つの，先行する文献が利用

ス大王に関係づけられるのである6。　　　　　　　されていることが近年の研究により明らかに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されている8）。

　　　　　　　　　IH　　　　　　　　　　　　　　今日，偽カリステネスのギリシア語原本自

　ところで，アレクサンドロス大王の伝説的　　　　体は伝えられていないが，幾つかのリセンシ

な物語は，一体どのようにして西欧中世の人　　　　・ン（α，β，γ，δなど）に分類できる多数の

々に伝えられたのであろうか。　　　　　　　　　　後代の写本が現存している㌧　しかしながら，

　大王の生存中すでに口伝による伝説物語の　　　　西欧中世のアレクサンドロス文学の源泉とな

伝統が始まり，そこからやがて最初の小規模　　　　ったのは，それらの偽カリステネスのギリシ

な著作が幾つか生まれたものと思われるが，　　　　ア語本ではなく，その二種類のラテン語訳，

中世のアレクサンドロス文学にきわめて大き　　　　すなわち，ユリゥス・ヴァレリゥスJulius

　　日本聖公会出版部，1968年による）　　　　　　　　　　　　　Idem，　Classical　Mythology　in　Byzantine　Art，

（6）　これについては聖ヒエロニムスの注釈を参照。　　　　　　Princeton　1953・S・102　ff・u・Fig・108－11；Idem・

　　Hi，，。nym．，　C。mm．　in　Dani・1・m　（Mig・・，　P．　L，　　A・・i・nt　B・・k　lll・mi・・ti・n・C・mb・idge・Mass・

　　XXV，　Sp．529旬．　　　　　　　　　1959・S・　1・5飢；D・J・A・R・ss・Olympias　and　the
（7）偽力，。テネ…ついては，K．　Zi・g1・・und　W．　　S・・p・n・・th・1・…p・e・・ti・n・f・Baalb・k　M°saic

　　S。nth，im，，，　D，，　kl，ine　P。uly，・St・ttg・・t・1969，・III，　　and　th・D・t・・f　th・illu・t・at・d　P・eud°’Cal’

　　S．86　f．を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　listhenesパn：Journal　of　the　Warburg　and　Cour－

（・） Aご、蕊蒜蒜：1蒜e蒜鷺　謬二㌫㌫亘；㌶∵∴，・写本は次
　　、i、．，S．3．　　　　　　　　　　　の2点であるが・両方と控中飛行の挿絵を含まない・
（9）古代糊にすでに挿絵入りの偽力・・テネ・写本が　　・・fi・・d・B・dl・i・n　Lib・・C・d・B…cci　17（13世紀）；

　　存在したという推定に関しては次の文献を参照。　　　　　　　　Venezia・San　Giorgio　dei　Greci（14世紀）・

　　K．Weitzmann，111ustration　in　Roll　and　Codex，

　　Princeton　1947，　S．145　f．，188，196，　u．　Fig．134；



Valeriusによる『マケドニアのアレクサンド　　　ンス語散文体アレクサンドロス物語』Der

ロスの業績』Res　gestae　Alexandri　Macedonis　　　altfranz6sische　Prosa－Alexanderroman15）は，

（4世紀前半）1°），および，ナポリの主席司祭　　　　12世紀後半のHistoria　de　Preliis　I2から派生

レオLeoの『アレクサンドロス大王の出生と　　　　したものである）。

勝利』Nativitas　et　victoria　Alexandri　Magni

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV
regls（9世紀後半）11）であった。

　ただし，これら二つのラテン語訳も，その　　　　　このようにラテン語訳を介して西欧世界に

当初の形で西欧世界に伝播したわけではなか　　　　伝えられた偽カリステネスの『アレクサンド

った。ヴァレリウスのラテン語訳が，9世紀　　　　ロス物語』中，西洋中世美術史上最も重要な

に作られたその『抄録』Epitome12）によって　　　　役割を演じたエピソードは，「アレクサンド

西欧のアレクサンドロス文学（例えば，12世　　　　ロス大王の空中飛行」16）である。西欧では13

紀・フランスの『ロマン・ダレクサンドル』　　　　世紀以降，ラテン語やフランス語・ドイツ語

群Roman　d’Alexandre13））に影響を及ぼした　　　　で書かれた，偽カリステネス系の挿絵入りア

のと同様に，ナポリのレオのラテン語訳も，　　　　レクサンドロス物語写本が多数制作されたが

11世紀以降に作られた三種類の改定版His－　　　（本稿作品カタログ52－68，83，84番参照），

toria　de　Preliis　li，12，1314）を通じて西欧世界　　　　空中飛行の場面はこれらにおいては言うに及

に広まっていったのである（例えば，本稿力　　　　ばず，ヤンセン・エニーヶルJansen　Enikel

タログ篇に挙げられている13世紀の『古フラ　　　　のB世界年代記』Weltchronik（1277年以降，

（10）　B．KUbler，　Iuli　Valeri　Alexandri　Polemi　Res　　　　　（12）　J．　Zacher，　Iulii　Valerii　Epitome，　Halle　I　867．

　Gestae　Alexandri　Macedonis　translatae　ex　Aesopo　　　　（13）The　Medieval　French　Roman　d’Alexandre，

　Graeco，　Leipzig　1888．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Elliott　Monographs），　Princeton　1937　ff．

（11）　F．Pfister，　Der　Alexanderroman　des　Archi－　　　　（14）　A．　Hllka，　Der　altfranz6sische　Prosa－Alexander－

　presbyters　Leo，　（Sammlung　mittellateinischer　　　　　　　roman　nach　der　Berliner　Bilderhandschrift　nebst

　Texte　6），　Heidelberg　l913．　　　　　　　　　　　　　　　　　　dem　lateinischen　Original　der　Historia　de　prelliis

　ナポリのレオは，その前置きに述べているように，10　　　　　　（Rez．12），　Halle　l920．

　世紀中葉コンスタンチノープルに赴き，同市でアレク　　　　（15）Ibid．

　サンドロス大王物語のギリシア語写本の写しを作製し　　　　（16）　この物語の起源（特にユダヤのタルムード文学，あ

　てイタリアに持ち帰った。彼は帰国後（968／69年頃），　　　　　　るいはバビロニアのエタナ神話との関連）にっいては，

　そのラテン語訳を作った（オリジナルは現存せず）の　　　　　　次の文献を参照。

　であるが，そのもととなった写本は，ヴァレリウス訳　　　　　　　Th．　N61deke，　Beitrage　zur　Geschichte　des　Alex一

　に使われた，偽カリステネスの原本に最も近いリセン　　　　　　anderromans，　in：Denkschriften　der　Kais．　Akad．

　ションαとは別のリセンシ。ン（δ）に属するものであ　　　　　　der　Wissenschaften　in　Wien，　PhiL－Hist，　Klasse，

　る。
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作品カタログ69番以下参照）lhや，ドイツ語　　　　ば魔除けのシリーズ中の一場面として，教会

のr歴史聖書』Historienbibel（作品カタログ　　　　堂の壁面その他に表わされた（作品カタログ

77－80番参照）18）を初めとする各種のテキス　　　　11－13番参照）22）。

トの写本におけるアレクサンドロス大王に関　　　　　西欧世界においても，このような肯定的な

するセクションの挿絵としても描かれている。　　　意味合いで表現された作例が見出されないわ

その上，空中飛行のテーマは，これと対をな　　　　けではない。例えば，ゾエストの聖バトロク

す海中旅行のエピソード19）の場合と違って，　　　　ルス教会に所蔵されている12世紀の刺繍作品

写本においてのみならず，しばしば中世の教　　　　　（かつて聖遺骨のクッシ。ンとして使われて

会堂を飾る浮彫や床モザイクなど，モニュメ　　　　いたもの。作品カタログ87番参照）および，

ンタル美術にもその作例が見出される20）。海　　 マトリーチェ（南イタリア）のサンタ・マリ

中旅行の話には，単なる伝説あるいは作り話　　　　ア・デラ・ストラーダ教会南入口のリュネッ

以上のものに解釈されるような要素が欠けて　　　　ト浮彫（12世紀，作品カタログ29番参照）で

いるのに対し，空中飛行の話は様々に解釈さ　　　　は，空中飛行の場面はアグヌス・デイAgnus

れる可能性を多分に含んでいたからである。　　　　Dei（神の子羊）と対をなして表わされてい

　例えば，ビザンチン世界ではアレクサンド　　　　る。つまり，アレクサンドロス大王の昇天場

ロス大王は常にビザンチン皇帝の手本　　　　面によって，キリスト者はアグヌス・デイが

（rcdAogβcraeZεbg）であり，空中飛行のエビソ　　　　象徴する天国に入れるという教義がここでは

一
ドは勝利のシンボルとみなされ21），しばし　　　　図解されているのである23）。

　XXXVIII，1890，　S．26；M．　Lidzbarski，　Zu　den　　　　（20）偽カリステネス系のアレクサンドロス物語において，

　Arabischen　Alexandergeschichten，　in：Zeitschrift　　　　　　空中飛行の直前に述べられている「海中旅行」を表わ

　fthr　Assyriologie，　VIII，1893，　S．266；MILLET　S．111　　　　　　すモニュメンタルな作例としては，筆者の知る限り，

　ff’；SETTIs－FRuGoNI　S．133　ff．　　　　　　　　　　　　　　　　ローマのパラッツオ・ドーリアにある15世紀・フラン

（17）Jansen　Enikels　Weltchronik，　hg．　von　Ph．　　　　　ドルのタピスリー（作品カタログ88番参照）が挙げら

　Strauch，　in：Monumenta　Germaniae　Historica，　　　　　　れるにすぎない。
　Deutsche　Chroniken　I，1，　Hannover　1892；Ross　　　　　（21）　H．J．　Gleixner．　Das　Alexanderbild　der　Byzanti－

　1971S．80　ff．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ner，　Diss．　MUnchen　1961；H．J．　Gleixner，　Alexan－

（18）」．F．　L．　Th．　Merzdorf，　Die　deutschen　Histori－　　　　　　der　der　GroBe，　in：Reallexikon　zur　byzantinischen

　enbibeln　des　Mittelalters，　TUbingen　1870；Ross　　　　　　Kunstgeschichte，　Bd．1，　Stuttgart　l963，　Sp．96　ff．

　1971S．107　ff．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛22）　A．　Grabar，　L’Art　profane　en　Russie　pr6－

（19）　A．Hilka，　op．　cit．，　S．　xxxviii－xLi；D．J．A．　Ross，　　　　　　mongole　et　le（ごDit　d’lgor》，　in：L’art　de　la　fin　de

　Alexander　and　the　faithless　lady：asubmarine　　　　　　1’antiquit6　et　du　Moyen　Age，1，　Paris　l　968，　S．301

　adventure，　London，　Birkbeck　College，1967．　　　　　　　　　　　ff．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）　SETTIs－FRuGoNI　S．298　ff・
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　空中飛行のテーマはしかしながら，南イタ　　　　ト・フォン・アドモントGottfried　von　Ad．

リアのオトラント大聖堂およびトラニ大聖堂　　　　montは，アレクサンドロスをアダムとエヴ

の床モザイク（共に12世紀，作品カタログ27　　　　アを誘惑した悪魔（へび）と比較し27），フラ

・28番参照）の場合に見られるごとく，西欧　　　　ンスのスコラ哲学者ユゴー・ド・サン・ヴィ

中世では概して・あらゆる悪徳の元であるス　　　　クb一ルHugo　de　Saint　Victor（1096－1141）2s）

ペルビアSuperbia（傲慢・思いあがり）のシ　　　　が引用したイザヤ書の一節（XXIV，13－14）29）

ンボルとみなされる傾向にあった24’。この見　　　　を挙げて反キリストの先駆者たるアレクサン

方が，アレクサンドロス大王に関する聖書の　　　　ドロス大王のスペルビアを強調しているので

記述（マカベア第一書1，1－8）25〕に影響され　　　　ある3°’1。しかも興味深いことに，南イタリア

たものであることは明らかである。すでに5　　　　のトラニ大聖堂の床モザイク（12世紀，作品

世紀初頭，パウルス・オロシウスPaulus　Oro・　　　カタログ28番参照）やバーゼル大聖堂内陣周

siusはその著『反異教占代史』Historiarum　　　　廊の柱頭浮彫（12世紀後半，作品カタログ33

Adversus　Paganos　Libri　Septem第3章にお　　　　番参照）では事実，アレクサンドロスの空中

いて，アレクサンドロスを反キリストの先駆　　　　飛行はアダムとエヴァの原罪の場面と対比さ

者とみなしているが，彼同様，12世紀の神学　　　　れて表わされている。

者たちも否定的なアレクサンドロス観を表明　　　　　このような一定の道徳的概念の担い手とし

している2㌧例えば，修道院長ゴットフリー　　　　てアレクサンドロス大王の空中飛行が表わさ

（24）　これについては次の文献を参照。　　　　　　　　　　　　（26）　これについてはSETTIs－FRuGoNI　S．241　ff．を乏照。

　GoLDscHMIDT　S．72；LooMls　S．184；J．　Sauer，　　　　（27）　Gotifredi　Abbatis　Admontensis　Homiliae　in

　　Symbolik　der　Kirchengebtiudes　und　seine　Aus－　　　　　　Scripturam，　Hom．　XV（Migne，　P．L．，　CLXXIV，

　stattung　i・d・・A・ffassung　d・・Mitt・1・lt・・s，2・　　　Sp．　1130・f．）・P…h・c〃・m・n・Al・xand・i，σu。d・1。，ans

　A・fl・・F・eibu・g　i・B・・1924・S・439；MA．LE　S・270・f・　　　ang・・ti・m　i・terp・et・t・・，　n・n　i…ng，u，　d，a，。　i〃e，

　　なお，西欧中世におけるアレクサンドロス像の変遷に　　　　　　serpens　antiqUUS，　qui　vocatur　diabolUS　et　Satanas，

　　ついては次の文献を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　accipitur，　qui，　ex　qUO　primum　hominem　in　paradiSO

　E．Grammel，　Studien　Uber　den　Wandel　des　Alex－　　　　　per　inoboedientiam　seduxit，　tam　inextricabiles

　ander－Bild・・i・d・・d・ut・ch・n　Di・htung　des　12・　　　ang・・tias　et　1・b・res　i・itia・it　ac　l。，a，it，　ut。m。i

　und　13・J・h・hund・・t・・Diss・F・ankf・・t・・M・1931；　　　P・sterit・ti・Ad・・　numquam　qu・tidianae　ang。、tiae　et

　H（）BNER　S・32　ff’；cARY　S・77　ff・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　labores　deessent　aut　desint，　quamdiu　ho〃10　vivit

（25）聖書のこの個所に関する中世の解釈にっいては，　　　　　　　suρer　terram．

　Fulgent．　De　aetatibus　mundi　et　hominis　X，　xxxvll－　　　　（28）　Hugo　de　Sancto　Victore，　AUegoriae　in　Vetus

　xL（cARY　S・369　f’）；H・abanu・M…u・・C・m－　　　Test・ment・m，　XI（Mig・・，　P．L．，・・1．　CLXXV，　Sp．

　mentaria　in　libros　Machabeorum，1，1（Migne，　P　L．，　　　　　　749　f，）：quis　inquam　per　iUum　significatur　nisi

　CIX・Sp・1127助を参照・　　　　　　　　　di・b・1us　q・i　dixit’‘ln　c・・1…n・cend。m：sUper
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れたケースは多いが，しかし西欧中世の作例　　　　定的であったと言える。ドイッのアレクサン

すべてが何らかの象徴的意味を持つとは限ら　　　　ドロス文学において重要な役割を演じた各種

ない3L。このことはとりわけ，フランスのア　　　　の世界年代記の著者がしばしば聖職者だった

レクサンドロス大王物語群の写本における，　　　　からである33．。

挿絵シリーズの一場面として描かれたミニア

チュール（作品カタログ54番以下参照）につ　　　　　　　　　　　　　V

いていえることである。フランスではアレク

サンドロス大王は，宮廷文学の影響を受けて，　　　　すでに触れた如く，偽カリステネスのギリ

騎士道精神に満ちた信心深い中世の王様1e　　　　シア語原本は現存せず，後代の写本によって

bon　roi　Alexandre，寛大な君侯（いわゆる　　　　原本の『アレクサンドロス物語』の内容が知

「鷹揚な施主」）としてとらえられ（これは例　　　　られるわけであるが，空中飛行の話は，現存

えば，ローマのパラッツォ・ドーリアにある　　　　するギリシア語写本のうち年代の早いものに

15世紀・フランドルのタピスリー連作につい　　　　は欠けている。すなわち，原本に最も近いり

てもあてはまる。作品カタログ88番参照）32，、　　　　センシ・ンαを代表するll世紀の写本A

空中飛行の話も単なる空想的な冒険語として　　　　（Paris，　Bibl．　Nat・Cod・grec・1771）341にも，

表わされる傾向にあった。一方，ドイッでは　　　　また，リセンシ・ンαから派生したリセンシ

アレクサンドロス大王のイメージは概して否　　　　。ンβを代表する写本B（Paris，　Bibl・Nat・

　astra、Dei　exaltabo　solium　meum，　sedebo　in　monte　　　　　　　この外，スペルビアのシンポルとしてのアレクサンド

　testamenti　in　lateribus　aquilonis，　ascendam　super　　　　　　ロス大王に関しては特に次の古文献を参照。　Ruperti

　altitudinem　nubium，　ero　similis　Alti∬imo’？Hic　　　　　　　Abb．　Tuitiensis　De　victっria　verbi　dei，　lib．　IX，　cap．

　quippe　per　suam　superbiam，　et　ca〃iditatem，　et　　　　　　XII（Migne，　P．L，　CLXIX，　coL　1408）；Berthold

　multitudinem　an8elorum　secum　superbientium，　et　　　　　　　　von　Regensburg，　Seiner　Predigten，　VoL　I（ed．　F．

　progeniem　humani　generis　in　primo　parente　sibi　　　　　Pfeiffeir，　Wien　1862，　S．388　ff．）．

　subiecit．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）　sTAMMLER　Sp．334；H．　Aurenhammer，　Alex－

（29）　「あなたはさきに心のうちに言った，「わたしは天に　　　　　　　anders　Luftfahrt（Greifenfahrt），　in：Lexikon　der

　　のぼり，わたしの王座を高く神の星の上におき，北の　　　　　　christlichen　Ikonographie，　Wien　1962，　S．85　f，；H．

　果なる集会の山に座し，雲のいただきにのぼり，いと　　　　　　Sachs，　E．　BadstrUbner　und　H．　Neumann，　Christ一

　高き者のようになろう』。」（日本聖書協会『聖書』1963　　　　　　1iche　Ikonographie　in　Stichworten，　MUnchen

　年による）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973，S．24　f，

（30）　In　tatam　elatus　est　mentis　superbiam，　ut　magis　　　　　　（32）　SETTIs－FRuGoNI　S・239；LANGEDIJK　S・285・

　sub　proprio　guam　sub　l）omini　dominio　e∬e　eligeret，　　　　　　（33）　SETTIs－FRuGoNI　S・242　fr・

　dicens　in　corde　suo：　‘Ponam　sedem〃meam　ad　aquilo－　　　（34）W．　Kroll，　Historia　Alexandri　Magni（Pseudo－

　n，m，・、imili、　er。　Attissitn・．　　　　　　　　　C・lli・th・n・・）・V・L　L　Recen・i・V・t・・t・・B・・h・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1926．
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Cod・grec・1685）35）にも空中飛行のエビソー　　　　は，本稿冒頭に掲げた通りである（文中，丸

ドは含まれていないのである。しかしながら　　　　印の中の数字はG．ミレによる校合の行数を，

この話は，15世紀にシシリー島で作製された　　　　また［　］は写本Lないし写本V・Ob・Om

と推定されるギリシア語写本L（Leyden，　　　によって補われるべき個所を示す）。

Univ．　Bibl．，　Cod．　Vulcanius　93）36）ならびに写　　　　　前述のように，偽カリステネスの『アレク

本Lと類似の三点のギリシア語写本37），さら　　　サンドロス物語』を西欧世界に広めたのはそ

に，最も年代の新しいリセンシ・ンであるγ　　　　の二種類のラテン語訳であるが，空中飛行の

のギリシア語写本C（Paris・Bibl・Nat・Cod・　　　エピソードに関してはレオによるラテン語訳

suppL　grec．113，1567年）38）には第二書の終　　　　が決定的な影響を及ぼしたものと思われる。

り（II・41）に記されている39）。　　　　　　　　　　ヴァレリウスのラテン語には，この話は欠け

　これらの偽カリステネス写本では，空中飛　　　　ているからである。レオが手本としたギリシ

行の話は，アレクサンドロス大王が彼の母オ　　　　ア語写本（リセンションδ）41）そのものも，

リンピアスに宛てて書いたという手紙（それ　　　　また，レオのラテン語訳原本（968／69年頃）

らには彼が東方で行なった様々の冒険や，彼　　 も共に現存しないが，しかし1000年頃南イタ

がそこで見た巨大な鳥や珍しい動物などが記　　　　リアで筆写された写本Ba（Bamberg，　Staats一

されている）の一つに述べられているが，写　　bibliothek，　Cod．　E　iii．14）42），および，1300

本Cにおける該当個所のギリシア語テキスト　　　年頃の写本L（London，　Lambeth　Palace，　Cod．

（G．ミレの校訂による）ならびにその試訳4°）　　　342）43）が今日伝えられている。

（35）C・MUIIer・　S・・ipt・・e・re・・m　A1・xa・d・i　M・g・i・　　（38）C．　MUII・・，・P．・cit．，　S．91；H．　E。g，lmann，　Der

　　Pseud・－C・lli・th・n…i・F・DUb・…Arri・ni　　　g・iechi・ch・Al・xa・derr・m・n，　Rezen・i。n　r，（B。it，．

　　Anabasis　et　l・di・a・P・・i・1846・なお，リセ・シ・　　　zu・klass．　Phil・1．，　hrsg．・．　R．　M・・k・lb・・h，　H．12），

　　ンβについてはLBergson・Der　griechische　Alex－　　　　　　Meisenheim　am　Glan　1963，　S．315．なお，写本Cに

　　ande「「oman・Rezensionβ・UpPsala　1965を参照。　　　　　　関しては，J．　Zacher，　Pseudocallisthenes：Forschung

（36）H．Meuse1，　Pseudo－Callisthenes，　nach　der　　　　　　zur　Kritik　und　Geschichte　der　altesten　Aufzeich－

　L・id・n・・H・nd・ch・ift　h・・au・g・g・b・n・i・・J・hr－　　　nung・n　d・・Al・x・ndersag・，　H。11，1867，　S．10も

　bUcher　f，　klass．　Philologie　und　Padagogik，　Neue　　　　　　参照。

　F・lg・・S・pPl・m・ntb・nd　V・L・ip・ig　1871，　S・767．　　（39）C．セ。テ、スーフルゴー・は，アレクサ。ド。ス

　写本Lは，全体としては写本Bに一致するが，部分　　　　　　の空中飛行の話はローマ皇帝アレクサンデル．セヴェ

　的には写本Aおよび写本Cとも重なる写本である。　　　　　　　ルス（222－235）の時代に成立したものと考えている

（37）V（W）－V・t・G・・171（16世紀）；Ob（0）－B・dL　　　（S・TTIs－F・uG・NI　S．131）．かつてA．アウス。。，レト

　Ba「°cc・23（14世紀）・°m（P）＝B・dL　Mi・c・283（16　　　（A・A・・feld，　D・・g・iech．・Al・x・nderr・m・n，　L。ip。ig

　世紀）・これらの写本のテキ・トにつ・・てはMILLET　S・　　1907）は，偽・・ステネ・第II書23．41を後代の書

　90　ff．を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れ（lnterpolation）と推定したが，今日この説は支
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　レオのオリジナルに最も近いとされるラテ　　　　　nem　sustinui　in　ipsis　cancellis　ferreis．

ン語写本である写本Ba（III，17）44）によれば，　　　　Tantam　altitudinem　ascendi，　ut　sicut　area

紅海から程遠からぬ地点まできたアレクサン　　　　　videbatur　esse　terra　sub　me．　Mare　autem

ドロス大王は，ほとんど空まで達したと思、う　　　　　ita　videbatur　mihi，　sicut　draco　girans　ea

程高く山に登り，次いで，いかにしたら実際　　　　　et　cum　forti　angustia　iunctus　sum　cum

に天まで昇れるような仕掛け（lngenium）を　　　　　militibus　meis．

作ることができるか，思いを巡らせたという。　　　「私は私の友人たちと，いかにしたら，私

　Cogitavi　cum　amicis　meis，　ut　instruerem　　　　　が天に昇って，そして我々が見ているものが

　tale　ingenium，　quatenus　ascenderem　　　　天であるかどうかを確かめられるような仕掛

　celum　et　viderem，　si　est　hoc　celum，　quod　　　　けを作ることができるかを相談した。私は，

　videmus．　Preparavi　ingenium，　ubi　sede一　　　　私が坐れる装置を準備し，そしてグリフィン

　rem，　et　apprehendi　grifas　atque　ligui　eas　　　　を捕えて，それらを鎖でつないだ。そして，

　cum　catenis．　Et　posui　vectes　ante　eos　et　　　　グリフィンどもの前に竿と，その先には餌を

　in　summitate　eorum　cibaria　illorum　et　　　　据えた。するとグリフィンどもは天に昇り始

　ceperunt　ascendere　celum．　Divina　quidem　　　　　めた。しかしながら天上の力がグリフィンど

　virtus　obumbrans　eos　deiecit　ad　terram　　　　　もをおおい，そして地上に投げ下ろした。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みちのり
　longius　ab　exercitu　meo　iter　dierum　　　　　こは私の軍隊から10日以上の道程を離れた平

　decem　in　loco　campestri　et　nullam　lesio一　　　　地だった。そして私は鉄の格子の中にいたが

　　持されていない。これにっいては，Melkelbach，　op．　　　（42）．　F．　Pfister，　op．　cit．

　　cit．，　S．47　f．を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）DJ．A．　Ross，　A　New　Manuscript　of　Archpriest

（40）　MILLET　S．91－95．なお，ギリシア語テキストの和訳　　　　　　Leo　of　Naples，　Nativitas　et　victoria　Alexandri

　　に際しては，塚田孝雄氏ならびに跡見学園女子大学助　　　　　　Magni，　in：Classica　et　Mediaevalia，20，1959，

　　教授福部信敏氏の御教示を頂いた。ここに記して謝意　　　　　　　S．98ff．

　　を表する次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）　F．Pfister，　op．　cit．，　S．126；0．　Zingerle，　Die

（41）　リセッシ・ンδに属するギリシア語写本はこれまで　　　　　　Quellen　zum　Alexander　des　Rudolf　von　Ems．

　　全く知られていなかったが，近年，断片的にではある　　　　　　Im　Anhange：Die　Historia　de　preliis，　Germ．

　　が発見された。これにっいては，G．　Ballaira，　Fram－　　　　　　Abhandlungen　IV，　Breslau　I　885，　S．48（Anm．4）；

　　menti　inediti　della　perduta　recensioneδdel　Ro－　　　　　　G．　Landgraf，　Die　vita　Alexandri　Magni　des

　　manzo　di　Alessandro　in　un　codice　vaticano，　in：　　　　　　Archipresbyters　Leo（Historia　de　preliis），　Erlangen

　　BolL　del　Comitato　per　la　preparazione　delrediz．　　　　　　1885，　S・131；MILLET　S・100・

　　naz．　dei　classici　gr．　e　lat．，　Acc．　Naz．　Lincei，　XIII　　　　　　なお，　Historia　de　Preliis　I2の該当個所については

　　（1965），S．27　ff．；Idem，　Sul　Romanzo　di　Alessan－　　　　　　O．　Zingerle，　op．　cit．，　S．252　f，を参照。

　　dro，　ibidem，　XV1（1968），　S．1ff．を参照。
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怪我をしなかった。私は地上が私の一ドで広場　　　　各1頭ずつ配する，シンメトリカルな構図47）

のように見える程高く昇った。一方，海は私　　　　をとるだけに，この差異は注目に値する。

には大地を取り巻くへびのように見えた。非　　　　　グリフィンではなく鷲ないし鳥がアレクサ

常に苦労して私は私の兵士たちのもとに戻っ　　　　ンドロスを天に運ぶタイプの作例としては，

た。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わずかに，10世紀・ビザンチンならびに12世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀・ドイツの刺繍作品（作品カタログ2，87
　　　　　　　　　VI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番参照），モワサック大聖堂の12世紀の柱頭

　このレオのラテン語訳と前述の偽カリステ　　　　浮彫（作品カタログ36番参照），および，ト

ネスのギリシア語写本における記述を比較し　　　　ウアールのバレ美術館所蔵の12世紀・フラン

てみると，空中飛行の美術表現にとり重要な　　　　スの柱頭浮彫（作品カタログ37番参照）が挙

相異点が見出される。すなわち，偽カリステ　　　　げられるにすぎない。

ネスにおいては，アレクサンドロスを空中に　　　　　グリフィンのモチーフが，翻訳の際にレオ

運ぶのは二羽の鳥（6ρveg）であるのに対して，　　　が手本とした偽カリステネスのギリシア語写

レオではグリフィン（grifas）45’）となっている　　　　本（リセンションδ）にすでに含まれていた

点である。テキストの制約を受けるのが普通　　　　のか，あるいは，レオがラテン語訳の際に手

である写本挿絵の場合（例えば，Berlin，　Kup一　　　　本に変更を加えたのか48、，これについては必

ferstichkabinett，　Cod．78．　C．1のミニアチュ　　　　ずしも明らかではないが，いずれにせよ，ア

ー ルでは，『古フランス語散文体アレクサン　　　　レクサンドロスの空中飛行を表わす最古の現

ドロス物語』のテキストに従って16頭のグリ　　　　存作例（モンペザ・ド・クェルシーにある7

フィンが描かれている。作品カタログ60番参　　　　世紀のコプ1織り断片，作品カタログ1番参

照）46）を除外すれば，ビザンチンならびに西欧　　　　照）に，すでにこのモチーフは見出される。

世界の作例の大多数が，アレクサンドロス大　　　　そこではグリフィンが、アレクサンドロス大

王を中央に，そしてその左右にグリフィンを　　　　王の乗る二輪車に繋がれているのである。

（45）　グリフィンの数は写本Baでは特に規定されていな　　　　　　SETTls－FRuGoNi　S．25飢およびLWegner，　Studien

　いが・バリ国立図書館の13世紀のHistor▲a　de　Preliis　　　　　zur　Ikonographie　des　Greifen　in　Mittelalter，　Diss．

　11写本（Cod・lat・8501）における・該当個所のラテ　　　　　　Freiburg　i．　Br．1928を参照。

　ン語註釈では4頭となっている。　　　　　　　　　　　　　（46）rnマン・ダレクサンドル』（アレクサンドル・ド・

　fo1．85v：（2uattuor　hic　gnlffes　praecepit　esse　si’nul．／　　　　　　パリAlexandre　de　Paris版）のテキストではグリフ

　”los　ad　currum　miserat　rex　inde　ligari　／Cum　ferri　　　　　　インの数は7又は8であるが，この写本のミニアチュ

　vincto　quo　bene　tutus　erat．／In　summo　currus　　　　　　一ルでは多くの場合4頭のみである。作品カタログ

　i〃orum　ponitur　esca．．．（MILLET　S．102参照）　　　　　　　　　　63－65番参照。

　なお，グリフィンのイコノグラフィーについては　　　　　（47）　無論，シンメトリカルな構図をとらない作例も例外
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　この最占の現存作例を初めとして，ビザン　　　　（およびこれと類似の写本VならびにOb）

チンおよびその影響下にある地域の美術にお　　　　では，アレクサンドロス大王の乗物について

いては　　例えば，ヴェネツィアのサン・マ　　　　より一層の説明がなされている。これらの写

ルコ大聖堂北側ファサードにはめ込まれた　　　　本では，先の写本Cからの引用文中の「それ

lll2世紀・ビザンチンの浮彫（作品カタロ　　　　から［　］」に続いて

グ6番参照）や，イスタンブールのハギア・　　　　　18［EIταπρoσξταξαβ0ρσαレ釦εγθ加αζニ

ソフィア大聖堂内側ナルテックスの浮彫（12　　　　　κα1τabτ）？レπρoσδε砺レαzξvμ…σ甲τ00

13世紀，作品カタログ7番参照），あるいは、　　　　　ζuγoD．51　TabτηPδξκατεσκε0ασα（Z5一

エルミタージュ美術館所蔵の10世紀・ビザン　　　　　περσπひρ1δα

チンの鉛製印章（作品カタログ19番参照）な　　　　　　　　　　　　　　　γα～ε1ζみθ0レeTcb

どに見られるように一アレクサンドロス大　　　　　　　　　（［　］内は写本Omより補充）

王が二輪iilに乗って昇天する様を表わす作例　　　　　「48それから牛の皮を持って来させ，こ

が数多く見出される。終局的には占代のヘリ　　　　　れを範の中央に結びつけるよう命じた。

オスHelios（太陽神）の車ないし凱旋車に遡　　　　　5iこの皮を籠のように組み立てると」

る，この二輪車のモチーフ49については，し　　　　となっており，一種の籠の中にアレクサンド

かしながら，偽カリステネスもレオも共に特　　　　ロス大王が乗り込んだことが記されている。

に言及していない。　　　　　　　　　　　　　　　これに対して，レオのテキストはアレクサン

　すなわち，偽カリステネスの写本Cでは、　　　　ドロスの乗物に関して

「さて三日目に木材を範そっくりに組み立て　　　　　Preparavi　ingenium，　ubi　sederem＿

て，これを鳥どもの頸に結びつけた。それか　　　　　「私は，私が坐れるように装置を準備し…」

ら［　］彼は（範の）真ん中に乗り込み……」　　　　と漠然と述べているだけである。

（本稿冒頭のギリシア語テキスト参照）とし　　　　　籠形の乗物（あるいはそれに類するもの）

か記されていないのである。もっとも写本L　　　　に乗って昇天するアレクサンドロス大王を表

　的には見出される。例えば，ロンドン個人蔵の12世紀・　　　　　　コノグラフィーは，偽カリステネスの「アレクサンド

　　ライン地方のエマーユがそれであるが、ここではアレ　　　　　　ロス物語2に由来するものであり，このタイプはビザ

　　クサンドロスはプロフィールで表わされ，右上に向っ　　　　　　　ンチン織物を通じて各地に広められたと推定している。

　て上昇する（1乍品，カタ・グ86番参照）。なお，シンメ　　　　　　ー方，W．シュタムラー（⑨TAMMLER　Sp・335）は・

　　トリカルな構図の空中飛行図がササン朝起源のもので　　　　　　　グリフィスのモチーフをレオのラテン訳に帰しているJ

　あるという指摘にっいては，sTAMMLER　Sp．336およ　　　　　　なお，シンメトリカルな構図をもっ空中飛行図と織物

　びH．Aurenhammer，　op．　cit．，　S．85　f，を参照。　　　　　　　　模様との関連にっいては次の文献を参照。　GRAEvEN

（48）E．ヘルツフェルト（HERzFELD　S．132）は，2頭の　　　　　　S・270；PANzER　S・11・

　　グリ7イスがシンメトリカルに配された空中飛行のイ　　　　（49）　これにっいてはPANzER　S．11参照、
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わす作例は，ビザンチン美術（例えば，アト　　　　ログ78番参照）におけるアレクサンドロスの

ス山ドビアリウ修道院の12／13世紀の浮彫，　　　　セクションでは，乗物として椅子“sezzel”

作品カタログ8番参照）においても見られる　　　　（＝Sessel）が述べられているからである。こ

が，このモチーフは概して，西方のモニュメン　　　　れに対して『古フランス語散文体アレクサン

タルな作例に多く見出される。その好例とし　　　　ドロス物語』のテキストでは鳥籠“1a　cage”

て，ナルニのサン・ドメニコ聖堂ファサード　　　　（作品カタログ54番参照）となっているが，

の浮彫（12世紀末，作品カタログ32番参照），　　　　ミニアチュールは必ずしもテキストに忠実で

バーゼル大聖堂内陣周廊の柱頭浮彫（12世紀　　　　はない。作品カタログ55番の場合のように，

後半，作品カタログ33番参照），フライブル　　　　家型の乗物が描かれる場合もあれば，作品カ

ク大聖堂の柱頭浮彫（13世紀初頭，作品カタ　　　　タログ58，60，62番のように椅子駕籠の場合

ログ34番参照）などが挙げられよう。　　　　　　　もある。

　西欧の作例にはこの外，フィデンツァ大聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VII
堂ファサードの浮彫（1180年頃，作品カタログ

31番参照）の場合のように，アレクサンドロ　　　　　本稿は，伝説的な偽カリステネスの『アレ

ス大王が玉座について昇天するタイプもある　　　　クサンドロス物語』中の一つのエピソードで

が，これは偽カリステネスよりむしろレオの　　　　ある空中飛行をテーマとした美術作品例の収

テキストとの関連を暗示するものと見るべき　　　　集とそのカタログ作製を主目的とした資料集

であろう。この玉座のタイプは，特にドイツ　　　　成の試みであるが，いかにこの古代的＝世俗

の写本挿絵に多く見出される。ヤンセン・工　　　　的テーマが西洋中世世界においてポピュラー

ニーケルの『世界年代記』（特にレーゲンス　　　　なものであったかは，本稿の作品カタログに

ブルク本，作品カタログ69番参照）やドイッ　　　　リスト・アップされた作品の数がすでに示す

語『歴史聖書』（特にミュンヘン本，作品カタ　　　　ところである50）。しかもそれらのうちに，例

（50）E・マール（MALE　S・271）は・空中飛行の話を西欧に　　　　（51）O．　Demus，　Elijah　and　Alexander，　in：Studies　in

　広めたのはトルパドーレであると考えている。なお，　　　　　　Memory　of　David　Talbot　Rice，　Edinburgh　1975，

　文学・美術におけるアレクサンドロス大王の空中飛行　　　　　　S，64ff7．；E．　Breitenbach，　Speculum　humanae

　については，すでに挙げたものの外に次の文献も参照。　　　　　salvationis，（Studien　zur　deutschen　Kunstgeschi－

　G．Bo缶to，　La　leggenda　aviatoria　d’Alessandro　　　　　　　chte　H．272），　StraBburg　l　930，　S．241（Anm．2）；

　Magno　nella　letteratura　e　nelrarte，　in：La　Biblio－　　　　　　E．　Riefstahl，　A　Coptic　roundel　in　the　Brooklyn

　filia，　XXII，1920／21，　S．316　ff．；Idem，　Le　figura－　　　　　Museum，　in：Coptic　Studies　in　Honor　of　W．　E．

　zioni　d’Alessandro　Magno．　Appendice，　in：La　　　　　　Crum（The　Byzantine　lnstitute，1950），　S．539．

　Bibliofilia，　XXIII，1921／21，S．268　flf．
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えば，オックスフォードのアシュモレアン美

術館蔵のいわゆる〈アルフレッド宝石〉（9世

紀末，作品カタログ15番参照）とか，ヴェネ

ッィアのサン・マルコ大聖堂にある〈パラ・

ドーロ〉のエマーユ（11世紀，作品カタログ

16番参照）といった，きわめて簡略化された

作例が含まれているという事実は，中世にお

けるこのテーマのポピュラリティーを一層裏

づけるものに外ならない。きわめて単純化さ

れた表現であっても容易に理解されたものと

思われる。さらに，0．デームス教授その他

が指摘したように51、，アレクサンドロス大王

の空中飛行の構図が他の場面のイコノグラフ

ィー，とりわけ「エリアの昇天」のそれ（例

えば，南オーストリアのグルク大聖堂ナルテ

ックスの14世紀の壁画）に影響を及ぼしたと

いうことも，注目すべき事実である。

　中世において人気を博したアレクサンドロ

ス大王物語のテーマも，近世の始まりと共に

根本的な変化を被ることになった。偽カリス

テネスおよびその後継者たちの空想的な物語

に基づいた伝説的なアレクサンドロス像は，

歴史的人物としてのそれにとって代わられた

からである。それと同時に，アレクサンドロ

ス大王は中世における象徴的，道徳的意味を

失い，以後もっぱら歴史画の中に登場するこ

とになる。空中飛行のテーマも，ハンス・L・

シ。イフェラインの一枚刷木版画（16世紀初

頭，作品カタログ91番参照）を最後に美術の

中からその姿を消した。
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Werkkatalog　der　Bildzeugnisse　der

Luftfahrt　Alexanders　des　Grossen

Zusammengestellt　von　Koichi　KosHI

Die　Erzahlung　von　der　Luftfahrt　Alexander　des　GroBen：

Nach　der　Nativitas　et　victoria　A　lexandriル1ag〃i　regis（oder　Historia　de　Preliis）des

Ar・hip・e・byt…L・・v・n　Neap・1，　d・・i・d・・zw・it・n　Halft・d・・10．　Jhdt・．　d・n・pat－

grlechlschen　Alexanderroman　des　Pseudo－Kallisthenes（das　dritte　Jhdt．）ins　Lateinische

Ubersetzte，　berichtet　Alexander　in　einem　Brief　an　seine　Mutter，　er　habe　mit　seinen

Freunden　Uberlegt，　wie　er　zum　Himmel　emporfliegen　k6nne，　um　festzustellen，　ob　das

灘「濃鑑H㍑eli：t二lll認。瓢i：。：e豊1翻i紺皇，：惣≡

dg・en　Sp！tze　L・・k・p・i・en　b・fe・tigt　w・・en，　und・i・b・gannen，・um　Himm・1・mp・・zu－

fllegen．　Elne　g6ttllche　Gewalt　Uberschattete　sie　aber　und　trieb　sie　zur　Erde　hinab　auf　ein

Feld，　das　weiter　als　10　Tagesmarsche　von　meinem　Heer　entfernt　war　doch　wurde　ich
i・m・i・・m・i・e・n・nB・halt・i・ni・h・…1・t・t．1・h　errei・ht…ine、。1、h：H6h，，　d。B　die

写rde　unter　mir　wie　eine　Tenne　erschien　und　das　Meer　wie　ein　Drache，　der　sie　umsch－

llngt．．．cc

（nach　STAMMLER　Sp．335）

Der　Katalog　verzeichnet　samtliche　Bildzeugnisse　der　Luftfahrt　Alexanders　des　Grossen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
von　denen　der　Verfasser　Kenntnis　habe．

1．　Byzanz　und　sein　EinHuBbereich　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kat．　Nr．
　　　　a）　Textilkunst　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l－4

　　　　b）　Plastik　und　Elfenbeinarbeiten　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－15

　　　　c）　Emailarbeiten　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16－18

　　　　d）Metallarbeiten　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19－24
11．Westliche　KirchenausschmUckung（Plastik　und　Mosaiken）
　　　　a）　Italien　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25－32

　　　　b）　Deutschland　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33－35
　　　　c）　Frankreich　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36－40

　　　　d）　England　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41－51

111．Westliche　Handschriftenillustrationen
　　　　a）　　Histo〃a　de」PrE～1∫↓ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52＿53

　　　　b）　Der　altfranz6sische　Prosa－Alexanderroman　　　　　　　　　　　　　　54－62

　　　　c）Roman　d’Alexandre　und　Jehan　Wauquelin’s備〆oire　dt，　Bo〃Roy
　　　　　　　／1　lixandre　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63－68

　　　　d）　Jansen　Enikels〃セ1τcんo〃ik　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69－76

　　　　e）　　Historie〃bibel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77－80

　　　　f｝．　Sonstige　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81＿85

1V．　Ubrige　westliche　Bildzeugnisse　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　86－91
V．　In　zeitgen6ssischer　Literatur　genannte　Bildzeugnisse　　　　　　　　　　　　　　92－94

VI．　Bildzeugnisse　mit　irrtUmlichem　oder　fraglichem　Bezug　auf　die

　　　　　　　Luftfahrt　Alexanders　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95－118
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Unter　der　Literatur　zu　den　Denkmalern　sind　folgende　haufig　zitierten　Arbeiten　mit

Kurztiteln　verzeichnet：

BERTAux　　　　E．　Bertaux，　L吟art　dans　PItalie　M6ridionale，1，　Paris　1904．

BERTELLI　　　　C．　Bertelli，　Alessandro　III　di　Macedonia，　in：Enciclopedia　delrarte

　　　　　　　　　　　　　　antica，1，　Rom　l958，　S．243　ff．

BoND　　　　　F．　Bond，　Wood　Carvings　in　English　Churches，1．－Misericords，

　　　　　　　　　　　　　　London　etc．1910．

BR直HIER　　　　　L．　Br6hier，　La　sculpture　et　les　arts　mineurs，　Paris　l936．

CAHIER　　　　　Ch．　Cahier，　Nouveaux　M61anges　d’Arch6010gie，1：Curiosit6s
　　　　　　　　　　　　　　mysterieuses，　Paris　l　874．

CARY　　　　　　G．　Cary，　The　Medieval　Alexander，　Cambridge　l956．

DoDGsoN　　　　　C．　Dodgson，　Alexandeピs　Journey　to　the　sky：awoodcut　by　Schauf－

　　　　　　　　　　　　　　nein，　in：The　Burlington　Magazine，6，1904／05，　S．395　fr．

GRABAR　　　　　A．　Grabar，　Images　de　rAscension　d’Alexandre　en　Italie　et　en
　　　　　　　　　　　　　　　Russie，　in：XAPI．ΣT」H1）。10～V　E∫ΣA．K．01）ノ1A7V△0ハ1，　II，　Athen

　　　　　　　　　　　　　　　l964，　S．240　ff．

GRAEvEN　　　　H．　Graeven，　Mittelalterliche　Nachbildungen　des　Iysippischen
　　　　　　　　　　　　　　　Herakleskolosses，　in：Bonner　JahrbUcher，　Heft　lO8／109，　S．252　ff．

DuRAND　　　　　J．　Durand，　Legende　d’Alexandre　le　Grand，　in：Annales　archeologi－

　　　　　　　　　　　　　　　ques，25，1865，　S．141　ff．

FRANcovlcH　　　G．　de　Francovich，　Benedetto　Antelami，　Architetto　e　scultore　e

　　　　　　　　　　　　　　　rarte　del　suo　tempo，2Bde．，　Mailand－Florenz　1952．

GoLDscHMIDT　　A．　Goldschmidt，　Der　Albanipsalter　in　Hildesheim　und　seine　Bezie・・

　　　　　　　　　　　　　　　hung　zur　symbolischen　Kirchenskulpturen　des　XIL　Jahrhunderts，

　　　　　　　　　　　　　　　Berlin　1895．

HAMANN　　　　R．　Hamann，　Motivwanderungen　von　West　nach　Osten，　in：Wallraf－

　　　　　　　　　　　　　　　Richarz－Jahrbuch，3／4，1926／27，　S．49　ff．

HERzFELD　　　　E．　Herzfeld，　Der　Thron　des　Khosro，　Quellenkritische　und　ikono－

　　　　　　　　　　　　　　　graphische　Studien　Uber　Grenzgebiete　der　Kunstgeschichte　des

　　　　　　　　　　　　　　　Morgen－und　Abendlandes，　in：Jahrbuch　der　preuBischen　Kunst－

　　　　　　　　　　　　　　　sammlungen，41，1920，　S．123　ff．

HoLL　　　　　　O．　Holl，　Alexander　der　GroBe，　in：Lexikon　der　christlichen　Ikono－

　　　　　　　　　　　　　　　graphie，1，　Rom－Freiburg－Basel－Wien　1968，　S．94　fr．

HUBNER　　　　　A．　HUbner，　Alexander　der　GroBe　in　der　deutschen　Dichtung　des
　　　　　　　　　　　　　　　Mittelalters，　in：Die　Antike，9，1933，　S．32　ff．

LANGEDIJK　　　　K．　Langedijk，　Rezension：C．　Settis－Frugoni，　Historia　Alexandri
　　　　　　　　　　　　　　　Elevati　per　Griphos　ad　Aerem（Rom　1973），　in：The　Art　Bulletin，

　　　　　　　　　　　　　　　58，1976，S．283　ff．

LooMls　　　　　R．　S．　Loomis，　Alexander　the　Great’s　celestial　journey，　in：The

　　　　　　　　　　　　　　　Burlington　Magazine，32，1918，　S．136　ff．　u．　S．177　ff．
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L’°RANGE 　認罐罐㌫；漂ぎ晋；phy・fC・・mi・Ki・g・hipi・

MA・・　　E・Mal・・L今a・t・eligieux　d・XII・・ie・le　e・F・ance，　P・，i、1953（6．

　　　　　　　　　　　　　　Au乱）．

MEIssNER 　21，よ，n雲篇，』：慧。P蒜罐nd2・；，謡罐ぽ，1：

　　　　　　　　　　　　　　　Sprachen　und　Literaturen，68，1882，　S．177　ff．

MILL・T　　GMill・t・L’・・cen・i・n　d’Al・xand・e，　i・・Sy・i・，4，1923，　S．85任

ORLANDos　　　　A．1～Orlandos，ノVξoレdレcirγんqoレτヵζdレαληψεωζτoδ㌧4λεξdyδ．

　　　　　　　　　　　　　　　ρ…1n：’E…τημ・・αη’E・・τ・7ρig・カζψ・λ…q・xig　Ez。娠。。S

　　　　　　　　　　　　　　　撫1°蹴二㍑蹴』；：］㌃㌧鵠54－1955）［一’A・OP・ξP－i

繍鑑壁麟鷺瓢㍑i謡漂
PFIsT・R　　F・Pfi・t…Alexand・・d・・G・・B・i・d・・bild・nd・n　Kun、t，　i。、　F。，．

　　　　　　　　　　　　　　　schungen　und　Fortschritte，35，1961，　S．331　ff－

P°PP・N　　H・PgPP・n・Alexanders　G・eife・f・h・t・m　F・eib・・g・・MU。、t，，　und

　　　　　　　　　　　　　　　dle　mlttelalterlichen　Typen　der　Alexander－Fahrt，　in：Festschrift　der

　　　　　　　　　　　　　　　Verbindung　Cimbria，　Dortmund　l926，　S．162　fr．

R・MNAN・　　C・LR・mnant，　A　C・t・1・gue・f　Mi・e・i…d・i・G・eat　B，it。i。，　with

　　　　　　　　　　　　　　　an　Essay　on　their　Iconography　by　M．　D．　Anderson，　Oxfbrd　1969．

RlcE　　　D・T・Rice・N・w　light・n　th・Alfr・d　J・w・1，　i・・Th・A。tiqua，i，，
　　　　　　　　　　　　　　　Journal，36，1956，　S．214ff．

Ross　1963　　　D．J．A．　Ross，　Alexander　historiatus，　A　Guide　to　Medieval　Illustrated

　　　　　　　　　　　　　　　Alexander　Literature，（Warburg　Institute　Surveys，1），　London　1963．

R°ssl971 霊。馴隠t2贈e蒜；＝蒜聯・き蒜
　　　　　　　　　　　　　　　brldge　l971．

ScHNむ・G・N　A・S・h・Utg・n・Di・kun・thi・t・・i・ch・Ausst・11ung　i・DUsseld。，f，　i。、

　　　　　　　　　　　　　　　Zeitschrift　fUr　Christliche　Kunst，　XV，1902，　Sp．177　ff．

SETTIs－FRuG・NI　C・S・ttis－F・ug・ni，　Hi・t・・i・Alexand・i　Elevati　p・・G，iph。、　ad

　　　　　　　　　　　　　　Aerem（Origine，　iconographia，　e　fbrtuna　di　un　tema），　Rom　1973．

STAMMLER　　　W．　Stammler，　Alexander　d．　Gr．，　in：Reallexikon　zur　deutschen

　　　　　　　　　　　　　　Kunstgeschichte，1，　Stuttgart　l　937，　Sp．332　ff．

STRzYG・w・KI　M…B・・ch・m　und　J．　St・zyg・w・ki，　Amid・，　H。id，lb。，g　1910．

Su・KA　　G・S・pk・，　B・it・age　zu・Darst・llung　d・・L。ftf。h，t　Al，xand，，、　d，，

　　　　　　　　　　　　　　GroBen，　in：Zeitschrift　fUr　Christliche　Kunst，24，1911，　Sp．307　fr．

WARD　　H・L・D・W・・d，　C・t・1・gue・f・・mance・i・th・D，p、，tment。f　m、nu．

　　　　　　　　　　　　　　scrlpts　in　the　British　Museum，1，　London　1883．

　R／GILS°N 藷欝蒜㌫譜蒜＝＝　ξ
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1．　Byzanz　und　sein　Einflul3bereich　　　　pANzERS・10；LooMlsS・140；sTAMMLERSp・340；F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pfister、　Alexander　der　GroBe　und　die　WUrzburger

　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kiliansfahne，　in：Herbipolis　jubilans（WUrzburger
a）　Textllkunst　　　　　　　　　　　　　　　　Di6zesangeschichtsblatter　I4／15），　wurzburg　l952／53，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．268仔．；S．MUller－Christensen，　Sakrale　Gewander
l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　des　Mittelalters（Ausstellungskatalog），　MUnchen　l　955，

Montp6zat－de－Quercy（Frankreich），　Stiftskir－　　　s・14；A・Grabar，　in：Kunstchronik・vll・1955・s・310；

・h・St・M・・ti・・　　　　　　　ぽc罐6、162蒜蕊、14☆；濃、呈蒜濡：；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ

Wahrscheinlich　koptisch，7．　Jh．　Leinwand－　　　Mittelalters，2．　Aun．，1，　S．17　u．　Taf．29；SETTIs－

gewebe（Fragment），　das　als　UmhUllung　einer　　　　FRuGoM　S・159£u・Fig・37；LANGED1」K　S・284　f’

arch6・1・giq・・d・T・・n・・G…nn・，　XXX，19・2，　S．　　1・＼　・k；　　・　．・感、・識

1954，S．14ff．；BERTELLI　S。244；SETTIs－FRuGoNI　S．82，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1…’』　　一…11

150ff．　u．　Fig．31．

　『　　＾’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　f4〃．・“　・　　NN　　．　　　　　　　　　Krefeld，　Museum．

　　　〈’　　　．　　　　　　　、　”　　　　　　　　　　　　　Byzantinisch．Regensburgischer　Stoff　（Frag一

が　12’　　・二　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　ment），　l　l－12．　Jh．

行．嚇・。二’。・・．．　　　し。誌隠、，盟、三㌫「翻ml；；＆錐ST蹴；
・釦，・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．F．　Kendrick，　Catalogue　of　Early　Medleval　Woven
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fabrics（Victoria　and　Albert　Museum，　Department　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Textiles），　London　I925，　S．59；J．　H．　Schmidt，　Deutsche

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seidenstoffe　des　Mittelalters，　in：Zeitschrift　des

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deutschen　Vereins　fur　Wissenschaft，1，1934，　S．109；
　　．．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SET刊s－FRuGoNI　S．156　u．　Fig．35．

Wurzburg，　Lultpold　Museum．

Eine　byzantinische　Nadelmalerei　vermutlich
aus　dem　lO．　Jh．，　die　l266　auf　die　sog．　Kilians－

（Chriacus－）fahne　in　WUrzburg　aufgenaht　wur－

de．

Die　Inschrift：C〃〃印a〃cis　pro〃lere　versi［c〃〃∫］

1レlirac〃la　、ρoli　libuit　pro　　spir［∫1〃　　ぷo〃c〆〃　　as－

picere］．

Die　Stickerei　stellt　nicht　ganz　eindeutig　Alex－

anders　Luftfahrt　dar．　Es　fehlt　eine　Verbindung

des　K6nigs　mit　den　V6geln：keine　Andeutung

eines　Korbes　oder　Thrones，　an　dem　die　Adler

（！）－statt　Greifen－befestigt　waren．　Anstatt

der　Stangen　mit　Fleischk6dern　tragt　Alexander

zwei　Lilienszepter　in　den　Handen．
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4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Byzantinische　Marmorreliefplatte（Fragment），
正h，m．　B，，1i。，　S、hl。ssm。，eum．　　　　　d・・en　H・・kunft　unb・kannt　i・t・10・－ll・Jh・

By・an・i・i・ch－R・g・n・b・・gi・ch・・H・lb・eid・n－　1㌃蒜，：IC．；1；llu漂dδ』1孟1㌶5。ミ，1：C

stoff，13．　Jh．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．∬oりσεζoり　θεβあレ，　in：’，4ργε～oレτ∂ル　βvζ‘yレτ　t7，　di　v　τ》9

㌫＝器耀罐1」㍑；蕊淵：罫撫躍撚il鷲憲驚
J．Lessing，　Die　Gewerbesammlung　des　K6nigl．　　　　Fig・41・

weig　I958，　S．259　u．　Fig．237；SETTIs－FRuGoNl　S．　　　　　　　　　　　　　逼　　　　藁・き　　　　　　　　　，㌣』

6

Venedig，　San　Marco，　Nordfassade．

Byzantinische　Marmorrelie負）latte，　deren　Her－

kunft　nicht　bekannt　ist．11．－12．　Jh．
ロ　コ

Uber　einem　Wagen　erscheint　der　Oberk6rper

Alexanders　in　der　Tracht　eines　byzantinischen

b）Pl・・tik　und　Elf・nb・ina・b・it・n　曇蒜，1：。pehd8，2。H；膿。h晋。鎧糠

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K6der　fUr　die　Greifen　gesteckt　sind．

Theben（B60tien），　Museum（Inv．　Nr．258）．　　　　　DuRAND　s．147；BERTAux　s．490；sTRzYGowsKI　s．350

6
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ff．　u．　Abb．296；supKA　Sp．309　ff．　u．　Abb．2；O．M．　　　S．352　ul　Abb．299；sTAMMLER　Sp．337；oRL　4NDgS
Dalton，　Byzantine　Art　and　Archaeology，　Oxfbrd　l　911，　　　　　S．285　u．　Taf．2／β；SETTIs－FRuGoNI　S．165　f，　u．　Flg．42．

S。159；LooMls　S．139　u．　Taf．1／E；HERzFELD　S．128　f・

‡投xll；、＝麟雷ご：：論：1’』瀧晋　9

き．2蒜：N；9：1τ、f“，漂』。IS’蒜。R織蕊　Mi…a・P・・ibl・pt…

washington　1960，　S．111fr．　u．　Abb．33；w．　F．　Volbach　　　　Byzantinische　Reliefplatte，14．　Jh．

・・J・L麺1・ine－D…gne・Byzanz　u・d　d・・ch・i・tli・h・　　，TRzYG。w、KI．S．．351　f．。．　Abb．298；、。。Mls　S．139。．

O・t・n・Bellln　l968・Abb・108；S・TTIs－FRuG°NI　S・164　　T。臼／D；，TAMMLER　Sp．337；…AND・・S．285・．

・・F19・40・　　　　　　　　　　　　T。f．・2／γ；S，T・ls－FRuG・NI・S．165・f．・．　Fig．43．

7

1stanbul，　Hagia　Sophia，　Esonarthex．

Byzantinische　Marmorreliefplatte（Fragment
einer　Ziborium－Archivolte）．

12．－13，Jh．

oRLANDos　Taf．1／αu．　S．281；SETTTs－FRUGONI　S．161　f・

u．Fig．39．

10

Haho（Hahoul，　Nord6stliche　TUrkei），　Kloster－

kirche，　AuBenwand．

Byzantinisch　beeinfluBte　Reliefplatte，10．　Jh．

Alexander，　der　Uber　dem　Wagen　erscheint，

halt　in　beiden　Handen　die　gekreuzten　Lanzen

mit　dem　K6der．

D．Winfield，　Some　Early　Medieval　Figure　Sculpture
from　North－East　Turkey，　in：Journal　of　the　Warburg

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Courtauld　Institutes，31，1968，　S．33　ff．　u．　Fig．

A・h・・，D・・hi・・i・．　　　　　　蒜1讐・、‖㍑麗蒜1㌫霊｝翻謬：
Byzan・i・i・ch・R・1i・fp1・tt・・12・－13・Jh・　　；1翌・3°5飢；SETTIs’FRuG°NI　S・189飢u’Fig’

H．Brockhaus，　Die　Kunst　in　den　Athos－K16stern，

Leipzig　l891，　S．4｜；pANzER　Abb．6；sTRzYGowsKI

　ら塗ζ、
参二多・ご♪）、

‘ヘ　ノ

似4

〆㌃∠
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11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．N．　Voronin，　Architektur　im　nord6stlichen　Russ－

Wl・dimi・・M・・i・nt・d・k・th・d・al・，　SUdfassad・．　豊n島81蕊6．Jl4．（：；fll竺厭hlζ、雲ll、1：1》、1：

Russisch，1158－1160．　Gehammert．　　　　　　　　　Fi9’2u’Ta　f’III．a；SETTIs’FRuGoNI　S．172　u．　Fi9．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46－47．

GRABAR　S．244　f．　u．　Taf．　II／b；A．　Grabar．じArt

l968，　S・301　fr・；SETTIs－FRuGuNI　S．169　u．　Fig．44．

▲麟1臨論灘熱

　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　’　　プ」　齪1’，瀬　蹴㍉　。，‘　二滋譲

　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　「＾’　　・　レ　　　』　　　　　、　　　育

欝響罵．騨響鉱羅灘1。騨騨i、璽ぎi：

12

Wladimir，　St．　Dimitri，　SUdfassade．

Russisch，1198－l　l99．

pANzER　Abb．9；A．　Bobrinskoi，　Reznoi　kamen’v
Rossij，　Moskau　l916，　Taf．12－3；F．　Halle，　Die
Bauplastik　von　Wladimir－Ssusdal，　Russische　Roma－

nik，　Berhn－Wen－ZUrich　I929，　Taf．18；GRABAR
S．244u．　Taf．　II／a；A．　Grabar，　Die　mittelalterliche

Kunst　Osteuropas，　Baden－Baden　I968，　S．　137；
SETTIs－FRuGoNI　S．170　u．　Fig．45．

’　1【も‘‘　　’一も　　　亨ゆ’　　　　　・

Darmstadt，　Hessisches　Landesmuseum　（Inv．
33．36）．

Stirnseite　eines　byzantinischen　Elfenbeinkast－

chens．10．－11．Jh．

13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alexander　in　byzantinischer　Kaisertracht　ragt

w・・d・・R・Ilef…m・tli・h　i・d・・SUd飴ssad・　G・ei飴・k・δ。。n，　und　di。　b。id。；and，，en

ang・b・acht・　　　　　　　　　P・tt・n　g・h6・en　ursp・U。gli、h。i、ht。u，　G，ei允。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fahrt．
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14

GRAEvEN　S．252　fr．；pANzER　Abb．7；sTRzYGowsKl　　　　J．　R．　Kirk，　The　Alfred　and　Minister　Lovel　Jewels、
S．351u．　Abb．297；LooMls　S．140　u．Taf．1．B；HERzFLD　　　　　Oxford　1948；RlcE　S．214　ff．　u．　Taf．　XVIa；SETTIs－

S．131；A．Goldschmidt　u．　K．　Weitzmann，　Die　　　　FRuGoNI　S．174（Anm．86）．
byzantinischen　Elfenbeinskulpturen　des　IO．　bis　13．
Jhs．，　Berlin　l930　u．1934，　S．66　f，　u．　Abb．125－d；

BR直HIER　Taf．　XXXIX；sTAMMLER　Sp．337；BERTELLI　　　c）Emailarbeiten
S・246；D・T・Rice・Byzantinische　Kunst・Munchen　　　　16
1964，Abb．407；SET丁ls－FRuGoNl　S．183　ff．　u．　F19．54．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Venedig，　San　Marco．

15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zwei　Email－Medaillons　auf　der　unteren　Bor－
O。f。，d，　A，hm。lean　M。、eum．　　　　　dU・e　d・・P・1・d’0…By・anti・i・ch・11・Jh・

〉・鷲rseit・des　s・9・　Alfr・d－J・w・1・・E・d・d・・㌫罐：「蕊灘・L艦：；a霊翠C

．．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von　der　Darstellung　der　Erde　vervollstandlgt，
ABerst　verelnfachte　Darstellung　der　Luftfahrt　　　　die　als　eine　von　Ozean　in　der　Form　der　zwei

Alexanders・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Schlangen　umgebene　Scheibe　wiedergegeben

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ist，　wie　sie　Alexander　von　der　Himmelsh6he

議　　　　＝IK｛i／1’／／；．・’il；．1：，・　　　　1，N，，、，1　　　　　　　　　　　　　　＿

・：．　　　　　　　　　　　　　　　　竃

43



suPKA　S・314u・Abb・4；GRABAR　S・240£u．　Ta£11a；　　　　　PANzER　S．8u．　Abb．10；Co11ection　Khanenko，　Croix

RlcE　S．215u．　Taf．　XVIc；W．F．　Volbach　etc．，　La　Pala　　　　et　Images，1899－1900，　Epoque　slave，1909，　Taf．

d’Oro．モlorenz　1965，　S．65　f，　u．　Taf．　LVII；J．　de　Luigi－　　　　XXVII；Istorja　Kultury　Drevnej　Rusi，　II，　Moskau

Pomorisac，　Lesξmaux　byzan加s　de　la　pala　d「oro　de　　　　　－Leningrad　l951，　Fig．204；GRABAR　S．248　f，　u．　Fig．

reglise　de　Saint－Marc　a　Venise，2Bde．，　Zthrich　I　966、　　　　3；SETTIs－FRuGoNI　S．174　u．　Fig．48．

S．59£u．Nr．　l　l8，120；K．　Wessel，　Die　byzantinische

Emailkunst　vom　5．　bis　l3．　Jahrhundert，　Reckling－
hausen　1967，　Abb．46x；SETTIs－FRuGoNI　S．186　ff．　u，　　　　　　18

Fi・・56－57・ 　　　　　　　　　　Inn・b・uck，　Ti，。1，，　Land。、m。、eum．

桔、・覇甥、　　　　　ヨ　・．。．・、1k。，　K。p驚rschm，1ze、m。，、。n、　und　B，。an。，

ド，　S・’・・鐘・　　・　．　臨　‘’　i・・M・nat・h・ft・fU・Kun・twissen・ch・ft・1909・S・234

メ

17

、

騎㌔　　’　i　　　　　ll44，　im　Orient，　wahrscheinlich　unter　byzan一

　　　　　瀬

鷺　　1　　霧治∴

Kiev，　Archaologisches　Museum（frUher　Samm－
lung　B．　Khanenko）．

MittelstUck（Email）eines　Golddiadems，　das　in

der　Gegend　von　Kiev　gefunden　wurde．11．－12．
Jh．

Alexander　ist　als　byzantinischer　Kaiser　dar－
gestellt．

i　　　　　　d）Metallarbeiten
　　　　　　　　　　　　　　　19

l　　　　　　　　Leningrad，　Ermitage．

　　　　i　　　　　　　　　　Vorderseite　des　Bleisiegels．　Byzantinisch，10．

　　　　t　　　　　　　　　　　　　Jh．（9110der　912）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Der　zweiradrige　Wagen　Alexanders　ist　mit　zwei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Greifen　gespannt．　Der　K6nig　halt　in　beiden
r　－h’t　t・－ 　　　　　　　　　Handen　einen　undeutlichen　Gegenstand．
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21

Washington，　Dumbarton－Oaks　Collection．

Goldring．　Byzantinisch，11．Jh．

M．C．　Ross，　Catalogue　of　the　Byzantine　and　Early

Medieval　Antiquities　in　the　Dumbarton　Oaks　Collec－
tion，　vol．　II：Jewelry，　Enamels　and　Art　of　the　Migra－

tion　Period，　Washington　l965，　S．87　f．　u．　Taf．　LXII；

SETTIs・・FRuGoNI　S．195　f．　u．　Fig．63．

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x’

Lenignrad，　Ermitage．

GroBe　Silvervase　aus　Transkaukasien．　Treib－

arbeit，　die　im　l2．－13．　Jh．　in　der　an　Byzanz

angrenzenden　Region　entstanden　ist・　　　　　　　　　　22

謡忠蒜ls農cさ濃C；。：lie囎：x高；：、器　A・h・n，　N・・i・nalm・・eum，　S・mmlung　H・

Jahrbuch　der　bildenden　Kunst．2．1951、　S．46；RlcE　　　　　Stathatos．

・・215・GRA・AR　s・247　f…　Taf・川・「b；A・G「aba「・ 　Ri。g．　By、anti・i・ch，12．」h．

RlcE　S．215；E．　Coche　de　la　Ferte，　Sur　quelques
bagues　de　la　collection　Stathatos，　in：Comptes　rendu

de　1’Academie　des　inscript．　et　Belles　Lettres，1956，　S．

72；E．Coche　de　la　Ferte，　Les　Objets　byzantins　et　post－

byzantins，（Collection　Hξlene　Stathatos，　II），　StraBburg

1957．S．34　ff．　u．　Fig．20；SETTls－FRuGoNI，　S．196　u・

Fig．64．
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23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A・S．Uvarov，　Sbornjk　Melkih　Trudov，1，　Moskau

R・m，S・mmlung・Gi・・epP・C・11i・i．　　　醤；％£’311　u・Fig・86；sET丁ls－FRuG°NI　s・194・・

Ring．　Byzantinisch，13．　Jh．（？），

S・TTIs－F・Gu・NI・S．・2・1．．　Fi、．69．　　　　　　　∫5）　，

　　岬　　　　　　　　　　ざ蕎藻ぷ繊

’　　　　　　　　　　　　　　　　　1－・コ　　1，

24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、　、、

Zaraj（Ruβland），　Kloster．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　ノ‥’

Amulett（‘‘Panaghia”），14．　Jh．

IL

。）1、。1i，n　　　　　　器，lie　L”ftfah「t　Alexande「s　im　G・ei允・w・g・n

25　　　　　　　　　　　　　0．D・m・・，　Ei・・R・li・句1・tt・i。　S。n　M。，c。，　i。，
V・n・dig，　San　M・・c・，・b・・e・Umgang．　　綴禦P1°A’　EIX　A・K・°PA典゜ル・II・A・h・n

Venezianisch，　Ende　des　l1．　Jhs．　Eine　der
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26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Evo　e　Archivo　Muratoriano，　LXXXJ968，　S．213ff．，
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　u．LXXXII，1972，　S．243　ff．；SETTIs－FRuGoNI　S．285　f，
Taranto（Apullen），　Dom，　Mlttelschlff・　　　　　　　u．　Fig，97．

㌫㍑㌶二㌶轍㌫1蒜品㌫　、・竺ヱ三響ダ綿ジ㌘
㌃1艦瓢：跳i°1鍵｝°忠．P：1、｝aa漂；，1　：；　．，，　．j’‘汲蓬，　轡亭

器當：詰ll品嵩：i瓢當㌃　！ぷ’・一’礫喜a袖P銀
㌫a；t品繋tlnス霊t㍑。蕊監跳　 漬．織鵡己疎．：　1
1968，Fig．10；SETTIs－FRuGoNI　S．294　f二u．　Fig．103．　　　　　　’　　　．一　　　　亘　・』＞　t　　　　　、

・

．

魎一’　　　　エコtW　　・“濱に　’…琴ii：・
」　　　　　　　　　　　　　」・｛s・　　　　　　　　Pt’自　・　　←・‘　　　　　一、　　　、1・．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ke～．⇔　’　　　　　　　　　　　　s・薄　　　　　　　　　、荊工　　　　　　　　「　　　－　　1

・ 酬
　　　・・縄鯵．蕊描

蔓・　　夢灘讐叢議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　±’4、、　　　　　・　ン　　　　　．　　　「♪1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃⑲　“

一

過㌔’一 s　　　　　　　　　　　　’　・

」　　　、・ざ：Lプt．．＼

Trani，　Dom．

MosaikfuBboden　des　l2．　Jhs．（von　Pantaleo
gelegt？）．

27

0tranto（Apulien），　Dom．

MosaikfuBboden，1163－1165　von“presbyter
Pantaleo”　gelegt．　Beischrift：　、4LEXA　NDER

REX．

Die　Lu　ft　fahrt　Alexanders　geh6rt　in　diesem

MosaikfuBboden　zu　den　Szenen，　die　Laster
symbolisieren．　Zwei　adossierte　Greifen　tragen

　・．・・9・　…　　 ：P　 ．　　　　～　　　　’7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　へ　　　　　　：svali，1906／7，　II，　S．505　fL　u．　Taf二Iv；LooMls　S・184　u・　　　　　　　　　　　　　　、　－re　　　』二”Jr’

Ta£1／H；HERzFELD　S．130；FRANcovlcH£LXXXII　　　　　　　　㌧　　　、ぺは、．　・こづ雪
（S・351）；MλLE　S・271；L’oRANGE　Fig・54；RlcE　S・216；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ壕．

cARY　Taf．1；GRABAR　S．242　f二u・Taf二1／b；HoLL　Sp・　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　’　、
95（mit　Abb．）；C．　Settis－Frugoni，　Per　una　lettura　del

mosaico　pavimentale　della　cattedrale　di　Otranto，　in：

Bulletino　delrlstituto　Storico　Italiano　per　il　Medio
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、～唱，．・”　　　糞象“　r』　　　　一・書　・・鮪・一　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

一，
y－－St－tt・，　・．レ　　．．　　擁．覧　　』欝霞

ll馨撫轟姦繋鰹蹴麗

，．；§　：’「ii…ご．バ連竺：．．三．’．・．．ll一　．警Sl蘂　　1：！ロ

羅曇書γ〔∴　渓≡鴛鐸墓・鱒’塗議i・’、口’
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、’　　　　　　　　　　　　　，　，　　　　’htt’

　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，蓼ゆ「　　㎡　　　　　e　　　　二．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

．　　　L．．t　　　　　　　　　“　　・　　　　　　　　　　　”　　　こ，　一’上　　　　　　　　　　　i　29

Alexanders　Luftfahrt　ist　als　Symbol　der　Super－　　　　zusammen　mit　seiner　RUckkehr　dargestellt・

bia　neben　dem　SUndenfall　dargestellt．　　　　　　　　H．v．d．　Gabelentz，　Mittelalterliche　Plastik　in　venedig，

C．S・ttis－F・ug・・i，　P。，　una　l。tt。，a　d，1　m。、ai、。　P。vi－　　L・ip・ig　1930・S・127；BERTAux　S・653・・E」9・302；

mentale　della　cattedrale　di　Otranto　in：Buletino　　　　　GRABAR　S・242；SETTIs・FRuGoNI　S・289　ff・u・F19・100－
d・lrl・tit。t・St・・i、。　lt。li。。。　p，，　il・M，dl。　E．。，　LXXX，　　102・

1968，S．229；SETTIs－FRuGoNI　S．289　u．　Fig．99．

29

Matrice（Campobasso，　SUditalien），　S．　Maria
della　Strada．

LUnette　des　SUdportals，12．　Jh．

Die　Szene　der　Luftfahrt　Alexanders　ist　vom

Text　des　Mathausevangeliums（7，21）und
von　der　oberhalb　der　Alexander＿Szene　befind＿

lichen　Agnus－Dei－Darstellung　begleitet，　was

darauf　hinweist，　daB　die　Luftfahrt　nicht　im

negativen　Zusammenhang　dargestellt　ist．　Die

Alexander－Szene　illustriert　namlich　die　M6g－

lichkeit　eines　Menschen，　in　den　Himmel　zu

kommen，　der　durch　das　Lamm　Gottes　sym－
bolisiert　ist．

EJamison，　Notes　on　S．　Maria　della　Strada　at　Matrice，　　　　31

霊瓢蒜鷲t：；；9，i；1悪謡1罐漂　 Fid，nza（ex　B。，g。　San　D。nni。。），　D。m，

s．296u．　Fjg．　l　o5；LANGEDIJK　s．285．　　　　　　　　　　　　　　Fassade．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reliefplatte，　um　1180．

30　　　　　　　　　　　　G．zimm。，mann，・b。，i、。lien」，ch。　P1。、、ik，　L。ip。ig
Bitonto（Apulien），　Dom．　　　　　　　　　　　　　　　1897・A．ljb・48；A・Venturi，　Storia　delrArte　Italiana，

K・pi・・ll　d，，　f，Uh，n　13．　Jh、．　　　　星lb当ll智畿SL認1’繍。li。㍗i欄㌃

全・fd・m　Zw・i・r・K！pi・・11　d・・Mitt・1・chiffe・　；11霊～1き託1毛聖’31融11品1品㌫品illl

（11nke　Selte）　Ist　dle　Luftfahrt　Alexanders　　　　　　plastik　in　Venedig，　Leipzig　1930，　S．127　f，；FRANco一
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vlcHs．340u．Fig．404；MAIES．272u．Fig・177；　　　b）Deutschland
SET丁ls－FRuGoNl　S．312f．　u．　Fig．108．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

ユ．一一一；．．：．it．一：一一一一一“一一一’i　’　　　　B。，el，　MU。、、，，，　Ch。，umgang．

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kapitell，　zweite　Ha1　fte　des　l2．　Jhs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　Alexander　als　Symbol　der　Superbia　ist　dem

1
レ

SUndenfall　und　der　Vertreibung　aus　dem
Paradies　gegenUbergestellt．

cAHIER　Abb．　B　u．　S．165　f，；PANzER　Abb．　l　l；LooMls

S．178，184u．　Fj9．2；HAMANN　S．51；J・Gantner・
Kunstgeschichte　der　Schweiz、　L　Frauenfeld　1936，
S．235u．　Fig．178；W．　Deonna，　Chapiteaux　de　la
cath6drale　Saint－Pierre　a　Geneye，　in：Genava，　XXV．

1947，S．56；SETTIs－FRuGoNI　S．319　ff・u・Fig・110・

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．．

＿＿’＿．．一．＿’一’一一”一一nd－’t．＿～－　　　　　　　　　　　　　1碇ごき｝　　　　　　　　　　　ツ・

へぷ9tft　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
べ　t＋」　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－tW

悟ぶ　　’　÷　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　→
弍　　　　〉ヒ　　　ヒ　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

32

Narni，　San　Domenico（ex　Santa　Maria　Mag－
giore），　Fassade．

Ende　des　l2．　Jhs．

J．R．　Rahn，　Geschichte　der　bildenden　KUnste　in　der
Schweiz，　S．218，　Amm．3；G．　Dimitrokallis．　L’Ascen－

sione　di　Alexandro　Magno　ne｜rltalia　del　Medioevo，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

■

、t

レ

34
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　●

滅
曝

Alexander　sltzt　ln　elnem　kahnartlgen　Korb，　an

F．X．　Kraus，　in：Christliche　Kunst，　II，1，　S．402；

cAHIER　Abb．　K；Moller，　Denkmaler　deutscher　Bau－

kunst．　II，　Taf．　XIX；GoLDscHMIDT　S．71；pANzER
Abb．2u．3；HAMANN　S．51　f，　u．　Abb．1；LooMls　S・

178；PoPPEN　S．163；HUBNER　Abb．7；sTAMMLER　Abb・
6；Ch．　Settis－Frugoni，　An‘Ascent　of　Alexander’，　in：

Journal　of　the　Warburg　and　Courtauld　Institutes，33，

1970，S．307　f．；SETTIs－FRuGoNI　S．321　u．　Fig・112・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　XIV・1903・S・445　ff・；PANzER　S・9u・Abb・4；HAMANN

35

　　　　　　　　　S・55f・u・Abb．4－5；LooMls　S．177　u．　Fig．1；sTAMMLER

　　　　　　　　Abb．5．；Aus’m　Werth，　Denkmaler　des　christlichen

l　　　　Mittelalters　in　den　Rheinlanden，　Taf．　LII／8；G．　De

　　　　　　　　　Francovich，　La　corrente　comasca　nella　scultura
　　　　　　　　romanica　europea，　in：Riv．　dell’lstit．　di　Archeol．，　VI，

　　　　　　　　　1937－8，S．105　ff．，　Fig．61－62；SETIss－FRuGONI　S．

　　　　　　　　318f，　u．　Fig．109．

c）　Frankreich
36

Moissac，　Kathedrale，　Kreuzgang，　Westtrakt．

Kapitell（Nr．75），12．　Jh．

An　demselben　Kapitell　ist　die　Luftfahrt　Alex－

anders　zweimal　dargestellt．　Der　K6nig　ist
zwischen　zwei　Adlern　placiert．

、　　　　　　K．Porter，　Romanesque　Sculpture　of　the　Pilgrlmage
34　　　　　　Roads・Iv・Boston　1923，　Abb．282；SETTIs－FRuGoNI
　　　　　　　　　S．271u．　Fig．85－87．

Remagen（Rheinland），　Porta▲neben　der　Pfarr－

kirche．

Reliefplatte，　spates　12．　Jh．

Das　Relief　steUt　den　K6nig　als　BUste　in　einem

mondsichelartigen　Gefa　Be　dar，　mit　Spanfer－

keln　an　den　beiden　Handspiessen．

W．Braun，　Kunstarchaologlische　Betrachtungen　Uber
das　Portal　zu　Remagen，　Fest－Programm　zu　Winckel－

mann’s　Geburtstage　am　9．　December　1859＿，　Bonn

1859，S・1ff．；cAHIER　Abb．　auf　S．174；GoLDscHMIDT
S．81ff．；S．　Beisse1，　Die　Skulpturen　des　Portals　zu

Remagen，　in：Zeitschrjft　fUr　Christliche　Kunst，　IX，

Sp．151　ff’．；scHNUTGEN　S．180；G．　Sanoner，　Analyse

des　Sculptures　de　Remagen，　in：Revue　de　1’art　chretien，

鷹工
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37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

Th。uars，　Muse，　Barre．　　　　　　　Nimes（P・・vence），　N・t・e－D・me・P・・tal・

Kapitell　des　l　2．　Jhs．，　das　wahrscheinlich　aus　　　　Zerst6rtes　Relief　des　l2．　Jhs．：TeilstUck　eines

der　Kirche　St．　Pierre　du　Chatelet　stammt．　　　　　　Frieses（Uber　dem　Portal　der　Kathedrale）．

Alexand・・i・t・wi・ch・n　den　Adl・・n　d・・g・…11・・吾潟罐謬r㍑，長u蒜；：蹴認2

sETTIs－FRuGoNI　s・274　f「・u・Fig・88・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　8648，　erhalten．

’ 　、　　　　　　　　　　　　　”　　　〉』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　、’う4．｝　　，

38

Chalon－sur－Sa6ne，　Cath6drale　Saint　Vincent．　　　　　　　　　’

Kapitell　des　12．　Jhs．

cA田ER　S．172　f，；Chr．　Malo，　De　rancien　diocese　de　　　　40

羅：鰍1輪㌶鷲：曇㌶iぽSt巳一Ma「ie（Basses“Py「e”ees）’　Ste’－

settembre・　s・　80　ff・；sETTIs－FRuGoNl　S・　276　ff・u・Fig・　　　Tympanum　des　Westportals．　Rekonstruiertes

89・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Relief．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Daniel　in　der　L6wengrube．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K．Porter，　Romanesque　Sculpture　of　the　Pilgrimage

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roads，　IV，　Boston　1923，　Abb．461；sTAMMLER　Sp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　338f．；SETTIs・・FRuGoNI　S．279　f．　u．　Fig．9L

51



d）　England　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　their　relationship　to　manuscript川umlnations，　in：

41　　　　　　　　｛；鵠舗潔糠：宅r闘「恕1，ぼご謡，
Charney　Basset（Berkshire），　Kirche．　　　　　　　　　321「u・Fi9・113・

Tympanum　des　l2．　Jhs．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．＿　　　　　　、．畷嚇1㌻

量撫蕊「謬罐冨．S・7°・L°°Mls　S・178・　壌1。嚢を酷輪

、た㍉　　　　　　　　　　　　　　　＼　4∵、」　1ご翼　　　　Gloucester（Gloucestershire），　Kathedrale．

178u．　Taf．川ノW；REMNANT　S．49；SETTIs－FRuGoNI
S．324u．　Fig．114．

Bury　St．　Edmond（Suffblk），　Abtei．

Kapitell　des　12．　Jhs．

G．Zarnecki，　Romanesque　Objects　at　Bury　St．　Ed－
monds，　in：Apollo，　LXXXV，1967，　S．407　ff．　u．　Fig．

13；SETTIs－FRuGoNI　S．287（Anm．43）u．　Fig．98．

43

Wells（Somerset），　Kathedrale．

Miserikordie，　um　1330－1340．

Der　Schaft　der　Lanze　ist　gebrochen．

BoND　S・226　f’；LooMls　S．178　u．　Taf．　III／R；Archaeo－

logia，　LV，340；English　Medieval　Art（Ausstellung－

skatalog），　London　1930　（Victoria　and　Albert

㍑灘1拙｝，991蕊。語£蕊2罐罐ぽ

45

Gloucester，　Kathedrale．

Miserikordie（Nr．22），　Mitte　des　I4．　Jhs．

BoND　S．80；METssNER　S．184；PANzER　S，9；LooMls　S．

178u．　Taf．　HI／Y；REMNANT　S．50；SETTIs－FRuGoNI
S．325u．　Fig．　l　I5，

52



BoND　S．79；LooMls　S．178　u．　Taf．　III／T；REMNANT　S・

24；SETTIs－FRuGoNI　S．326　u・Fig・ll7・

47

Lincoln（Linolnshire），　Kathedrale．

Miserikordie，　Ende　des　l4．　Jh．

BoND　S．78；LooMls　S．178　u．　Taf．　Hl．／U；REMNANT　　　　　　　｛

S．91r．；SETTIs－FRuG（）1　t　S・326　u・｜16・　　　　　　　　　　　　　　　　　三

、．ち．　　49

　　慈　　　Mlserlkordle，　erste　Halfte　des　15．　Jhs．

　　　　　　　　　LooMls　S．178　u．　Taf．　II／Q；REMNANT　S．40．　u．　Taf．

　　　　　　　　　21a；SETTIs－FRuGoNI　S．328．　u．　Fig．　l　I9．

48

Whalley（Lancashire），　St．　Marゾs　Church．

Miserikordie，　Anfang　des　l　5．　Jhs．

FRuGol　1　S．326　u．　Fig．118．

50

Cartmel（Lancashire），　Priory　Church．

Miserikordie，　um　1440．

MEIssNER　S．185；PANzER　S．9；LooMls　S．178，184，　u・

Taf．11／P；REMNANT　S．77　f．；SETTIs－FRUGONI　S・330

u．Fig．121．
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51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

Beverly（Yorkshire），　S．　Maryss　Church．　　　　　　Leipzig，　Universitatsbibliothek（frUher　Stadt－

Miserikordie，　um　l445．　　　　　　　　　　　　　bibliothek），　Repositorium　II　4to　l43（Cod．
…Mls　S．178・．　T・£川／s、。，M。。N。　s．177£、　417）・f・1・101・・

SETTIs－FRuGoNI　S・328　u・Fl9・119・　　　　　　　　　　　　　　　　　　Illustration　der　〃istoria　dE！」Pre1〃ぷ　12．　SUd＿

　ぷが．　、　　一・コ＿．　　　　　　　　　　い，・　　　　　　　italienisch，　spates　l　3．　Jh．

麓駕・一一肇一一綱　 Alexander　si・・t　auf・ei・・m　Th・叫d。，　i。，i。

謬難灘勲；馨‖　難鶯灘曇㌶籔｝難量

欝擁鰻。三ユ邊三　　鷲鷲㌘露竃麗ii鶯鷺憲i
　　　　…』　『』t’一．一’　　　　　　　　　　　　　　　　ドー＾　　　　　　　　Institutes，38、　1975，　S．60；SETTIs－FRuGoNI　S．232

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Anm．77）u．　Fig．77．

　　　・　　　　．一一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一一一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ、て‘・“百・“4“n4仁oロ旦、4砕亀踊鯉ガL4麟息‘紗賦ξも麟‘｛91i一亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

；H∫∫励a　de　P「e”’s　　　　　：驚．藝鑓憲魏　　ζ鍵

罐bl㎞he－・一一la仁85・1・緋醗鑛職麟
欝欝欝欝》㌘㌔　：1題難璽襲鍵1111il／：liirlliii‘’，．

　　　・・　　　　　　　　．　　　’　　　一．　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rosa－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　de　Pre1～∫s

　if→　　　　叱　　　　　　　　森s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’騨⌒鱈　　　　　 ・ετ卿ητ10cα9θ〃伽e，〃5印re〃d〆e．xγ’．

醒・：　㍗…
54



Die　im　Text　erwahnte　Zahl　der　Greifen　ist

sechzehn，　in　der　Illustration　sind　nur　vier

davon　dargestellt．

GILsoN　S．339　ff．；J．　J．　A　Ross．　Methods　of　book　　　　　　　　　s　　　　t＋　　　　　　　．
production　in　a　fourteenth　century　French　miscellany，

in：Scriptorium、6，｜952，　S．63　fr．；Ross　1963、　S．55；

SET丁ls－FRしIG・o：　i　S．232（Anm．78）u．　Fig．78．

56

ct，wt”　蔑，

Le　Mans，　Bibliothさque　de　la　Ville，　Cod．103，

川ustration　des　altfranz6sischen　Prosa－Alex－

anderromans（Redaktion　I）．　Italienisch，　spates
55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．Jh．

London，　British　Museum，　Cod．　Roy．20　A　V，　　　Catalogue　g6n6ral　des　Bibliothさques　publiques　de

fol．20v．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　France，　XX，　S．85　f，；Ross　S．55；SETTls－FRuGoNl

川。、t，ati。n　d。、　altf，an。6，i，ch，n　P，。、a．Alex．　S・232（Anm・77）・

anderromans［Redaktion　I］（ムe　livre　et　la　vrのノ
加，、τ。i，e　d“b。“，。y・Alixa・蜘．　Warsch・i・1i・h　57

englisch，　spates　l　3．　Jh．　FUr　den　Text　siehe　　　　　Paris，　Bibliotheque　Nationale，　Cod．　fr．1385，

Kat．　Nr．54．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fol．63v．

Rubrik：Co／n〃lellt〃rois・41ix’se　．feist〃70〃ter　e〃　　　　Unvollendte　Illustration　des　altfranz6sischen

／ai”as　oysea”x　9「if．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Prosa－Alexanderromans（Redaktion　I）．　Ita－

wARD　　S．125；　DoDGsoN　　S．396；　wARNER／GILsoN　　　　　　lienisch，14．　Jh．

S・352；S・TTIs－FRuG・NI　S・212（A・m・20）・・Fig・70・　　。。ss　1963　S．55．

58

London，　British　Museum，　Cod．　Roy．15　E　VI，

fol．20v．

Illustration　des　altfranz6sischen　Prosa－Alex－

anderromans（Redaktion　I）．　Franz6sisch，　nach

1445．FUr　den　Text　siehe　Kat．　Nr．54．

wARD　S．129；DoDGsoN　S．396　u．　Taf．1；wARNER／
GILsoN　S．177　ff．；Ross　I963　S．55．

55



59

58

篭
9

XX，　fol．76v．

Il1。、t，ati。n　d，、　altf，an。6、i、ch。n　P，。，a－Alex．　61

anderromans（Lθ1ivre　et　la　wのノe　hystoireぬ　　　　London・British　Museum・Cod・Harley　4979，
bon　roγ　A〃x鋤力θ）．　Franz6sisch，　Mitte　des　15．　　　fo1・70v・

Jhs．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Illustration　des　altfranz6sischen　Prosa－Alex－

wARD　S．128；DoDGsoN　S．396；wARNER／GILsoN　S．36g　　　　anderromans（Redaktion　II）．　Franco－namisch，

f．u．　Ta£116；Ross　l963　S．55．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　spates　l　3．　Jh．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wARD　S．127　f．；GoDGsoN　S．396；Ross　1963，　S．56．

60

Berlin，　Kup飴rstichkabinett，　Cod．78．　C．1．　　　62

111ustration　des　altfranz6sischen　Prosa－Alex－　　　　BrUssel，　Bibliotheque　Royal　de　Belgique，　Cod．

anderromans（Redaktion　II）．　Franco－namisch，　　　　11040，　fbL　69v．

spates　13・Jh・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Illustration　des　altfranz6sischen　Prosa－Alex－

Dem　Text　gemal3　ist　die　Zahl　der　Greifen　in　　　　anderromans［Redaktion　II］（ムvraie　ystoire

der　Miniatur　sechzehn．　　　　　　　　　　　　　∠「b〃　bo〃　ro∫A　lexa〃±）．　Franco－Hamisch，
L．Olschki，　Romanische　Literatur　des　Mittelalters，　　　　spates　l　3・Jh・

franCais　a　peintures　des　bibliothさques　d’Allemagne，

Genf　l932，　S・37　f・；HOBNER　Taf．3；sTAMMLER　Sp．

341f．；F．　Anzelewsky，　Miniaturen　aus　deutschen
Handsehr浪en，　Baden－Baden　I961，Ta£5u．　S．19£；
Ross　I963　S．56．

56



13．Jhs．　FUr　den　Text　siehe　H．　Michelant，　Li

romans　d’Alixandre　par　Lambert　li　Tors　et
Alexandre　de　Bernay，　Stuttgart　1846，　S．385　f「．

Rubrik：αdist　co〃1．41ixandres∫θ．fist加〃cer

δ〃70〃rvers　1θc∫θ1　en〃ne　corbille　et　tenoit　e〃

sa”10’〃〃ne　lance　et　ear　entor．

MILLET　S．130　u．　Taf．　XXV；Ross　1963　S．12；SETTIs－

FRuGoNI　S．222　u．　Fig．71．

64

Paris，　Bibliotheque　Nationale，　Cod．　fr．790，

fol．81v．

Illustration　des　Ro％〃d’A　lexa〃dre．　Mitte　des

14．Jhs．

MILLET　S．130　u．　Ta£XXV；Ros⑨1963　S．12；SETTIs－
FRuGoNI　S．223　u．　Fig．72．

　　　二．Ili、ご二灘「㌫二ふ　ダ

ー　　ご　測‘母’L』領詩輪嘱re』　’
　　　．v，）t・み．を∨ぬも頑㎞が輌蚊｛　　．　i

　　〆“，㌧ばザ、ぷ1『些濡声力鞠

’凛

c）R・’・・〃d’・A・1・x・〃∂・・（Versi・n　　？、　．、：．∵・㌫・

　　　von　Alexandre　de　Paris）und　　　　　｝　　　’t　ピいデ三ご

　　　Histo’re　∂〃　β0〃　RoγAlixa〃－　　　　　4』≒、一、　　　　．き

　　　dre　von　Jehan　Wauquelin　　　　　　　’・　ノ　　．
　　　（Prosa－Version　des　Roノηoη
　　　d’／｛1eκa〃dre）

63　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65

Paris，　Bibliotheque　Nationale，　Cod・fr・786，　　　　Paris，　Bibliotheque　Nationale，　Cod．　fr．791，

fol・60v．　　　　　　　　　　　　　　　foL　68v．
Illustration　des　Ro％〃d’A　lexa〃dre．　Mitte　des　　　Illustration　des　Ro陥〃d’A　lexa〃〃θ．　Spates

l　　　ii累｛　　’‘．　　鷲　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．　Jh．

　　　　　惑灘　　灘’　　　　　　　MILLET　S．13…T・£XXV；・・ss　1963　S・12・

置　　　　　　＼、

長、　ぷ灘、　　．竃1
　　　ぼ　　　　　　x　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ォハ

　　　楕江　繰　　　・鱗渓
帝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡
　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　ヂ　　で

　　　n　　　・　　　　　．・織丁　一

　　kl－　’，：一’　・
　　∠　　’toim　Pt●｝8｝＾
　　　、M　l〔一■●】蚤涙“「○哨』』

　、．1’．二謡燐1＝濃一　　．

難

　か　　t

lit．一．i－　　・　　，　　　．
w　　馳一　－＝＝＝L

Mb｛　丙凶、’醐，梱〉
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66　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ra〃8・es（1〃’∫1　avoie〃1　trouvet　e’7　i〃6」と1　a〃1c〃ne

Oxford，　Bodleian　Library，　Cod．　Bod．264，　　　　　　Pa””e・Etノ『∫1　c／7ρ∫9「るff～）”s　t「es　bie／710ye「de

fol．81r．　　　　　　　　　　　　　　c／～・∫〃es　de∫fer　a　cette　c・6・e　o　cliaSCt〃1　coste．

鱗鰯繍㍑竃㌘麗1　議鷲㌶竃1竃議燃
1：「忽顎”㍑”1・㍑急㍑霊〃；1瑠：　　　蒜㍑認㍗8；㌶罐・蒜〃㌫る・麗

陰惣冨ξe1↑9器a苫：、蕊εx；n弓e「G°瓢　　輌・de・h…〃b・b・u・・d・・1・1・〃・he・〃eb・砲

欝蕊憾歴、・巖・；、1・爵瓢・；1：　鑑認1篇。聯㌫i。忽ノ：㌫
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’耀1購翻．t額　縦漠．蝿翼　　1㌃2：蒜；：！二綴£灘1怨翻㍑忽
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　　　　　　　　、艦鰹剰關一雛．　MILLET　S・12・一・・XXIV…ss　l96・S・17・

　　　　　　　　・1養　　　　’　　　　　　　、　　t．　㌧、．　　　　　一．＝　．

Paris，　Bibliotheque　Nationale，　Cod．　fr．9342，
fOl．180v．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ’：’M’t’fT”「”’◆Y34：’」層

Illustration　der　Histoire　du　Bon　Roγノ1　lixandre

von　Jehan　Wauquelin．　Um　l　460．　　　　　　　　68

T：1＝蒜＝蹴罐㌃1：謡蹴＝㍑㌫
雁r〃・磁・、・ゆ。“，、。γ・bi，n　ai、e　c。ndu〃，　v？・J・han　Wg・q・・Iln・Mltt・d・・15・Jh・・

d・de〃・．ρ〃・励・㎎吻伽，，∫聯ρ，，。〃。．　F・・den　Text　sleh・K・t・N・・67・

・レilll．8rifoノ∬，　dont～1　avo〃a∬ez　e〃ぷ0120∫’，　　　　MILLET　S・125　u・Ta£XXIV；Ross　1963　S・17・

corr　θη　50〃　oぷt　”　o！voit　d（～　’o〃tE「ぷ　c／70ぷes　eぷτ一
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一
三理懸一．〉・識□鷲；±．…　　　　、警註
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ii逡kX鶴量麗琴零羅翼

．’」　　　、．，・・；璽一　　滝竃㍉量耀㍉書ξ蓋

　　ぶ1．．．纐㌧懸．．三．・．．・　こ㌣t㌢～き蚕

　　　　　　　　　　一’　　　　　　　一

und　i〃lmer　werndez　herzenleit．　ete．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erぷprach：‘ich　sich　ni〃r　e加en・h〃01

d）　防／e1’chro〃iノヒvon　Jansen　　　　　　　　sweb〈～〃ψde〃1｝vazzerηc乃ノ
　　　Enikel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’〃s〃ノη〃1　sprach：‘dtist　dazθr1ガc乃，
69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　daz　40　do〃∫”1θぷ’sweben・

R。g，n、b。，g，　Th。，n　und　Taxissch。　H・fbibli・一　∫”ε〃〃屹「a”』’’”

th・k・C・d・P・・g・III・f・1・11・・…1・2・ 　　艦n忠ss昌tzt；三e㌃。T61霊篇h蒜：1

盤織£8聯瓢i：。繰寵：隠1；：・tkl9：i蕊辮i：儒」黙ぽi：l
SUddeutsch，　spates　14・Jh・　　　　　　　　　　　　　　　mend．

Te蒜：1。官W晒・〃d・w…，　　§：；；嚇膓1含鵠罐霊…166…ss　l96・
　　d6　wo〃niht　le〃9｛～r　8espart，

　　er　hiez　eine〃sezze1　scho”n

b，i。ge““。∂“，∫1伽ん・δ〃　　　　　70
　　z〃o　dem　sezzel　zehant　　　　　　　　　　　　　MUnchen，　Bayerische　Staatsbibliothek，　Cod．

　　zwoA　stark　sta〃8，　die〃lall　vo〃τ　　　　　　　　　　　c．g．m．5，　fol．180v．　coL　2．

　　”nd　a”de”ぷezzel　9”01　　　　　　　　　　　　　　　111ustration　in　dem　aus　Janzen　EnikePs〃セ1τ一

　　der　ktin’c　dO　vil　wo1　gemuot　　　　　　　　　　　　　ehronik　entlehnten　Alexander－Abschnitt　der

　　乃∫θzb加伽励ぷta「ken　fse”°　　　　　　　　　　Weltchronik－Handschri丘（gemischter　Text　von

　　……………”…’………　　　　　　　　　　　　　　　Rudolf　von　Ems〃ピ〃chro〃∫んmit　Fortset－
　　die　grrfen〃〃oc〃πz〃dar　zehant・　　　　　　　　　　　　zungen　aus　der　Christherrechno〃『k　und　Enikers

　　daz　was　an　de〃1〃10㎎・θ〃ノン〃o・　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃セ〃chronik）．　Sdidde〃tsch，〃〃z　1380．　FUr　den

　　””d　ba”t　d’e　o”c乃denぷtan8e”zuo’　　　　　　　　　Text　siehe　Kat．　Nr．69．

die　9・ff・n　wa・n　hung・・v…　　　　　　　，A。。，R　S．9。．　Abb．14；E．　P，tzepi，　d，ut・ch・n

　　des・・αm』ん〃η∫c　w・1　war：　　　　　　P。，g。m，nthand・ch・ift・n　N・．1－200　d・・staat・bibli・－

　　die　stangen　e「8εηhimel”a”，　　　　　　　　　　　thek　in　MUnchen，　MUnchen　l920，　S．9ff．；poppEN
　　磁，。n　da。　as。〃ez・b励t．　　　　　　S・166；・・ss　l963　s・40；・・ss　1971　S・94・・Flg・122・

　　d6　fu・〃en肋d匡e　grtfen　schb〃

　　8ε〃dem　hi〃le〃Schen〃6〃・　　　　　　　　　　　　　　　　71

　　∵…’…◆…’∵’”1…°∵’　　　　　　　　　　　Wien，　Osterreichische　Nationalbibliothek，
　　doんoノηz”o　IM　f’”5！～”iiqe’　　　　　　　　　　　　　　Cod．2921，fol．195v，　col．2．

、“，b。“，吻。痂4幽r，　　　　　　N・・69・　　　　　．
　　4∂wか∫τ1偏θ“α，b。it　　　　　　　　・・ss　l　963　S・40；・・ss　1971　S・99・・F19’141
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Wt⑲「　A　↓瑚IU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

69　　　　　　　　　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　　　　　　　　71

72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111ustration（87×87mm）in　dem　aus　Jansen

Schloss　Harburg，　Oettingen．Wallerstein　Bib．　　　Enikers”セ”chronik　entlehnten　Alexander－
li・th・k，　C・d．1．3，　f・1．　II．　d・ut・ch，　f・1．148・，　Ab・ch・itt．d・・Hand・ch・ift（R・d・1f・・n　Em・

col．2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃セ〃chro〃1ん　mlt　Fortsetzungen）．　Deutsch，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zweite　Halfte　des　14．　Jhs．　Ftir　den　Text　siehe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

Ross　1963　S．40；Ross　1971　S．90　u．　Fig．103．

73

Stuttgart，　WUrttembergische　Landesbibliothek，
Col．　H．　B．　XIII，　poet．　germ．6，　fb1．254v，　col．2．

Illustration（llO×85mm）in　dem　aus　Jansen
Enikel’s　〃セ1τc乃γo〃ik　entlehnten　Alexander－

Abschnitt　der　Handschrift（Rudolf　von　Ems
〃ε〃chro〃ik　mit　Fortsetzungen）．　Deutsch，

erste　Halfte　des　14，　Jhs．　FUr　den　Text　siehe

Kat．　Nr．69．

Rubrik：Hie／br．4〃exa〃der〃1　m〃de〃grεが
ノ1？〃．

Ross　l　963　S．40；Ross　l971　S．87　u．　Fig．96．
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1930，Teil　2（von　G．　Struck），　S．102　ff．；Ross　1963

S．40；Ross　l971　S．93　u．　Fig．115．

75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　Heidelberg，　Universitatsbibliothek，　Cod．　PaL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘　　　　　germ．336，　fo1．155r．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’／　　　　　　FUr　den　Text　slehe　Kat．　Nr．69．

・・：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Erde　ist　unten　als　Inselstadt　dargestellt，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　die　vom　Meer　umgeben　ist．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ross　I　963　S．40；Ross　1971　S，91　u．　Fig．110；SETTIs－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FRUGONI　Fig．80．

遙「

●

ダ

‘　．‘

74．

Kassel，　Hessische　Landesbibliothek，　Cod．　　　　．“v，璽

Theol．　Fo1．4，　fol．264v，　col．1．　　　　　　　　　　　　　　　η汐，

Illustration　in　dem　aus　Jansen　Enikel’s〃セ1r－　　　　’1声瑚

chronik　entlehnten　Alexander－Abschnitt　der　　　　　　⌒『　　　　一＋L　　　　　　、・・

1384d。ti。，t，n　d。ut、ch，n　Hand、ch，ift（砺、t．　e　＾　　　’

㍑罐繊。㍑＝㌶：吉。1㌫　・1パ・・θ嚇r．
（y・P・dig・d・・L・Pab・・d・i）・d・・v・n．gine・p　it．a－　　　’，　醗

漂：：eこ濡；，ご昆摺h巳謬㍑1豊；1　、．，貼バ．纏が
Nr．69．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w牌・hlいパ

Alexander　sitzt　auf　den　RUcken　der　beiden
Greifen．　Die　Erde，　die　himmlische　Stimme　und

die　beiden　Lanzen　mit　der　Lockspeise　sind
nicht　dargestellt．

W．Hopf，　Die　Landesbibliothek　Kasse1，　Marburg

■

」
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76　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ustration　zwei　Stangen　erwahnt．

MUnchen，　Bayerische　Staatsbibliothek，　Cod．　　　H．　Vollmer、　Ober－und　Mitteldeutsche　Historienbi－
c・9・m・　2 5°・　fgi・’84・・　　．　　；llll；、宕，蕊。器6、こ；ぷ1’晶1畿z忠描
川ustratlon　m　dem　Alexander－Abschnltt　der　　　　1870．　S．548　f，；Ross　1963　s．39；Ross　1971　S．110　u．

Weltehronik　von　Jansen　Enikel．　SUddeutsch，　　　　　Fig・150；SE丁Tls－FRuGoNI　Fig・81・

　　　t　　　　　　　　　　a’，　　　　　　　　　心ミ

、

　攣、　　　』　　　　　　　醸治、∵　　　　　　　　　　il　　㍗　　1

　　　　リ　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　N

，9！　’　・　　　　　　　tl　　・　’
筑　　§．璽　・・、　　　t’1　　　・卜．；
　〆　　　　　　　　　　　　　　一・

．　　　／〔・・　，．．　、　’”　　圏y

　　　　　　　に’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　　　鋏．・・箏

e）　〃τぷτOr∫e〃わ∫ゐe1

77

Berlin，　Staatsbibliothek　Preussischer　Kultur．　　　　78

besitz，　Cod．　Germ．　Fol．565，　fol．528r．　　　　　　MUnchen，　Bayerische　Staatsbibliothek，　Cod．

Illustration　in　dem　Alexander．Abschnitt　der　　　　c・9・m・520・fbl・232r・

　夕5〃i　sta〃ge〃ノnit　yse〃an　de〃se∬el　binde〃〃〃d　　　　　　　’　．　　、〉　　　　　　　　　　’頴．　s　　　　罵藷

　　h’e6　an　ainアe官〃ich　an　daz　O〃わ∫〃den　f『aiseh．　　　　　　　　㌔　懸　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ

　　u〃d　band　die　griffe〃o〃o肋sta〃8〃〃∂∫口〃θη∂　　　　　　　　　　　　、　．　　　　　　　　　　．，　　　　　　　肇

　　∫ん1die　griffe〃tiber　sich　ge8e〃de〃7〃〃ielschen　　　　　　　　・　　　　　秘　　”tt　　　　無　　　　c　　　：

　　〃o〃．1）∂kam　a↓ηst～〃2’11　z身～’ηdie　sprach　　　　・ダ　　　　　　　　　　　　　　’　・・，　　！

鷹警：（：繕鶯罵1∴：ll　亘鍵弘警雛1
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111ustration　in　dem　Alexander－Abschnitt　der　　　　Rubrik：ル∫e　sich　ktinig　A〃exander　tet　zwene

1465geschriebenen　deutschen　Handschrift　der　　　　griffen　gegen　hi’nelfdiren．

Historienbibe1（Rezension　IA）・FUr　den　Text　　　　Die　Illustration　ist　dem　entsprechenden　Text

vg1・Kat・Nr・77・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nicht　getreu．

H・Vollmer，　Ober－und　Mitteldeutsche　Historien－　　　　H．　Vollmer，　Ober．　und　Mitteldeutsche　Historien－
bibeln，1，　Berlin　1912，　Nr・13；J・F・L・T・Merzdor〔・Dle　　　　bibeln，　L　Berlin　l912，　Nr．30；L．　Altermatt，　Die

deutschen　Historienbibeln　des　Mittelalters・TUbmgen　　　　von　Staalsche　Historienbibel　der　Zentralbibliothek
1870，S．36　ff．；Ross　l963　S・39；Ross　l971　S・ll3　f’　　　　　Solothurn、　in：Festschrift　Karl　Schwarber．　Basel

u・Fig・160・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1949，　S．35　ff．；Ross　1963　S，；Ross　1971　S．116u．　Fig．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　163；SETT】s－FRuGoNI　Fig．84．

79　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　‘

New　York，　Pierpont－Morgan　Library，　Cod．

268，fol．22r．

Illustration　im　Alexander－Abschnitte　des
schwabischen　βめθ1－Bilderb’iehes　um　l390－
1400．FUr　den　mit　der　H∫510〃θηb苗θ1（Rezension

I）identischen　Text　vg1．　Kat．　Nr．77．

S．De　Ricci　und　W．　J．　Wilson、　Census　ofMedieval　and

Renaissance　Mannuscripts　in　the　United　States　and　　　　　．
Canada，　New　York　l937，　Il，　S．1416；M．　Harrsen，

Central　European　Manuscripts　in　the　Pierpont－
Morgan　Library，　New　York　1958．　Nr．40，　S．55　u．　　　　°
Taf二59；Ross　l　963　S．39；Ross　1971，S．122　u．　Fig．177．

N　　　t　　．tt’　‘‘「‘t　　t’　，　　　　　　　　．3へ　　　　M　　　、　’
　』　「一　　．　．．、・　　Pti’XtS・『⑱．　w〆　　、・・

べ声㌔〆・w・

～ご三∫　　　　　・・　己　　、　・　　　N

◆　　　　　ek．

、

　⊆顕一べ

　ヘン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ

「　　　　　　　ご　’　＼
斡、 ＼　　　　．ぎ土’～

80

Solothurn，　Zentralbibliothek，　Cod．（provisor）

Nr．217，　fol．292r．

Elsassisch，　um　1440－60．　Illustration　in　dem

Alexander－Abschnitt　der　Historienbibel（Re－
zension　IB）．　FUr　den　mit　der　Rezension　IA

identischen　Text　siehe　Kat．　Nr．77．
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f）　Sonstige　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sind　namlich　sehr　frei　aus　dem　Gedachtnis　des

81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abschreibers　erzahlt，　der　eine　Version　dieser

蹴S・mmlung　P・t・・L・dwig・　C・d・1°，騰欝蕊；鶯鷲蹴

Historisierte　Initiale　aus　einer　in　der　ersten　　　　　Text：

Halfte　des　l　3・Jhs・entstandenen　Handschrift　　　　　（～〃θA　lexandre　se　fist　avaler　e〃5　e1ノ∂〃s　de

der」Vistoria　Scholastica　von　Petrus　Comester・　　　　　la　mer，　et　apres　fist　po〃er　en　1’air　as　grlfons，

Im　Text　von　Petrus　Comester　ist　die　Lu　ft　fahrt　　　　　et　P”is　se／n”t　en　Bab”o”e　et　la　co”q”ist．……

Alexanders　nicht　erwahnt．　　　　　　　　　　　　　　　　　（Beginn　der　Einschaltung）

1蕊麓灘梁9瓢s漂念　罐；篇〃瓢＝罐、s二・la
plainne　dou　sablo〃qui　sor　la〃la〃〃e　de　l’Ocea〃

estoit，　q〃i　estoit　larges　de　kascune　partie　pl〃ぷ

de．iii．ノornees………　…　（Lakune）＿＿＿＿

Do〃c　fist　faire．ノ．　vaxel　de／bst　bia〃ぷe

larges　tant　q〃”1ρo～ぷτdedens　entrer．　Eμぷ

fist　prendre．ii．　porceltis　et　le　fist　lier　aぷ．ぴ．

8roses　la〃cθぷ．　E　fist　faire．グ．　kae〃es　et〃er

bie〃li　vase1．　E　c∫1蹴～a〃s・estoit・reons・eo／n．ノ．

ouL　si　avoit．グ．　pert〃is　par　o〃t∫1〃lise　les

lo〃ces　q〃りortoient〃porce1．　P〃is　entra　de－

de〃s・li・rois・A〃exa〃dres∫　e　puis　qu’il　fu　dedens

∫1戸ぷtlier．ぴ．　oγsels　grtfo〃ぷet　sele　kae〃e

gro∬e　a　cel　vaxel．α〃grPtons　estoie〃t〃10〃lt

afa〃les，　ado〃C　lor〃mo〃stra〃rois　A　llexandres

lti　poreels　as　griりns，　e　q〃a〃〃i　oγse〃ti　vire〃r，

q〃∫9γoηぷ垣〃1avoie〃t，　il　s’esmurent　tantost

avoler　por　pren〃e　cel　porcel　q〃θγ0／ρ’e〃t

pre〃dre．　E　toz∫fois　yoloie〃t　e〃auぷa　pl〃s　a

P1〃sσ〃’〃c〃γdo　ie〃t　atendre　les　porcels．　E

e〃si　vole”e〃t〃jusq〃e　ore　de　m励．　E　q〃ant

γ∫〃taore　de〃7畝σ〃e　li　soleil　1’escan／6∫’

mo〃1r伽ε〃lens，　ta〃吻’il　ne　pooit　pl〃5吻εr，

eq〃”1・estoient・tant〃10〃tti・en・s〃s　q〃e・ses・genぷ

． 　　　　　　　　　　　　　　　　　ne　le　purent　veoir，　et　il　ot〃ioult　veu　e　coneu
ぶ輪轟・轟▲w酷』・合…．．－be　　de　1’畝θ4〃’〃neγθ・it　ne　m・〃tag〃θne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　plan〃re〃θn〃11eα〃〃θco∬θ伽ぷ1∫ciel　et

82　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’air，　〆1　co〃iフe〃（’a　de　c1∫〃er　li　porcels　ver　1∫

罐艦hi・ch・N・ti・nalbibli・・h・k・C・d・1籔雛三1撚燃礫

Illustration　in　dem　Alexander－Abschnitt　der　　　　　、4〃6xandre．　E　q〃ant　li　oγxelzノ万rε〃t　yloc　ke〃

im　l4．　Jh．　in　Venezien　entstandenen　Hand－　　　　　g〃e　man8・6　avoie〃’li　porce1ぷil　se　reposerent

schrift　der　1【listoire　〃〃’verse〃e・　Alexanders　　　　　　　　vo1θ〃ters．／ldonc　γ∫〃dre〃t　cil　q〃∫　a　li　oγぷel

Meeres－und　Himmelfahrt　kommen　im　Vulgar－　　　　donoient　a〃langerぷi　lti　p〃ぷtrent　a　19　retor〃e－
Text　der　in　der　ersten　Haflte　des　I　3．　Jhs．　aus　　　　　ren’e〃10r　8・ages　q〃，i1　soloie〃t　ester．　E　mante．

verschiedenen　Quellen　kompilierten　Histoire　　　　　nant　1匡rorぷγ∫∫τdou　veγsel　q〃’ノηo〃en　fu

〃〃iverselle　nicht　vor：　die　beiden　Episoden　　　　　　　　1『6s　e　si」り〃nces　a〃si　q〃’〃lenerent　8・rans／oie；

stellen　die　fUr　die　Wiener　Handschri丘spezi一　　　　ερ〃∫∫伽伽t　furent　mises　les　tables　por　man－

fische　Interpolation　dar．　Die　beiden　Abenteuer　　　　　ger　a　gra〃∫desduit．　Adonκfist〃metreθ〃
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轟i

　　esc〃t　loz　cestes〃le’・vo～1es　et　loごワ〃a〃1　clu’il　　　　Genesis，　die　sich　im　14．　Jh．　in　Venedig　befun－

　　avoit／0”ne　conq〃est（5．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　den　haben　dUrfte．）

Rubrik：ρue　A　lixa〃dre　se．万5r　a1・ale’・．srρ1」わノ～∫∂ρ　　　　H．　J．　Hermann，　Die　westeuropaischen　Handschriften

1・mer・et・ap・eS　Se　fist　p・rter・en　1・〃・S　grtf・・IS・et　　・・d　l・kunab・1・d・・G・tik　und　R・n・iss旦nce・2・T・il

pu’一・’〃’・〃B・bi1・∫’・…1－qi… 　　鑑｝1㍑1鑓ZS．1’，ll忠：襟’躍61’鑓：
Alexander　wird　von　zwei　Greifen　in　die　Luft　　　　AGiottesque　Episode　in　English　Medieval　Art，　ln：

Uber　aber　der　Text　nichts　sagt．　Die　Zuschauer－　　　　1963，　S．226　fr．；Ross　I963　S．20；K．　Koshl，　Dle

器εP㌶d㍑㌶＝ll謡：麗⊇鰹li㌘：｝㌶羅華
werkes　von　den　eigenartigen　Angaben　des　　　Koshi，　Di：Genesisminiaturen　in　der　wiener”His－

Textes　bestimmt　ist．　　　　　　　　　　　　　　　　　toire　universelle”（Cod．2576），（Wiener　Kunst－
（Di。　Wi，n，，輌〃＿∫，er、，〃。　en・hal…w・h1　艦；11罐。蕊繍：．ll謂㍑．1謬．29　f’　u’

in　den　Genesisminiaturen　als　auch　in　jenen

Miniaturen，　die　profane　Sagen　und　Geschichte

der　Antike　illustrieren，　eine　Anzahl　von　　　　　　83

竃t燃竃竃竃竃iiぽ～；呈1・；！駅こli：賠：C°d・
Parallele　in　der　Szene　des　Bundes　Gottes　mit　　　　Illustration　in　dem　Alexander－Abschnitt（A　lex・・

N。ah　unt。，　d。m　R・g・nb・g・n　i・d・・Wi・n…　　nd…v・n　Ul・i・h・・n　E・ch・nb・・h）d・・d・ut一
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schen　Sammelhandschrift（Ch〃stherrec／lro〃ik　　　　　〃〃〃〃7～w〃πder　er　v，θ〃，o〃2

etc．）des　spaten　14．　Jhs．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt・ell〃daz　daz　ert〃c乃〃〃7〃legie〃c

Text：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wazzer　tt／ld「daz　gar　～）〈？｝，ie’7c，

　　s6　hdi〃wo膓／｛　lexandei・te1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃〃d　daz　der　erde　breite

　　P6r〃s　zwεηgrife〃het，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fif　daz　wazzer　geleite

　　die　er　VO〃ノ〃gent　het　er208e〃．　　　　　　　　　　　　　　　　ぷwebt　alSθ肋C1θ∫〃er　h〃ot．

旋吻醐雁輌・6・9・phl・ge’・　　　　Obw。hl　im　T，xt，w。i　Lanzen　mit　d，，　L。、k．
〃〃4』・r・白9卿・・’・　　　　　　・p・i・ee，wah。t、i。d，　i、t　i。d，，111。、t，ati。nnu，

竃竃灘認㍍　　　灘羅鷲議懸燃璽
　　em｝VO〃tiz　der〃1tize　ge〃1．　　　　　　　　　　　　　　　bayerische　Buchmalerei　des　I4・Jahrhunderts，　in：

　　yO〃5θ〃ぷre〃enぷache〃　　　　　　　　　　　　　　　　　MUnchner　Jahrbuch　der　bildenden　Kunst，　N．F．，10，

撫蹴灘㍑　　　照撒1・ぽ繍蕊撫繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　，
　〃〃dd’e　an　die　8rtTe〃wide〃．　　　　　　　　　　　　　　　　　　S・239　ff’；Ross　1971　S・70　f，　u．　Fig．76．

　　〃7daz　gesttieleぷazter　sich，

　01∫die　rede　ver〃oノηen　ich　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84

竃灘㌘一　　霞＝1鰺　tsbibli・th・k・　C・d・
　zwe’tis　gar　h61e　reeken：　　　　　　　　　　　　Illustration　von　Hector　MUIich（Augsburger

㍑㍑鴛罐㍑n，　　蕊n巴謡1㍑罐㌃麗灘
　das　er　an　daz　kαste　ka〃2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mag〃i　abhangigen　H’sto〃　vo〃　dE）〃1　grossen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／1　lexa〃der　（oder　／I　IE～xanderb〃（rh）　von　Johann

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hartlieb．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Text：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dα8e4ρc加励ノe，　wie・ic〃e〃．研〃2〃iel・bertih－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　re〃〃ib’cht，〃〃d　lieLfi〃7〃bereiten　e～〃starken

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Se∬e1，　der　whol〃7’1　Eisen　beschlagen　war，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dara〃hie6たh〃7ache〃starke　Balken，〃〃∂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　band　dara〃　gezdih〃1　te　（］rePte〃，　〃nd　ha’tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　daγor　eine　lan8e　Sta〃8en，　daran　war　den

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gretfen　ihr五、5θ〃ge〃iacht，’　d’e　Stangen〃10c〃

㌻功選三幾覆　　　　∨’難芒∵
　　　　　　　　　　ヱが　ぞ　

縞∵☆酬・　　　　　・ば
ぴ　げ

’㌧

　　　　　　　　　　　鰹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt．t　ご工叢号『

÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’さ　．

　　　　　　　　　　　　　ぎes　　・’・aj，譜

羅私
eヂ　　　　　　竃←．一．．．・“・’
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　　～C／r　Z‘’　de〃　Gγ4／le〃　riicke〃oder　vo’1　”1’～e〃・　　　　　　　ノ〃～θWβei〃～9”〃iiglic／len　ZO〃～〃alexa〃der　WO

1，h　／～，〃～，σ。吻〃，，・A・sκ・st・n，　c／ar〃a・1・　　wildu　hi〃w〃du　wider　g・t・st・ebe・i　daz　wi・t　dir

，で，k，tV　ich　di，　一’Sta，，ge　i？ber　sie，　aber　die　　1・yゆ・4・〃i　hymel　ku’npt　nymant　da〃der　e・

G，eife，，・e〃11ei〃t…　die　Sp・i・e・u　e〃・〃ge’・t〃・ノ　　・，・端π乃・t’71it・9〃tt・n　wercke〃d・　d・・　kung

、伽。“ge〃〃・・Gφα～・・；励・te〃・e・hube〃sie　　di・　・tym　verna’・由卿・h　d・・　k〃ng・v・E・1

“～∫clr↓“1ゴdeii・Se∬e1，。“der・E，de．　　　　　ich　hin　fare〃Die　sty〃～sprach　aLヅdas　e〃r’ch

Rubrik：w～e　alexa’ider　i〃die　lttft　v‘1r〃～〃de〃　　　　　　‘ler　ktl〃8　soraeh　ich　sich〃ichtes　dan　ein　hwt

9，・e．v：ffle“．　　　　　　　　　　Sivebe’・～〃de〃1・lv・s6・・　D・sp・a・h　die・り・〃・da・

R。ssl963．S．49、。。ssl971S．14・。．Fig．2・8．　　　∫・1∂・・9・〃cz酬・h　d・f・・e・u　d・・　t・t　e「・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sowohl　der　Alexander－Text　als　auch　seine

85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川ustrationen　in　der　NUrnberger　Han亭schrift

NUmb・・g，　S・・d・bibli・・h・k，　C・d．　C・n・．　V，　濃，：苫。忽㍑篇，蕊：ll「’ft　v°n

ApP・34a・f°1・144v・　　　　　　　K．　S、h。eid，，　u。d　H．　Zi，nb。u。，、　Di，　Hand，ch，if，en

Nordbayerische　Sammelhandschrift　aus　der　　　der　Stadtbibliothek　Nurnberg，　Wiesbaden　1965，　voL
zweiten　Halftc　des　15．　Jhs．　Eine　der　vier　　　　LS．440　fr，　u．　Taf．17；Ross　l971　S．124　f。　u．　Fig．428．

Alexander－111ustrationen　inl　Bibel－Bilderbtie／1，　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　．一　　　　一　　　　　一一　　　　　　一一

das　die　Handschrift　enthalt．

Text：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

＿
wunders。“⑭・，ne1““d∫〃de〃w・／κe〃　IV　U　b・ig・w・・tli・h・B川d－

　　were　Und　lieJBノ〃～ei〃stt？1〃1（lc／le〃und〃e］β　　　　　　 zeugnlsse
　　czwρノ7　kolbe〃　vo〃．f7q・戊鍵ch　a〃　CZWU　sta〃ge〃　　　　　　86

ρii・de〃a・・　de〃・r身〃Ll〃∂・w〃9”の伽’1∫・β　L。nd。n　Vi、t。，ia　and　Alb，，t　M。、eum（D，p。t

欝影輪黙燃ii蕊1・蒜：：二1き。d，fr。idd，C1。i，e），

a，i　die　w。1，κei，　d。　fi“・ttell・ti・　9”の蜘旋・　Mltt・d・・12・Jh・・Ema1L

　　ktl〃9　claz∠t（・IA　go〃i〔・11c・｝t・〃〃it　t，as　c・i・ノ10c／le’・　　　Die　einzigartige　Darstellung　der　Szene　im

　　so〃kt〃η〃le〃clo　ko〃～ei〃st．1’〃～die∫ρ”achコ’　　　　Profi1　：Alexander　sitzt　in　einem　von　links

一．－　　　　kommenden　Wagen，　und　die　beiden　Greifen
streben　im　Profil　hintereinander　nach　rechts

empor．　Die　Luftfahrt　Alexanders　ist　Simson

mit　dem　L6wen　gegenUbergestellt．
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Jβ・W・・1・gand　F・B・dfo・t・A・t　t・ea・u・e・・f　th・　　A．　W・・b・・g，　H・mb．　F・emdenb．．　B，il、ge　zu　N，．252

Unlted　Klngdom，　London　1858．　Ta£6．　Nr5：pANzER　　　　、’om　2．　Marz　l913；B．　Kurth、　Jb．　AIIerh．　Kaiserh．．

S・10u・Abb・12；LooMls　S・178　u・Taf・II．．L二sTAMMER　　　　　　34、1918、　Ta　f．　Vll　u．　VIII；LooMls　S．183　u．　Taf．　II／o・

Sp・341；W・H・F・・sytい・・und　G・d・f・・id　d・Cl・i・e。　　・・Rz・・LD　S．128；G・t．　B」ldt，pPi、h，　au、　F，ank，ei、h。：

m・B・11・．・fth・M・t・・p・Iltan　M・・eum・f　A・しXXV．　　Fl・nd・m、　MUnch・n　l923」・f，30＿32；，TAMM、，R
1966，Flg．18；SETTIs－FRuGoNI　S．257　u．　Fig．83．　　　　Sp．342；A．　Warburg，　Luftschi仔und　Tauchboot　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　mittelalterlichen　Vorstellungswelt，　wiedergedruckt

87　　　　　　　　謡㌶丁舘㍑1，；・』』3；、跳霊h：。㍑
Soest，　St．　Patroklus．Kirche．　　　　　　　　　　　　　Florenz，　S・275　fr・）；GT．　Van　Ysselsteyn．　Tapesery－－

G…i・k…Kissen，　d。，　ursp，U。gli、h　i。　der　蕊謬：：n≧nd蹴；flt鵠t6，a漂V袈

Reliquienleiste　des　hl．　Patroklus　dem　Kopf　d（s　　　　SETTls－FRuGoM　S・239・

Heiligen　als　Unterlage　diente．　Deutsch，12．　Jh．

Inschrift：／ILEXAハ／Z）ER　REX．

Alexander　als　Symbol　der　Superbia　ist　dem

Lamm　Gottcs（auf　der　anderen　Seite）gegen－
Ubergestellt．　In　den　Handen　halt　der　K6nig　an

sehr　kurzen　Stangelchen　Lockspeise　fUr　die

V6gel，　die　hier　nicht　wie　Uberall　sonst　als

Greifen　gebildet　sind．

scHNUTGEN．　XII，　S．　159　u．　XV，1902、　S．177　ff．　u．

Fig．1－2；Clemen，　i11：Zeitschrift　fUr　bildcnde　K．unst，

1903．S・39；PANzER　S．10；LooM｜s　S．140，183，　u．　Taf．

1／A；sTAMMLER　Sp．337；M．　Schutte．　S．27　u．　Abb．39；

SETTIs－FRuGoNl　S．157　f．　u．　Fig．36．

89

MUnchen，　Bayerisches　Nationalmuseum．

Decke　der　Weberzunftstube　aus　Augsburg，
die　1457　von　Peter　Kaltenhaf　gemalt　wurde．

Unterschrift：　A　le．xander　fiier　in　die　／2δ（・he〃，

7涜1zwεwηわγεη輪80〃z　erd　sechen．

Alexander　sitzt　in　einer　Art　Stuhl，　vor　den　dic

Greifen　gespannt　slnd．

PANzER　S．9；sTAMMLER　Sp．338；Festschrift　zum
hundertjahrigen　Bestand　des　Bayerischen　National－
museums，　MUnchen　1955，　S’45．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90

88　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZierbHdchen　in　dem　auf　Plutarch’s　Vitae

ぽ＝r　45。－6。i。　T。u，nai　fUr竃監㌶＝”齢6忽
PりilipP　der　G・ten　v・n　B・・gund　g・wi・k・・　　cA。Y　F・g．・、　B．A．　H。。、、ch　s．，，。．。、、．1；s、TTIs．

Dle　llterarlsche　Grundlage　bildet　der　Alex－　　　　FRuGoM　S◆225（Anm’64）’

ander－Roman　des　Jean　Wauquelin　vcn　I448．
AleXander　sit・t　i・・inem…ziert・n　M・tallktifig，

mJeder　Hand　halt　er　eine　Stange　mit　den
K6dern　fUr　die　vier　Greifen．
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V．　Bildzeugnisse，　die　in　zeit－
　　　　gen6ssischer　Literatur　er－
　　　wahnt　werden，　aber　nicht
　　　　aufuns　gekommensind．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Der　Chronist　Aym6ric　de　Peyrac（gest．1406）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erwahnt　einen　MosaikfuBboden　von　1063　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Moissac，　in　dem　K6nig　Chlodwig　zwischen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zwei　Greifen　dargestellt　sein　soll：m6glicher－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　weise　handelt　es　sich　hier　in　Wirklichkeit　um

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alexanders　Luftfahrt．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paris，　Bibliotheque　Nationale，　Cod．　lat．4941

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A，fol．103v－104r：

　　　r，，　　．　一　　．一．　　　　　　　C〃〃1・sce’ideret（Clodove〃ぷ）de　B〃r　degala
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tho／osa’η　 talis　visio　sibi　aO「t4it　〃oct〃r〃alis，

91　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　scilicet，（7’400「d〃09〃げと）〃es　i〃rostris　lap　vides

L；・d・n・B・i・i・hn・・eum・P・i・・R・・P．：．　罐㌶∫㍑＝㍑鵬三蕊

Elnzelb1・tth・1・・chltt・・n　Han・LS・ha・ff・1・in　　，i。b。t．＿U。de　i，ψ。・i〃lellti・de　1・pi〃i・…匡i・

（ca・1480／90二1539／40）・210×143mm・．（pas　　d“。btt・9・iff・nibu・〃・・r・〃・1it・・　a・t・lfi・i…〃・－

Bl・tt　d・・Brltlsh　M・・eums　lst　d・・elnzlge　　ρ。。ti、　pr・ρ・alt・・e　di・ti〃・・〃・・t・・i，・励・r

b・kannt・E・・mP1・・）・A・fang　d・・16・Jh・・　　　hui〃・ρ・…4∫伽’・’8・・t・・figur・．

購蕊1繊曇鷲；：憶総鷲竃撒継講iis襲
Nr・1063；sTAMMLER　Abb・7u・Sp・341；．　C　Dodgson・　　　　Moissac，　in：Bu11．　Arch60L，1894，　S．196，268　f「．；
C・t・1・g…fE・・ly　G・・m・n・nd　Fi・mlsh　W・・dg・t・　　，T。MM、、R　Sp．338；M．　D。・li・t．　L・亡gli・e　abb・ti・1・d・

P・c・e・ve旦i・th・D・p・・tm・nt・f　Prlnt・and　D「awmgs　　M。issac　d，、。，igine・a1・fi・d・XI・・sie・1・，　i・・C・hiers

ln　th・Brltlsh　M・・eum・ll・1971・N°・117・　　　　A，ch6。1。giq。，、，　XV（1965），　S．155飢；M．　Vid・1，　J．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mavrv　u．　J．　Porcher，　Quercy　Roman，　La　Pierre－qui－

　　　　　・A・一’．、5MX：Yr　　　　　・i・e（Y・lm司1969・S・1°7・SETTIs－FRuG°NI　S・268飢
～ 　　　「lltt　　　’

　　17A
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t
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．A　　　v　・．懸　咽　”’一，
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1n　der　Geschenkliste　des　Papstes　Bonifaz　VIII．

im　Inventar　des　Domes　von　Anagni（vor　1303）

ist　eine　Darmatik　erwahnt，　auf　der　die　Luft－

fahrt　Alexanders　gestickt　war：

　　11ピ〃7ノ由1’natica　oをsa〃7〃o　vか’ゴ∫c〃η

　　ρarat〃〃∫〃r万〃め〃∫ぷhisto〃a　A　lexa〃dri

　　elevali　per　grptos仇aere〃7・

B．di　Montault．　in：Annales　arch6010giques，18，
1858，S　26；LooMls　S．140；sTAMMLER　Sp・337；L・
Mortari，　Il　tesoro　della　cattedrale　di　Anagni，　Rom

l963，　S．14；SETTIs－FRuGoNI　S・154・

一：．．．．一一一一．．一一．．一．一一一一．．．一

94

Ein　italienisches　Gedicht　dcs　14．　Jhs．，　La

ln　te〃igenzia，　beschreibt　ein　Zimmer　mit

Wandbildern，　von　denen　eines　Alexanders
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Greifenfahrt　darstellt：

三㍑＝＝㍑；：：1，clo．．．　　tt・§6・
　　Eω〃le〃1・〃・ρ・〃θ”1・ig’・ilffb〃i，　e　c・〃～e　　　　　　’萢

　　　vicle　t〃tte　／e　resio’li…　　　　　　　　　　　　　　　｛

㍍・1㌶；・8u㍑蓋1，こu「蒜よrs厭豊te3鵬1　・，蠣影　珍

1；：・Mi9、：認；1ξ’，＝ll駄1提1織離漂；　こ誤、，，A．ご：蕊・後1墾＿…，，1、

S．160．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／へ＼’＾、．　　ノへL：’一’一’’’”「『ご＼ジ：〈～’”一〆㌧　ノた’、

VI．　Bildzeugnisse，　die　in　der　　　　　　　　　・’

　　　　Forschung　falschlich　als
　　　　dem　Thema　der　Luftfahrt
　　　　Alexanders　zugeh6rig　in－
　　　　terpretlert　wurden，　oder
　　　　solche，　deren　Zusammen．
　　　　hang　mit　der　Himmelfahrt

惣9隠㍍㌶∴1：：　蝶蕊鰹欝蕊鷲籔欝憲
　　　　kann．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97

95
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rom，　Museo　delFAlto　Medioevo　（ehem．

Berlin，　Staatliche　Musecn．　　　　　　　　　　　　Castel　S．　Angelo）．

Koptischer　Stofr，6．－7．　Jh．　　　　　　　　　　　　　Reliefplatte，　aus　dem　mittelalterlichen　Rom

W・F・Volbach，　Spatantike　und　koptische　Sto龍，　　　　stammend，9．－10．　Jh．

且3誤6’S　u’Taf’　46；SETTIs－FRuG°NIS“152　；。IS，聯罐蒜・；1；・竃㍑，謄・窒

’ 　　t・t　　論一経一ift　：il．ll『パ〆た　　・k’　　　　　　　　　　　　　　　　sTAMMLER　Sp・337；LoRANGE　S．120　f，　u．　Fig．88；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Palermo，　CapPella　Palatina．

96　　　　　　　　　　　Gem・lt・Deck・d・・12・Jh・・
B・Ussel，　M。、6，　d。　Ci。quan、，nai，e．　　　㌶鰍v5ij・£皇蒜9e、le瓢贈剖；r鍵e1ξ

K・p・i・ch・・S・・ff　au・．　MU・・…bil・en，7・Jh・　撫6、覆ξ蒜6品1論。㍑1鴬　苫，捻1鴇c‡；

LErrera，　Catalogue　d句Etofres　anciennes　et　modernes　　　　U・Monnerat　de　V川ard、　Le　pitture　musulmane　a1
（des）Musξe　Royaux　des　Arts　Decoratifs　de　Bruxelles，　　　　so缶tto　della　Capella　Palatine，　Rom　1950、　S．71（Anm．

BrUsse119072，　S．13u．　Ta£IKK；G．　Migeon，　Les　Arts　　　　25り；BERTELLI　S．246；SETTIs－FRuGoNI　S．180（Anm．
du　Tissu，　Paris　1909，　S．21；0．　v．　Falke，　Kunstgeschi．　　　　　97）u・Fig．53．

chte　der　Seidenweberei，　Berlin　1913，　S．57　u．　Fig．74；
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、　　　　　　　　　　　　　　　　　Abbildungen　alter　Kunstwerk，　Konstanz　l　832，

ver6ffentlicht）．

Sandsteinrelief　des　l2．　Jhs．（zwischen　l　l73　und

ll80）．

O．Homburger，　Materialen　zur　Baugeschichte　der
zweiten　Kirche　zu　Peterhausen　bei　Konstanz．　in：
Oberrheinische　Kunst、　H、1926／27，　S．153　ff．　u．　Taf．

79；HAMAI　N　S．52　ff．　u．　Abb．2－3；PFIsTER　S．333；

E・｛oLL　Sp．96；SETTls－FRuGoNl　S．284　f．　u・Fig・94・

99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　グ　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

Agoune（Schwelz），　Egllse　de　Salnt－Maurlce．　　　　　　．、　　　，／

Eman　auf　der　Go1ごkanne．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1・

M．Rosenberg、　Geschichte　der　Goldschmiedekunst；　　　　　　　．、．
Zellenschmelz，　IIL　l921．　Fig．46；A．　Alf61di，　Die　　　　　　　　　＾

Goldkanne　von　Saint　Maurice　d’Agoune、　in：Zeit－

schrift　fUr　Schweizerische　Archaeologie　und　Kuns卜
geschichte，　X，1948，　S．1f「．；RlcE　S．216；SETTIs－

FRuGoNl　S．187（Anm．115）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102

100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZUrich，　GroBmUnster．

Genf，　Mus6e　d「art　et　d吟histoire．　　　　　　　　　　Pfeilerkapitell．

K・pit・11　d・・11．　Jh・．　au・d・・K・・h・d・al・S・．　Abg・kU・zt・parst・11ung・i…v・n・w・i　G・ei允・

Peter　in　Genf．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　getragenen　Flgur．

W．Deonna，　Chapiteaux　de　la　cathξdrale　Saint　Pierre　　　　sTAMMLER　Sp・338・

a　Genさve，　in：Genava、　XXV、　1947、　S．57　u．　Taf．8；

s・TT・s－F・uG・NI　S・283・　　　　　　　　　103

Fritzlar，　Dom．

Kapitell　aus　dem　Anfang　des　l3．　Jhs．

Ein　nackter　Mann　sitzt　auf　den　zusammenge．

wachsenen　Schweifen　von　zwei　hochstrebenden

Greifen．

s一rAMMLER　Sp．339．

104

Worms，　St．　Paul，　Chor．

Kapite1L

101　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sTAMMLER　Sp．340．

Petershausen　bei　Konstanz，　Klosterkirche，

PortaL（Eine　Zeichnung　des　Portals　ist　in　dem　　　　105

B・・h・・nJ・B・・gm・P．・・S・mm1・ngd・・v・r－　K61。，D・m．

；1；㍑e㌶膿繍；；51：lh認B蒜　Mi・e・ik・・di・um　134・・　．

Zeichnungen　der　Reliefs　sind　in　N．　Hug，　　　Zwei　ge廿Ugelte　Wesen　packen　elnen　Mann　an
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der　Schulter；dieser　sitzt　ruhig，　mit　Uberge－　　　　Atti　del　Convegno　internazionale　sul　tema：rOriente

schlagenen　Beinen，　und　legt　seine　Hande　Uber　　　　cristiano　nella　storia　della　Civilta・Rom　1964，　S．
d・nK・ien・u，amm，n（di。　FUB，、i。d　zerst6，t）．　682　f・・SET↑ls’FRuG°M　S・282・

B．v．　Tieschowitz，　Das　ChorgestUhl　des　k61ner　Domes．
B・・li・1930，　T・f，92・．　S．27；・TAMMLER　Sp．337；　　109

SETTIs”FRuGoNI　S・285・　　　　　　　　　　　　　　　　　Amboise，　Saint．．Denis．

106

Jak（Ungarn），　Kirche．

Relief　des　n6rdlichen　Nebenchores，　um　l　280．

HAMANN　S．58　u．　Abb．9；G．　de　Francovich，　La　cor・

CAHIER　S．214f．

llO

・ente　c・m・・ca　nell・・cult・・a　r・m・nica　eu・・pea，　in、　　Caen．

碧1劉1㌫。6L蕊hξぽ1パ937β8・S・115　u・Fig・　K・pit・IL

D．J．　A．　Ross，　Alexander　and　the　Faithless　Lady：

aSubmarine　Adventure（an　inaugural　Iecture　deh－
vered　at　Birckbeck　College），　London　7th　Nov．1967，

S．5；SETTIs－FRuGoM　S．282．

轡　　　　　　　111

Adeline，　Les　Sculptures　Grotesques、　S．　10、　III；

MEIssNER　S．185；F．　X．　Kraus，　Christliche　Kunst，　II，

1，Freiburg　L　Br．1897，　S．403；PANZER　S．9；SETTIs－

FRUGONI　S．283．

107

Leningrad（Ermitage）und　Kopenhagen．

Romanische　Brettsteine．

A．GoldschmidL　Die　Elfenbeinsklupturen，3，　Berlln
（1914）Abb・195　u．246；sTAMML駅Sp．341．

108

　　　　　　　　クPoitiers，　Eglise　de　Ste．　Radegonde

KapitelL

A．Prandi，　Il　Salento　provincia　delrarte　bizantina，　in：
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ll2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　116

U，cel　b，i　L。。n，・Ki，ch，．　　　　　　Lund（S・hw・d・n），　K・th・d・al…6・dli・h・・S・i－

cAH，ER　S．173。．　Fig．　B、，A。。，R　S．9、S・TTIs－F・uG・NI　t・n・chiff・

S．282．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Unvollendetes　Kapitell　aus　der　ersten　Halfte

113

Le　Mans，　Kathedrale．

Fig．95．

KapitelL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．　9慈1；ec

cAHIER　S．171；PANzER　S．9；Lo（：）Mls　S．178．

Lund，　Kloster　der　Allerheliigcn．

Kapitell．

L’ oRANGE　S．72　u．　Fig．49；SETTIs－FRuGoNI　S．285．

v　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ll4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（Fi．96・sETTIs－FRuGoNI　s　285

Kapitell，　Ende　des　l　l．　Jhs．　oder　Anfang　dcs

12．Jhs．

SETTIs－FRuGoNI　S．285，

115

ll8

Fardheim（lnsel　Gotland　Schweden），　Kirche．

Portalrelief　aus　der　zweiten　Halfte　dcs　12．　Jhs．

H．Ronge，　Konung　Alexander，　Uppsala　1957，　Taf．

　　　9　　），　　　　　　　　　　　・　　・

調

Durr。w，　F，i，dh。f，　　　　　　　　　　　　4
Kreuz　des　10．　Jhs．

オ’

司
ぷ

；
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　　tempo，　Atti．　dell’ym　Conyegng　Inter－　　　　　　t／ece〃o，　in！〈s，The　Art　BulIetin》，　III，1934，

　　nazlonale　dl　Studl　sul　Rlnasclmento》，　　　　　pp．231－259．
Fi「enze・1968・PP・387－397・ 　　　　P・D・LK・，　G，。RG＿Th，　S，ylis〃，　De輌，。e，lt

MuRARo，　MlcHELANGELo－Paolo　daレZ〃ezia，　　　　OfLore〃zo　Mo〃aco，　in　the　Burlington　Maga－

　　Milano，1969．　　　　　　　　　　　　　　　　　zine，　LXXIII，1938，　pp．237－248；LXXIV，
N・PPI，　A．－Le，e1，br。。i。，，〆“iarchigiane，　i。　　1939・PP・76－8L

　　ぐBresciぴ，　XII，1934，　pp．9－15．　　　　　　　　　RlvosEcc田，　MARIo－Ge〃t〃e　da　Fabria〃o，　in

OERTEL，　R・BERT＿M。sa，ei。・、丹励w眠in　　〈（・C・pit・li・m㌧34・1959・N12・PP・2－10・

　　〈．’　M　arbu　rtt．er　Jahrbuch　fUr　Kunstwissen－　　　　RcLI，　RENATo－Co〃sideraz～oni∫〃〃’ope，’a　di

　　schaft》，　VII，1933，　pp．191－289。　　　　　　　　　　　0〃avia〃a／Ve〃i，　in・∴Arte　antica　e　modernal＞・，

ORLANDI，　STEFAN。＿B，at。　A。g，li、。，　Fi，enze，　　・・13　’16・1961・1961・PP・ll4－124・

　　1964．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rossl，　A．一（］a〃eria／Vazio〃c～1e　de〃eル1arche∫

PAccAGNINI　GI。vANNトPi、a“e〃。　e〆1。i。1。　　　Ge〃t”e　4q　F・b・ian・（？）・‘M・d・nna　c・1
膿・・～・細一・V・nezi・・1972・P・　ξ〃；1弦】n“B°llettin°d’a「te　’・’5’52・1967・

P八cH。，　OTT。＿E。，1y　lt。lian　N。t。，e　St。di，，　　R・rs・・．　FRANcEscC二吻〃nti　per．〃〃・・c〃・1・

？｝8。，謡・謡麟漂認翻　 罐罐鰐1　B°llettln°d’a「te》・

　　Institute》，　XIII，1950，　pp．13－47．　　　　　　　　　　Rossl，　FRANcEsco－lpotesi　per　（］e〃tile　da

P㌻欝蕊・＝託＝6r昆忽鱈　 ＝鵠；ま舗1溜e　da　Palazz°
　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’tう　　　　う

　　1963，PP・929－960・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RoToNDI，　PAsQuALE－Lorenzo　e／Ocopo　Sa〃’η・l

PANAzzA，　GAETANo＿Pitt〃re　e　seulture　nel　　　　　beni　da　Sanseverino・Fabriano，1936・

　　Brolettg．　4i　Brescia　conρα亘～colo”e　rig〃ardq　　　　SALMI，　MARIo－Rece〃sio〃θ：L．　Se”ra，　L’arte

　　ol　secoli　16，17，18，ρ19，　ln　l“　Commentarl　　　　　ne〃eル1arche　dalle　origilli　cristia〃a　alla　fine

　　delrAteneo　di　Brescia　169，），1970，　pp．213－　　　　　　del（］o〃co，　in《Rivista　d’arte》，　Anno　XII，

　　236．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n．2，1930，pp．297－309．

PARRoNcH1・ALE§sANDRo－5τ〃∂∫su　la　Do／ce　　　　SALMI，　MARIo－L’o〃v吻9εde　Lo〃ibardie　e〃
　　ProSpettiva，　Mllano，1964．　　　　　　　　　　　　ρ〃〃10〃〃asci〃lento，　in・（：Actes　du　XVIIme

P瓢蒜ぽD蕊笥｛齢。p鵠：　1；魑膿野1；；；19甥il°i「e　de　Pa「t》・

　　pp．3－13．　　　　　　　　　　　　　　　　　　SALMI，　MARIo－Laルfi〃iatura　lta〃a’la，　Milano
PIGNATTI，　TERIslo－1　Dise8ni　de’ハ4aestri＿la　　　　　　　　l954・

　　se〃01a　veneta，　Milano，1970．　　　　　　　　　　SALvlNI，　RoBERTo－L’arte　di　Ag〃010　Gaddi，

PoPE－HENNEssY，　JoHN＿Giova〃〃i　di　Pao／o，　　　　　　　Firenze・1936・

　　London，1937．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAssl，　RoMuALDo＿Un〃10，laco　oliveta〃o　seu1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tore，　in　（ls　Rivista　storica　benedettina》，
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XXIV・1955・PP・43－46・　　　　　　T・EscA，・PIETR・一一L・blffizi・1。・↓…〃t…La’・dau－

ScHENDEL，　A．　vAN－∠．es　de∬i〃ρ〃」Lo〃～bardie，　　　　　　　ノ：ヲノ～α砂，　Firenze，195　L
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i〃9・〃d・he　F・・ert〃・・ler・Of　Perspec「i・e・　New　　〃，ノ、〃を∫“der、ie，le、is，he“M。／e，ei　1300－

　　York，1940．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1450，’s－Grave：1hage　／　Staatsuitgeve「ij　／

ScHLossER，　Juuus　voN－L’A〃e　di　Corte〃el　　　　Ministerie　van　Cultuur，　Recreatie　en　Ma－
　　secolo〃レ（titolo　originale：Ei〃1，ero／lesi－　　　　atschapPelijk　Wei　k，1969．
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　　Cremona，1965．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n．6，1969，　pp．53－78．

SERRA，　LulGI－Urbi〃o　（Colologo　de〃e　cose　　　　　VFRTovA・LulsAニーPa〆〃ti〃9　in　thCルlaceratese・
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S、RRA，　LulGトム，。rigi“i・a，，i、〃che　di　Ge“・ile　　N°vembe「・1971・PP・687－6gl・
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　　rinate，　in　〈Rassegna　marchigiana，Xl，　　　　VoLPE，　CARLp－Da、4〃ic1～ieJ・o　a　Pisa’le〃o，　m

　　l933，　p．141　segg．　　　　　　　　　　　　　　　　　Arte　Antlca　e　Moderna∵・，　n．　IV，1958，

SIND。NA，　EM。＿Pi、a“e1／。，　Milan。，1961，　　PP・4094　1　2・

　　P．17seg9．　　　　　　　　　　　　　　　　　WEIsE，　C・－Die　8ε’吻θ〃セ1r　der　60tik　ullC／

S。，RLIN，　CHARLEs＿U“t。bl。。“～“edit　de　　∫舵βε4θ醐”9例「°lien・Halle・1939・

　　Ge〃ti／e　da　Fabriano，　in　paragone・，　IX，　　　WHITE・JOHNニーDevelop〃lent加Re〃ai∬anee
　　l958，　pp．26－33．　　　　　　　　　　　　　　　　Perspective，　in　・“、Journal　of　the　Warburg　and

S膓蹴㌃＝＝艦㍑£　鍋贈i讐llXII”942’PP’58179；
　　1ジ，3，1940，n．4，　PP．348－352．　　　　　　　　WHITE，　JoHN－The　B’rth　and　Rebir’h（）f　Picto－

suTT。N，　D，Nls＿Th，　ch。ll，ng，。f　l。・，，na．　「ial　Sp°ce・　L°nd°nコ957・．

　　tional　Goth三c，　in《Apo11び，　June　l962，　PP．　　　WINKLER・F・－Paul　deム〃γWκ9∫〃Florence・
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T。。M，、。N，　D．V．＿Th，・M。，，，ia／s　。f、M，di，，al　PP・95－96・　　．　．

P・i・ting，　New　Haven，1936．　　　　　　WITTH・・T・BRuclA－4　Sa〃lt　Mi・hael　bγ
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　　、4〃ichiero　a　Pisanello’仇　レ’erO〃a，　in《The　　　　　ZERI・FEDERIco－Un’ipotesi　sui？αρρoダ1．　tζa

T蒜惣惣：1三隠濫二　で＝a㌫聯㌶3ε；1∬ら1n
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（註）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s・・　一ルや絵1［．1．1）であり・またGiovannino　de’Grassiや

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Michelino　da　Besozzoなどのミニアチュールの画家たち

BELLosl，　LuclANo－’（］entite‘da　Fabrianび，　Milano、1966．　　　　であったとし，逆にカヴァルカッセルレ，ベレンソン，ロ

　“IMaestri　del　Colore”シ，J一ズの一珊・で，一・般向け　　　　　ンギらの主張するジェンティーレとウンプリア派の早・期の

の画集である。ジェンティーレ0）初期におけるAllegretto　　　　関係を否定している。

Nuziとの関係を，またシエナ芸術からの，特にTaddeo　　　　　現在ミラーノのブレラ美術館にある章ヴァルレ’ロミタ

di　Bartoloからの影響を否定し，ロンギのL張するオルヴ　　　　多翼祭壇画1！tに関しては・そこにヴェネツィア的モチーフ

ィエートがジェンティーレの芸術形成に与ったとする意見　　　　　を認めて1410年頃の作とするA・L・Mayerの説に異論を

を支持する。しかし多くの学者と同様，ベルリンの《聖母　　　　　となえ，特に中央パネルの哩母戴冠＞＞に描かれている神・

子》には，Giovannino　de’GrassiやMichelino　da　Be一　　　　キリスト，聖母のグループにロンパルディアのミニアチュ

sozzoを主とする14111：紀末のミラーノ芸illllから受けた教　　　　一ルの影響が未だに強いことを指摘し，その制作年を1400

養を認めている。著者によるジェンテf一レの作品のクロ　　　　年頃に早めている。同時に同パネルの奏楽天使たちや他の

ノロジーは，ヴェネツfア時代に・・Madonna　col　Bam一　　　　パネルにシエナ絵画，特にTaddeo　di　Bartoloの絵画と

bino”　（Perugia，　Galleria　Nazionale　dell’Umbria），　　　　の接触の最初の徴候が顕れているとする。1おそらくジェ

“ Polittico　di　Valle　Romita”（Milano，　Pinacoteca　di　　　　ンティーレは・タッデオ゜ディ’パルトロの作品を見たか・

Brera），・・San　Francesco　che　riceve　le　stimmate”（GaL　　　　　あるいは北イタリアで彼を直接に知っていたのであろう。

1arate，　raccolta　Carmitani），プレッシア時代に・‘lncoro一　　　　　換言すれば・ジェンティーレの若い頃のシエナ旅行を必ず

nazione　della　Vergine”（Paris，　Collection　de　Heuge1），　　　　　しもf反定する必要はない」（P・15）・

・・ Madonna　col　Bambino”（Pisa，　Museo　Nazionale　di　　　　　この・ヴァ・Lレ・ロミタ多翼祭壇画＼を完成したのち・

San　Matteo），“Madonna　col　Bambino”（Washington，　　　　著者の考えでは・ジェンテt一レはファプリアーノからべ

National　Gallery），フtレンツェ時代に・・Madonna　col　　　　ルージアに移り，（（聖母一rと天使たち、）（ベルージア・ウン

Bambino　e　l　Santi　Lorenzo　e　Giuliano”（New　York，　　　　ブリア国立美術館）とv聖痕を受ける聖フランチェスコ＞1；／

Frick　Collection），“Madonna　col　Bambino”（New　　　　　（イタリア，個人蔵）の制作に携わったとする。「＜＜聖痕を

Haven，　Ya▲e　University　Art　Gallery），“Madonna　col　　　　受ける聖フランチェスコ＞＞では，象牙色に近い聖者の僧服

Bamblno”（New　York，　Metropolitan　Museum　of　Art）　　　　の大きく流暢なリズムは・タッデオが1403年に描いたぺ

とな一，ている、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルージアの絵画館にある．多翼祭壇画の中央パネルの聖フラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンチェスコのそれをほとんど正確に写している」（pp．15

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～16）．また（：聖母子と天使たt）　・1’については，ロンパル

GRASSI，　LUIGI　Ltttta　la　pittttna‘di　Gentile　da　Fab，．iano，　　　　ディア的なものが未だ強く，一方柔いキアーロスクーロや

Minano．1953．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉1・j’けにシエナの流れをみている。

　Bruno　Molajoli・Gentile　da　Fabriano・Fabriano，　　　　　ここで著者はそれまでにしばしば論じられてきたジ，tン

1927以後にrlJ行された最初のジ＝ンティーレのモノグラ　　　　　ティーレとSalimbeni兄弟やOttaviano　Nelliらのウン

フである・著：者はまず冒頭でジェンティーレの芸術の誕生　　　　　ブリアニマルケ地方の画家たちとの様式一ヒの親近性にっい

とその展開の解明の難しさを訴えたのち・AIIegretto　Nuzi　　　　てlltf｛れ，そこに双方の相tjl依存関係よりも，ロンパルディ

をジxンテf一レの直接の師とする伝統的な意見をクロノ　　　　　ァやフランスのミニァチュールを共通の基盤として生れた

ロジーの上で否定し，ジェンティーレの最初の作品とみな　　　　　芸術の平行関係を認め，サリンベー二兄弟の合場には，影

すファブリアーノのサン・ニッコロ聖堂にあった．・聖母右　　　　　響1臭」係はむしろジェンテf一レから彼らにあるとしている．

（西ベルリン国立．美1’lii館）から判断して，彼の最初の修業の　　　　　1408年にジェンティーレがヴェネツィアに滞在してい

場をイタリアにおける国際ゴシックの中心地の一一・つ，ロン　　　　　たことは記録から知られるが，著：者はジェンティーレのヴ

パルディアに求める．著者によればジmンテ・一レの最初　　　　　エネツィア行きが，先の1・聖痕を受ける聖フランチェスコ／）

のロンパルデfア行きは・父親の死（1385年頃一一当1｝寺　　　　と・，聖母子と天使たちIPを完成したのちの1405年よりや

ジェンティーレは15歳位）の直後であったとされている．　　　　や後とする。ヴェネツィアでジェンティーレは，フランチ

このベルリンの　聖母f’．を自’てたのは”Ouvraige　de　　　　エスコ・アマディのための祭壇画，パラ・ソツォ・ドゥカー

Lombardie” 　と呼ばれているロンパルディアのミニアチ　　　　　　レのサーラ・デル・マッジォール・コンシリオに海戦の壁
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画，アントニオ．パスクァリ．．一ノのための二枚の肖像画，　　　　似ていることから，ジェンティーレはフィレンツェに赴く

そして，．海上の嵐》を描いているが，いずれも現存しない。　　　　以前にすでに短期間シエナに滞在したのであろうと推定し

一ヒ記のような重要な作品が彼に委嘱され，またかなりの額　　　　　ている。この作品とフィレンツェ芸術との関係は・祭壇上

の支払いが彼になされているので，ジェンティーレがヴェ　　　　部のキリストの半身像や予言者像の強い造形力に求められ・

ネツィアにあってすでに画家としての高い地位を確立し，　　　　　さらに彼らの表情に見られる深い精神性は，例外的にマザ

また当時のヴェネツィアの絵画情況を考えると，当地の画　　　　　ッチオのウマニタに近づいているとする。

家たちに大きな影響を及ぼしたのであろうことは，グラッ　　　　　このくく東方三博士の礼拝》に次いでジェンティーレはフ

シだけではなく多くの学者たちによって推測されている。　　　　　イレンツェで《クァラテジ多翼祭壇画》（ハンプトン’コー

なお著者は，ワシントン国立美術館（クレス・コレクショ　　　　　ト’ロイヤル’コレクシヨン；ブイレンツエ’ウブイーツ

ン）のくく聖母子》をこの期の作としている。　　　　　　　　　　　イ美術館他）を1425年に完成させるが・著者によればそ

　ヴェネツィア時代に続くのがブレッシァ時代（1414年　　　　　の前に《聖母戴冠》（パリ・個人コレクシ・ン），ワシントン’

から1419年までの記録あり）である。この地で制作した　　　　　ナシ・ナル・ギャラリー（クレス’コレクシ・ン）の《聖母

ジェンティ＿レの作品（市会議所内の一礼拝堂の装飾，教　　　　　子》・ベレンソン’コレクシ・ンの《聖母子》が置かれ・い

皇マルティヌス五世のための祭壇画）は現存しないが，ビ　　　　ずれもシエナの影響が強いとし，「ファブリアーノの画家は・

サの《聖母子》が著者によってブレッシァ時代のカタログ　　　　　フィレンツェでの長い滞在をシエナである期間仕事をする

に載せられている。著者は1420＿21年のほぼ2年間をジ　　　　ためにしばしば中断し・二つの町での活動を交互にしてい

エンティ＿レが郷里のファブリアーノで送ったと想像して　　　　たのではないか」（P・31）と考えている。なおパリの《聖

いる。記録によるとジェンティーレは残りの生涯をファブ　　　　　母戴冠》のコピーがウィーンのアカデミア美術館にあるが・

リア＿ノで過す予定をしているが，それを変更して1422　　　　ここではマルケの画家Antonio　da　Fabrianoの手に帰さ

年にフィレンツェに現われ，居を構えている。この変更の　　　　れている。

理由をグラッシは地方の狭陰な芸術環境に満足できず，新　　　　　　《東方三博士の礼拝》から《クァラテジ多翼祭壇画》に

しい芸術の息吹きに触れたいという画家の願望からと説明　　　　至る二年間に・「画家（ジェンティーレ）の関心は，1423

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年から1427年にかけて《Fatti　di　Masolino　e　di　Masac一

　ベル＿ジアの《聖母子》と図像的に多くの共通点を具え　　　　cio〃に導かれたフィレンツェの芸術活動とその熱気にま

たニュ＿ヨ＿ク・メトロポリタン美術館の〈，聖母子＞＞は，　　　　　すます決定的に向けられる。ジェンティーレの目には・両

ジェンティ＿レのフィレンツェ芸術との初めての接触を示　　　　老の仕事は現代のわれわれが考えるように相反するものと

す作品として位置づけられている。ゴシックのリズムのう　　　　は映らなかったにちがいない。たとえジェンティーレがそ

ちにありながらも，そのゆったりとして堂マとした聖母子　　　　の意義を誤解していたとしても，フィレンツェで起ってい

像は，線と量感との調和という点においてヤコポ・デ，、ラ・　　　　る変化に心を奪われたトスカナ人以外の最初の一人であっ

クエルチァやナンニ．ディ．パンコを想起させるとしてい　　　　　たであろう」（P・33）。「《クァラテジ多翼祭壇画》ではシ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エナの伝統との接触が例外的に中断されている。そして常

　ジヱンティ＿レの代表作である1423年作の《東方三博　　　　　に強く明確なロンパルディアへの追憶がブレデルラの二場

士の礼拝》（フィレンツェ、ウフィーツィ美館）に関して著　　　　　面に再び蘇っている。他方ロンドンにある《聖母子と天使

者は，幻想的な物語を伝える想像力に富んだ画面に，豪華　　　　　たち》（祭壇画中央パネル）とウフィーツィの四人の《聖

な衣裳や，肖像画を思わせる人物たち，動植物などの正確　　　　　者》（両側パネル）には・フィレンツェの文化が浸透して

な自然描写を巧みに融合させて織り込んだこの画家の特異　　　　　いる」（P・33）。著者は，聖母や天使・そしてマグダラの

な才能を強調する。画面の中の動物を描写する際，ジェン　　　　　マリアにマゾリーノ＝ギペルティ的特徴を認め，また聖ニ

ティ＿レは，ロンパルディアの画家たちや彼の弟子とされ　　　　　コラウス伝を扱ったプレデルラのうち・《聖ニコラウスの

るピサネ，レロの写生帖を利用したのではないかとし，人物　　　　誕生》の場面の中の一女性に・ヘレニズムニローマ期の石

像に関してはJacques　CoeneやJacquemart　de　Hesdin　　　　棺からその図像を得ていることを指摘している。なお著者

のミニアチュ＿ルの中の人物との関連が述べられている。　　　　　は祭壇上部の三角形の部分に描かれた人物や中央パネルの

しかし洞窟，飼い葉桶，雄牛，駿馬，聖ヨゼフなどのモチ　　　　王座の両側の天使たちに，フィレンツェの画家Bicci　di

＿
フはシエナのキエ＿ザ．ディ・セルヴィにある1404年　　　　Lorenzo，あるいはMaestro　del　Bambino　Vispoの協

のタッデオ・ディ・パルトロの手になる《降誕図》によく　　　　力があるとしている。この《クァラテジ多翼祭壇画》に制
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作年において近い作品として，＜＜受胎告知》（ローマ，ヴァ　　　　　ミタ多翼祭壇画》（Milano，　Pinacoteca　di　Brera），〈（聖母

ティカーノ美術館），＜＜聖母子＞〉（ニュー・ヘヴン，イェー　　　　　子》（Perugia，　Galleria　Nazionale　dell・Umbria）の三点

ル大学附属美術館）が挙げられている。　　　　　　　　　　　　　を置き，これらの作品を通してジェンティーレの芸術修業

　フィレンツェでの滞在を終えたジェンティーレは，シエ　　　　　がマルケおよびウンブリアの両地方でなされたことを明ら

ナとオルヴィエートで仕事・をし，最後にローマを訪れ，サ　　　　かにしている。特にオルヴィエートに焦点を当てて，「ル

ン・ジォヴァンニ・イン・ラテラノで壁画装飾を手がける　　　　　イージ・グラッシが言うようにジェンティーレはロンパル

が，未完のままに残し，ピサネルロが完成させた。この壁　　　　　ディアへ行く代わりに，彼の郷里から遠くない所で活躍し

画はその後破壊されている。ジェンティーレがローマで描　　　　ていた芸術家の助手としてその活動を開始したとする方が

いた作品で，現存する唯一の（〈聖母子》（ヴェ，レレトリ，　　　　　いっそう可能性が強い。14世紀末のファプリアーノの若い

大聖堂）に著者は，比類のないコスモポリタン的感覚によ　　　　　芸術家が金銀細工，七宝，写本装飾のエキスパートになる

って様マに異なった，ときに全く正反対の諸文化を吸収同　　　　にはオルヴィエート以上に格好の地は有りえなかったであ

化し，質の高い作品を生みだした画家ジェンティーレの芸　　　　　ろう。ジェンティーレがフレスコ絵画における洗練された

術の結晶を見る。最後に著者はジェンティーレ・ダ・ファ　　　　シエナの色彩を学びうるのはオルヴィエートだけで，

ブリアーノが1400年代の絵画の中で占める位置について　　　　　Ugolino　di　Prete　Illarioのもとであった」（P．27）とす

言及し，ピサネルロを除いた他の国際ゴシック様式の画家　　　　　る。

たちに比してのその芸術の美的優位性，フィレンツェ時代　　　　　　次にヴェネツィア絵画の伝統と初期国際ゴシック様式が

に見せたその鋭い造形的直観力，そしてヤコポ・べ，、リー　　　　　ヴェネツィアの画家たち，Catarino，　Maestro　Guglielmo，

二，ピサネルロ・ジャンボーノ・ヤコベ・・ロ・デル・フィ　　　　　Jacobello　Bonomo，　Jacobello　del　Fioreらの作品によっ

オー一レといった画家たちに与えた大きな影響力を考えた場　　　　　てマルケ地方に紹介されていく過程を巡り，著者が《聖母

合，ジェンティーレは追随的画家というよりも・むしろ指　　　　　戴冠》に続く1405年の作とみるく＜ヴァ、，レ・ロミタ多翼

導的画家であったとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　祭壇画〉にヴェネツィア絵画やウンブリア＝マルケ地方で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の初期国際ゴシック様式への傾斜が現われていることを確

3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認する。さらに筆を進めて，北方との交流をもとにロンパ

MELNIKAs，　ANTANAs－Gemtile　da　Fabriano：The　ori一　　　　ルディア地方を中心に流行する盛期国際ゴシック様式が，

gins　and　Development　of　his　style，　M　ichigan，1961。　　　　　ヴェネツィアやリミニを経由してウンブリア＝マルケ地方

　1961年にミシガン大学に提出されたPh．　D論文で，　　　　　にもたらされ，それがOttaviano　NelliやLorenzo　e

序論と四つの章・作品カタログ・アペンディクス，文献目　　　　Jacopo　Salimbeni兄弟の諸作品に開花していることを指

録とからなり，四つの章にはThe　Marchigian　Period　　　　摘し，ジェンティーレのペルージアの《聖母子》もこのコ

（ca．1360－1406），　The　Venetian　and　Brescian　Periods　　　　スモポリタン的流行への同化を示す好例とみ，ジェンティ

（1406／7－1413and　1413－1419），　Early　Florentine　Period　　　　一レの早期のロンパルディアへの旅を再び強く否定する。

（1419－1423），Late　Florentine　Period（1423－1426）とい　　　　　最後に，マルケ派絵画の価値を理解した最初の人として

う標題がそれぞれに付されている。　　　　　　　　　　　　　　Lionello　Venturiの名を挙げ，彼の以下の言葉をもって

　序論では，それまでのジェンティーレの研究史と論文内　　　　この章を締め括っている。「ジェンティーレは確かにマル

容の要旨を伝え，ジェンティーレの研究の．ヒで1958年の春　　　　　ケを去った。だがしかし彼はラファエ，レロ，パロッチ，そ

と夏にミラーノとヴェローナで開かれたArte　Lombarda　　　　してマラッタのようにさらに学ぼうとして去ったのではな

dai　Visconti　agli　SforzaとMostra　d’Arte　della　Citta　　　　〈，祖国で学んだことを教えるためであった」（“Attra．

di　Verona：da　Altichiero　a　Pisanelloの二っの展覧会を　　　　verso　le　Marche”，　L・Arte　XVIII，1915，　P．28）

高く評価し，「本研究は，これらの展覧会で得られた諸成

果や，最近ジェンティーレに帰された何点かの作品を用い　　　　　次の章くヴェネツィアおよびブレッシア時代〉では，先

て，彼の様式の起源と発展に関する初期の研究の限界を払　　　　　の章の最後のヴェントゥーリの言葉を受けてジェンティー

拭しようとするものである」（p．7）と本論文の狙いとする　　　　　レのヴェネツィア行きは，彼の作品が祖国で彼に名声をも

ところを述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たらした後に初めて実現されたものと考えるのが妥当であ

　第一章のジェンティーレの〈マルケ時代〉に，著者は　　　　るとし，当時のヴェネツィア総督と親しい関係にあったフ

！（聖母載冠・（Paris，　Heugel　Collection），（〈ヴァルレ・ロ　　　　　ァブリアーノの領主キアヴェ，レリ家からの推薦によるもの
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であろうとする，またアマディ家の記録からヴェネツィア　　　　他の学者たちが想像するようにジェンティーレがファブリ

でもジェンティーレが高い評価を受け，さらにハラッツォ　　　　アーノにいったん戻ることなく，ブレッシアからフィレン

・
ドゥカーレの仕事を委嘱されていることから彼が当時ヴ　　　　ツェに赴き，そのままそこに滞在していたと判断する。

エネツ・アで最も優れた画家の一人であったことを想像し，

それを裏づけるためにジェンティーレが…日1ドゥカート　　　　　第三章のく初期フィレンツェ時代〉では，先ず141U：紀

の俸給を得、貴族のトーガを纏う特権を与えられていたと　　　　　末から15世紀初頭にかけてのフィレンツェの絵画情況が

いうサンソヴィーノの報告を引用している。このジェンテ　　　　　著者によって以下のように展望される。　　フィレンツェ

・一
レのヴェネツfア時代を彼の生涯において次のように　　　　　においては，ジオッテスキやガッデスキの伝統が根強く，

著者は位置づける。「ヴ＝ネツィア時代はジェンティーレ　　　　北の国際様式の存在が明瞭に確認されるのは1404年以降

の生涯のうちでの転換点とみなすことができる，この時か　　　　　になってからである。この国際ゴシック様式と相並んで，

ら彼は次第に教会のための画家という慎ましい立場から，　　　　　一方にドナテルロやナンニ・ディ・パンコらによる古典古

世俗の政府，豪華な宮廷，富裕な商人，そして最後に，そ　　　　　代への復帰の気運の芽生えがあり，15世紀第1四半世紀

の晩年には・一マのマ・レテ，ヌス五世の法皇宮をバト・ン　　の・・レ・ツ・で｛まく国際ゴシ・ク〉と古姑代とが・し’

とする方向に進んで行くのである一（p．61）。　　　　　　　　　　ずれも新しいものとみなされ，歓迎されていた。しかし自

　著者によれば，ブレッシア時代はジェンティーレにとっ　　　　然の模倣＝写実主義という、一般には重要視されていない

て二つの大きな意味を持ったという。一っは北イタリアの　　　　　第三の「リアリスト・ムーヴメント」があり，15世紀の前

国際ゴシック芸術の環境の中に入り，そこで活躍していた　　　　半にあってはこの写実主義と先の古典古代の世界とが一つ

フランスやフランドルの芸術家たちと接触する機会をもっ　　　　の目的のために統合されず，別々に探究され，15世紀中

たこと，いま一つはマラテスタの宮廷でマルティヌス五世　　　　　葉に至って初めて写実主義が古典の原理によって支配され，

と接し，教皇丁の画家となるよう招請されたこととされる。　　　　ルネサンスの確立をみる。一「ジェンティーレのフィレ

第一一の点に関連して著者は、1389年に決定されたミラー　　　　　ンツェ到来が少なからぬ貢献をなすのはこの第三の写実的

ノ大聖堂造営のために北方の建築家、画家，彫刻家たちが　　　　　傾向に対してである。マルケ特有の穏やかなリリシズムと

招請され，その結果アヴィニ．ンのシエナ風ゴシック，ヴ　　　　　ロンパルディア的な観察の鋭さは，視覚世界をよりよく理

アロワ家の宮廷様式，フランドルとボヘミアのリアリズム　　　　　解しようとする方向に向ってのフィレンツェの芸術家たち

が合体して一つの様式となり，北イタリアにおけるジオッ　　　　の散発的な試みを強化することになる」（P・83）。

ト的伝統を駆逐し，気取った形態や洗練されたイデァリズ　　　　　フィレンツェで制作されたジェンティーレの代表作《東

ムへの熱狂を示す新しい世代の芸術家が誕生したとする。　　　　　ノ∫三博士の礼拝》に関して著者は，当時のイタリアで宗教

その代表者としてGi・vanni・・d・・G・assiとMi・h・li・・　　．ヒの・あるいはi眠的行事の際・こ組織された宗教劇や行列

da　Besozzoが挙げられ，特に「ミケリーノの鋭い観察，　　　　　を記録しようと意図して制作されたものであり・また「そ

リズミカルな筆線，そしてデリケートな陰影，そして人物　　　　　れは安定した社会によって印された歴史上の一時代，封建

のエーテル的彩色は疑いなくジエンティーレを引きっけ　　　　　主義の梧惜を打破し，貴族によって享受されていた排他的

たs（PP．69－70）とみる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸特権を廃して・新しい自由な市民階級・商人やパルラ゜

　ところで著者は，1419年9月18日付のパンドルフォ・　　　　　ストロッツィもその一人であった銀行家を新たに誕生させ

マラテスタ宛のジェンティーレ自筆の手紙と1420年3月　　　　た新秩序を反映している」（P・85）との見方をとっている・

23日，および同年4月6日の彼のトンマーソ・キアヴェル　　　　　なお著者は，当時のフィレンツェにおける〈国際ゴシック

リへの税金免除願いの記録に基づいて，1419年から1422　　　　様式〉の代表的画家ロレンツォ・モナコの同一主題の祭壇

年までのジェンティーレの行動をこう想定している。すな　　　　画とを比較して「ロレンツォの祭壇画では，フィレンツェ

わち額マルテ，ヌス五世の招きを受諾したジ。ンテ・一　　的形式蟻と・エナ的幻想性））：一諸にな・て遍の宗教的

レは教皇に従ってローマ行きを予定するが，諸般の事情に　　　　　情緒性を高めているのに対し，ジェンティーレの作品はよ

よりローマに入れないため教皇とともにフィレンツェ滞在　　　　　り世俗的で，非宗教的である」（p．89）として，両画家の

を余儀なくさせられる。こうした不安定な情況と経済的な　　　　作品の性格の相違を看取している。この《東方三博士の礼

問題からフィレンツェにいてファプリアーノの領主宛に，　　　　　拝＞＞を含めて著者がジェンティーレのフィレンツェ時代の

残りの生涯を郷里で過す予定であるが，っいては税金を免　　　　前期に帰している作品には，ピサの《聖母子＞＞，ワシント

除してほしい旨の手紙を出したとする．したが・て瀦は，　・・ナ・・ナ・レ・ギ・ラ｜トの・聖母刊の二点があり・
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これらの作品で「ファブリアーノの画家は，いっそう合理　　　　　4

的なプロポーシ・ンへの高まる関心と，装飾的なものと造　　　　MlcHELETTI，　EMMA－L’opera　completa　di　Gentie　da

形的なものとの均衡を求めるフィレンツェの芸術家たちへ　　　　Fabriano，　Milano，1976．

の称賛を見せている」（P・106）としている。　　　　　　　　　　　‘‘L’opera　completa　di＿・’のシリ＿ズのひとつで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェンティーレの最新のモノグラフである。ジェンティー
　第四章で著者は，ジェンティーレのフィレンツェでの後　　　　　レの作品カタログにペレンソン・コレクシ・ンの《聖パウ

期の活動を分析することによって，ジェンティーレが革新　　　　　ロ》と《聖ペテロ》（C．Volpeが1958年にジェンティー

的芸術を代表する画家ではないが，「国際様式の様々の地　　　　　レに帰した。Cfr．　C．　Volpe，　Due　frammenti　di　Gentile

方的およびコスモポリタン的諸相を完成にもたらし・それ　　　　da　Fabriano，　Paragone，9，1958，101，　PP．53＿55．），お

らをフ・レンツ・派絵画の新しい目標に融合させた・（P・　　よびブ・リ・セ・レの・大天使聖・カエル》（R．L。nghiが

114）ことを明らか｝こしようとする・　　　　　　1928年にジ・ンテ，一・の作として・・る．Cfr．　R．L。nghi，

　先ず《クァラテジ多翼祭壇画》をとりあげ，聖母子を描　　　　　‘‘Me　pinxit勺’：1．－Un　S．　Michele　Arcangelo　di　Gentile

いた中央パネルにはシエナ的な仕上げの繊細さ・聖母の外　　　　　da　Fabriano，　Pinacoteca，1，1928－9，　PP．71－5．）が加わ

衣の壁の流れにみるギベルティ的優雅さ，そしてフィレン　　　　り，また近年発見され，プリック・コレクションに納まっ

ツェ的形態感覚等の融合，また側パネルには洗練された色　　　　　た《聖母子と二聖人》（Cfr．　C．　Sterling，　Un　tableau

彩感覚と顕著な彫塑的効果を認める。《クァラテジ多翼祭　　　　　inedit　de　Gentile　a　da　Fabriano，　Paragone，　IX，1958，

壇画》と同じようにフィレンツェ的形態感覚を具えた他の　　　　　101，PP．27－33；B．F．　Davidosn，　Gentile　da　Fabriano・s

小作品として，最近ブリック・コレクシ・ンの所有となっ　　　　Madonna　and　Child　with　Saints，　Art　news，68，1969，

た《聖母子と聖ラウレンティウスおよび聖ユリアヌス》と　　　　1，PP・25－6，57－60）も掲載され，フィレンツェ時代の作

ニューヨク・メトロポリタンの《聖母子》が挙げられてい　　　　　とされている。

る。プリックの《聖母子》に関する説明の中で，著老は幼　　　　　様々に議論がなされているジェンティーレの初期の芸術

児キリストの図像に触れ，初期の作品では北イタリアの国　　　　　形成に関しては，彼の現存作品にはマルケ地方の芸術と結

際ゴシック様式での表現に見られるように，脚の周囲を透　　　　　びつくものはなく，一般に最も初期の作とされるペルリン

明のヴェールで被っただけのほぼ完全な裸体で表現されて　　　　の《聖母子》はシエナ文化とロンパルディアのミニアチュ

いるのに対し，《東方三博士の礼拝》よりも後の作品では　　　　一ルとの関連を示しているとする。シエナ芸術との接触は

優雅な衣装を身にっけていることを指摘し，それをシェナ　　　　直接の旅行，ないしはオルヴィエート経由によって，ロン

派の影響とみる。この事実と，画面の比較的簡素なこと，　　　　　バルディア的教養は1385年の父の死後に直ちに実行され

聖母のモニュメンタルな表現等を考慮に入れて，プリック　　　　　たと著者が考える現地への旅行によって説明がなされてい

の《聖母子》は「《クァラテジ多翼祭壇画》よりも“革新的”　　　　る。1400年代のイタリア美術におけるジェンティ＿レの

かつ“ルネサンス的”様式で描かれていて，後の作品であ　　　　　位置については，ジェンティーレは革新的な芸術家ではな

る」（p．152）とし，1426年にその制作年を定めている。　　　　かったが，さりとて絵画における種々の傾向を巧みに同化

　メトロポリタンの《聖母子》の彫刻的な力強さに，著老　　　　　し，表現しただけの画家ではなく，彼の造形感覚のうちに

はドナテルロのフィレンツェ大聖堂の予言者像や，ヤコポ　　　　は後のヴェネツィア派やドメニコ・ヴェネツィアーノの絵
・ デルラ・クエルチァのフォンテ・ガィアの諸徳像の影響　　　　　画の中で開花する新しい種子が宿されていたとみる。

をみている。そして最後にジェンティーレとヤコポの芸術　　　　　　著者によるジェンティーレの作品のクロノロジーは以下

に触れ，「メトロポリタン美術館の作品は，理想の優雅さ　　　　　の通りである。

とモニュメンタルな彫塑性を希求したヤコポ・デルラ・ク　　　　　‘‘Madonna　con　il　Bambino”（Berlin，Staatlich　Muse．

エルチァへの傾倒を示している。……二人は初期にはゴシ　　　　en）－forse　a11a　fine　del　Trecento，　certo　prima　della

ック様式に影響を受けたが，円熟期に至って初めてそれを　　　　partenza　per　Venezia；・・Polittico　di　Valle　Romita・・

超克することができたのである」（PP・156－7）と結んでい　　　　（Milano，　Pinacoteca　Brera）－intorno　al　1400；“Ma一

る・　　　　　　　　　　　　　d・nn…ni1　B・mbi…A・g・1i　M・・icanti・（P。，ugi。，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Galleria　Nazionale　dell‘Umbria）－primo　decennio

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　del　l400，　f（）rse　subito　prima　della　partenza　per　Venezia／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Madonna　con　il　Bambino　e　due　Angeli”（Tulsa，
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Philbrook　Art　Center）－intorno　a11410／　Madonna　　　　後記

con　il　Bambino”（pisa，　Museo　Civico）－intorno　al　1415　　　　　1929年にBruno　Molajoliが初めてジェンティーレ・

－ 16／“Madonna　con　il　Bambino　e　Angeli　Musicanti”　　　　ダ・ファプリアーノの総合文献目録BibliograLfia　di　Gentile

（New　York，　Metropolitan　Museum　of　Art）－primis－　　　　da　Fabriano，　in　“Bollettino　del　R．　Istituto　di　Archeolo－

simi　tempi　del　soggiorno　fiorentino；‘‘lncoronazione　　　　　gia　e　Storia　delrArte”，　III，1929，　PP．102－107．を編ん

della　Vergine”（Paris，　prop，　priv．）－durante　il　sog’　　　　で以来，ほぼ半世紀近くが経過した。その間，質量ともに

giorno　fabrianese，　cioe　subito　prima　dell’Adorazione　　　　必ずしも豊富とはいえないが，ジェンティーレに関する数

dei　Magi；“San　Paolo”，“San　Pietro”（Collezione　　　　冊のモノグラフ，雑誌論文，その他が新たに刊行され，ま

Berenson）－periodo　fiorentino；‘‘Pala　dell’Adorazione　　　　た一方ではジェンティーレの芸術と密接な関係にある〈国

dei　Magi”－1423；“Polittico　Quaratesi”Ll425；‘‘Ma一　　　　際ゴシック様式〉，および1300年代末から1400年代初頭

donna　con　il　Bambino　e　I　Santi　Lorenzo　e　Giuliano”　　　　　にかけての‘‘vigilia　del　Rinascimento”期のフィレンツ

（New　York，　Frick　Collection）－period　fiorentino；　　　　エ絵画に対する研究の注目すべき成果が相当にあげられて

“ Madonna　con　il　Bambino”（Washington，　National　　　　いる。だがそれらの文献をジェンティーレを中心に体系的

Gallery）－intorno　al　1425；‘‘Annunziazione”（Roma，　　　　に総集した目録は筆者の知るかぎり末だ紹介されていない。

Pinacoteca　Vaticana）－intorno　ai　1425；“Madonna　　　　本文献目録は筆者が構想しているジ＝ンティーレ・ダ・フ

con　il　Bambino”（Firenze，　collezione　Berenson）－in一　　　　アブリアーノとイタリアにおける〈国際ゴシック様式〉の

torno　al　1425；“Madonna　con　il　Bambino”（New　　　　研究の端緒として，またさきのMolajoliの文献目録に付

Haven，　Yale　University　Art　Gallery）－periodo　fioren一　　　　加する目的で試作したものである。したがって掲載する文

tino／　Madonna　con　il　Bambino”（Orvieto，　Duomo）　　　　献は1930年以降に刊行されたものに限定し，分類の仕方

一
1426／“Madonna　con　il　Bambino”（Velletri，Capitolo　　　　もMolajoliのそれと全く同一にした。しかし筆者の置か

del　Duomo）－periodo　romano．　　　　　　　　　　　　　　れている現状況では徹底した文献調査をすることは不可能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり，直接にあたることのできなかった文献も何点かあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。それ故に，誤記や重要な文献の遺漏が多々あるのでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないかと危惧している。それらが判り次第，今後の研究過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程で訂正，補填し，できうるかぎり完壁なものに近づけた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い意向である。なお当初，o．　H．　Giglioli，　Masaccio　e　la

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sua　Bib∫iograLfia，　in　“Bollettino　del　R．　Istituto　di

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Archeologia　e　Storja　delrArte”，　III，1929，　pp．55－101．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるいはR．Salvini，（｝iotto－BibliograL17a，　Roma，1938；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．De　Benedictis，　Giotto－Biblio8raLf7a，　vol．　II（1937－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970），Roma，1973．のように，文献内容を逐一紹介する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定でいたが準備不足と時間に限りがあったため，四点の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モノグラフだけに留めざるをえなかった。これも将来の課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題として残しておきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に本文献目録を作成するにあたって御協力を頂いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマ在住の浅井朋子氏に心から感謝致します。
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事業記録　昭和50年度

特別展記録

聾11i／1，1・，f・llliliiiil！／Jiil，11i’gT，・・1・／tii／iiiili輯鷲馨　　　：㌶蒜FERDINAND＿ER

　　　繋鰭灘鱈縷　　　　　　1975年4月5日～5月25日
購鯉鍵驚窪盤整騨塾驚鍵　　主催・国迦羊美㈱．スイス．プ。ヘルヴ。テ，

　　灘難　　　　　　t．t．　t：“騰灘鱒麟　灘・　　　　　　　ア文化財団・京都市・朝日新聞社

δ　頴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いは象徴主義的な時代背景のもとに活躍した。ホド

FERDiNAN・it　KODLffR　　ラーはドイツ，イタリア等にも旅行したが，生涯の

　　　　　　　　　　　　　　　　　大半を祖国ですごしたため，国際的な知名度は必ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しも高くなく，それだけにスイスの風土に深く根ざ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した極めてスイス的な画家として，近代絵画史に独

　英国の肖像画　　　　　　　　　　　　　自の地位を占めている。ホドラーの作品は風景画，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肖像画，それに象徴主義的な寓意画が中心を占めて

；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるが，特に晩年の作品は，ドイツ，オーストリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の表現主義の画家たちに大きな影響を与え，ムンク，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴァン・ゴッホ，アンソール等と共に表現主義の先

躍万＿蝕為　　　　馬区者としても藪な地位を占めている潮噺聞社
と共催の本展の出品作は，スイスの国際文化交流を

使命とするプロヘルヴェティア財団およびホドラー

研究の権威ユラ・ブリュッシュヴァイラー氏の協力

のもとに，スイス各地の公私のコレクションから集

全貌をうかがわせるに十分なものであった。
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巡回展記録

＊英国の肖像画

　哲学者フランシス・ベイコンから

　画家フランシス・ベィコンまで

ENGLISH　PORTRAITS
　from　Francis　Bacon，　the　Philosopher

　to　Francis　Bacon，　the　Painter

1975年10月25日～12月14日

｝三催：国、‘元西洋美術館・ブリティッシュ・カウンシル

出品内容＝油彩73点，ミニアチュール31点，素描・

水彩55点，版画27点，計186点

　18世紀以前の英国画壇は，ホルパイン，ヴァン・ダ

イクなどの外来の画家の活躍を除けば・ヨーロツパ　　　　　＊松方コレクション展

絵画史上特に重要な地位をしめているとはいい難い。
しかし1811t紀、こ入り，ホガース，レノルズ，ゲイ・　　1975年11月1日～11月3°日

ズパラ等が馴し，いわゆる国民画派が形成される　　主催国立酷美術fta”山形県’山形懸育委員

に蹴でにわかに脚光を浴びlil．Lた．、れらの醜　　会’　1．ll形市’1－L形噸育頚会゜山形美術博物館’

たちは殿酔風俗画も手がけたカ・，特に肖鯛に　　山形新聞’・1形放送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：山形美術博物館
多くの秀作を残し，英国の肖像画の黄金時代を築く
と1司時に，その後の伝統の基礎操、、た．特嫁族　　出納容＝絵画6°点・彫刻2°点

や知人たちの親しい集いを描いた風俗的な集団肖像

画（カンヴァセーシ。ン・ピース）は，18世紀の英

国社会が生んだユニークなジャンルとして知られる。

19世紀に入ると，ターナー，コンスタブルに代表さ

れる風景画が拾頭しているが，肖像画もその地位を

失わず，その傾向は今世紀に入っても変らない。

　当館では1970年に「英国風景画展」を開催し，好

評を博したが，今回もまたブリティッシュ・カウン

シルの全面的な協力をあおいで，英国の60有余の美

術館およびコレクターから186点に及ぶ出品を得た。

その内訳は油彩画の他，水彩，素描，版画，ミニア

チュール等各方而に及び，また時代的には，本展の

副題一哲学者フランシス・べ一コンから画家フラン

シス・ベーコンまで」にある通り16世紀末から現代

に及び，英国肖像画の豊かな展開を総覧するに十分

なものであった。
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講演会記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修復記録

「ホドラー展」特別講演会　　　　　　　　　　　　　　1　ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《貧しき漁夫》　（P・1959－175）

4月5日（1975年）　　　　　　　　　　　　　　　　　1883年頃油彩　カンヴ・ス　105×68cm

〈フ。・レデ，ナント．ホドラ＿の人と芸術〉　　竺態腰：画面は1959年に渡瀞されたが，麻布

美術史家ユラ・ブリ・・シ・ヴ・イラー（通　業熟鴛㌶㌘㌶蕊蕊㌘三

訳穴沢“夫）　　　　　　　特に峡部はひび割れ噺麦の麻布の糸曙しく劣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化していて，絵具層が鱗片状の凹凸をなしていた。

4月17日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵具層そのものの保存状態は，ひび割れ，亀裂の点

〈文学と美術におけるアルプス〉　　　　　　　　　　　を別にすれば比較的良好であった。一度行われた洗

上智大学教授　ト＿マス．インモ＿ス　　　　　　　　浄も穏やかなもので洗い残しも見られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描き直しのカンヴァス（“古キャン”）を使用した形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡があり，従ってもともと絵具層が厚く，ひび割れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を生じ易い状態にあったと推定される。

「英国の肖像画展」特別講演会　　　　　　　　　　　　修復処置：蜜膿およびダンマール樹脂等の混合接着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材を用いて新しい麻布による全面裏打。テレビン精

10月25日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油，ミネラル・スピリットを用いて，画面に滲透し

く英国の肖像画〉　　　　　　　　　　　　　　　　　てきた接着材の余剰の除去および画面の洗浄。保護

元ヴ，クトリア・アンド・アルバー咲術館長　膜塗装（スプレータイプのセ・・マ・ト・タブ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・ニス使用）。
サー・トレンチャード・コックス（通訳　千足

伸行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　ウジェーヌ・ドラクロワ

11月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《聖母の教育》　（P・1970－］）

竺国18世紀の生活と絵画〉　　　麟舞：；㌫聯瓢るみを矯正す
兀ヴィクトリア’アンド’アノレバート美術館長　るため襖を強く打込んで張ってあった．そのため麻

サー’トレンチャード・コックス（通訳　八重　　　　布は全般的に劣化し，周辺部では特に繊維の強度が

樫春樹）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失われていた。また地塗りに亀裂が生じ，それにょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って麻布は横に収縮し縦にこまかい起伏をなすに至

11月8日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っていた。地塗りは全面にひび割れを生じ，特に右

・ホガースとデ，ケンズ絵画と文学」　　　上隅に斜めに深いひび割れが認められた・願層は，

東縮大学教酬庭信之　　　鶏欝翼1繋鴎麟覧㌶・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変色が認められた。保護膜のニスは黄変が甚しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修復処置：蜜膿およびダンマール樹脂等の混合接着
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材を用いて新しい麻布による全面裏打。テレビン精　　　　　4　アンリ・ルバスク

油，アルコール，ミネラル・スピリット，トルエン　　　　　‘窓：）（P・1959－118）

を使用して黄変ニスの除去と画面の洗浄。変色した　　　　　1923年油彩　カンヴ・ス　80×65cm

絵具層の補彩若干・保護膜塗装（スプレータィブの　　　　　5　クロート・モネ

タプロー・ニス使用）。　　　　　　　　　　　　　　　　　《舟遊び＞1（P・1959－148）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1887年　油彩　カンヴァス　145×132cm

3　ギュスターヴ・モロー
、ピエタ，（P．1959．161）　　　　　　6マックス’z］レンスト
1888年以前　油彩板23×16cm　　　　　　　　　　　　　　＜＜石化した森》　（P°1965－5）

状態概要：保護膜が著しく黄変して，特に暗部では　　　　　油彩　カンヴアス　81×100cm

細部の図柄も判然としない程であった。基底材の板　　　　　7　フェルナン・レジェ

には異状はなかったが，地塗りは左上隅の極く僅か　　　　　：”青い空と赤い鶏》（P・1965－10）

の部分が欠損していた。絵具層の保存状態は良好。　　　　　1953年油彩カンヴ・ス65×92cm

修復処置：アルコール，テレビン精油，ミネラル・　　　　　以．Eの4点は，何れも数箇所絵具の剥離が発見され

スピリットを使用して黄変ニスの除去，画面洗浄。　　　　　　た。

保護膜塗装（スプレータイプのタブロー・ニスおよ　　　　　修復処置：蜜膿およびダンマール樹脂等の混合接着

びセミ・マット・タブロー・ニス併用）。　　　　　　　　　　材による剥離箇所の固定。デトランプ，テレピン精

以一ヒの修復処置に伴い，旧来の隅丸型の額縁を長方　　　　　油で稀釈した油絵具等を用いて欠損部分の補彩。

形の額縁に変更した。　　　　　　　（写真参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上7点の修復は何れも黒江光彦氏による。）
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資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2新館の基本構想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）規　模

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨を含む）

国立西洋美術館新館建設計画　　　　　　　　　　　　地上2階地下2階（一部地下中1階を含む）耐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火造とする。

　国立西洋美術館は，昭和34年にフランス政府から　　　　　建面積　約1，455m2

寄贈された旧松方コレクションの作品371点をもっ　　　　　延面積　約5．000m2

て開館したが，その後系統的に作品収集を行い，現　　　　（2）新旧両館の一体化

在では644点の所蔵作品を数えるに至っている。　　　　　　本館と新館を一つの美術館として一体化させる

　一方，その問事業面では特別展と所蔵品による常　　　　　ため，本館の一部をエントランスロビーに改造

設展示とを交互に実施しながら西洋美術の普及活動　　　　　　し，このロビーから渡り廊下で新館につなぐ。

を続けてきたが，所蔵作品の増加に伴う充実した常　　　　　　渡り廊下の連繋により新旧両館の展示室を一連

設展示を行うためには，会場が狭すぎたり，特別展　　　　　の展示空間として効果的に使用できるようにす

と常設展示との同時開催が不可能であるなどの理由　　　　　ること。

から，新館建設の必要が早くから痛感されてきた。　　　　　（3）作品保管，空調等管理設備の集中

　懸案解決の足がかりとして，昭和42，43年度に用　　　　　イ　作品の搬出入施設と収蔵庫はすべて新館に

地取得の予算166，983千円が認められ隣接地2，208　　　　　　　集中させること。

m2を取得，昭和50年度に至り，調査及び基本設計　　　　　　ロ　新館に設けられた空調，電気，給排水の設備

の予算20，090千円が認められ，ようやく計画実現の　　　　　　　に対し監視盤を既存機械室に付設すること。

運びとなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　防災・防盗設備についても，既存監視盤に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付加して新館監視盤を増設すること。

1調査委員会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）自然光による照明

　新館の基本構想について意見を求めるため，文部　　　　　当館の展示作品は，ルネッサンスの初めから19

省，文化庁，建設省関東地方建設局等の関係者と，　　　　　世紀後半に至るまでの比較的古い時代に属する

美術，建築の学識経験者等12人に委嘱して，昭和50　　　　　ものが主体であり，その鑑賞には自然光をペー

年5月20日調査委員会を開催し，およそ次のような　　　　　スにすることが望ましい。自然光の採光方式は，

基本構想に基づいて基本設計を行うことに決定した。　　　　　光量及び色温度の調節に最も効率的なガラス屋

調査委員会委員（五十音順）　　　　　　　　　　　　　　　根とし，天井部分に光量調整のための絞り機構

　　磯村光男　　東京都副知事　　　　　　　　　　　　　　を設けること。

　　犬塚恵三　　法政大学教授

　　内山　正　　文化庁次長　　　　　　　　　　　　　3基本設計

　　柏木健三郎　文部省教育施設部長　　　　　　　　　　　上記基本構想に基づき，昭和50年7月12日付で前

　　鹿海信也　　文化庁文化部長　　　　　　　　　　　　川国男建築設計事務所と設計契約を締結し，昭和51

　　関野　克　　東京国立文化財研究所長　　　　　　　　年3月5日，基本設計を完了した。

　　高階秀爾　　東京大学助教授

　　登石健三　　東京大学講師　　　　　　　　　　　　　4　昭和50年度予算

　　富永惣一　　評論家　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）基本設計料　　　　　19，870千円

　　橋本　真　　文化庁文化部文化普及課長　　　　　　　　（2）調査委員会経費　　　　　97千円

　　益田義信　　日本美術家連盟理事　　　　　　　　　　　（3）調査旅費　　　　　　　123千円

　　森田稔　建設省関東地方建設局営繕部長　　　　 計　　　 20，090千円
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「あひるの子」油彩の寄贈を受けた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月6日　無料観覧日実施

昭和5①年度主要記事　　　　　　　　　　　　　　　7月9日　文化庁からビエール’オーギュスト’ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノワール作「風景の中の三人」油彩の管

昭和50年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理換を受けた

4月1日　国立西洋美術館観覧規則の一部改正　　　　　　7月11日　国立西洋美術館所蔵美術作品等の分類基

　　　　　国立西洋美術館評議員会評議員委嘱　　　　　　　　　　　準の制定

　　　　　国立西洋美術館新館建設調査委員会　　　　　　7月12日　新館基本設計契約を前川国男建築設計事

　　　　　委員委嘱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　務所と締結する

4月2日　国立西洋美術館協力会からカレル・N・　　　8月3日　無料観覧日実施

　　　　　フィッサー作版画一16のブロック2及び　　　9月7日　　　　〃

　　　　　オイヴィンド・ファールシュトレームf乍　　　　10月7日　　　　　〃

　　　　　セリグラフィー・7つのSOMBA．の寄　　　10月24日　英国の肖像画展開会式挙行

　　　　　贈を受けた　　　　　　　　　　　　　　　　10月30日　松方コレクシ・ン地方巡回展（山形）開

4月4日　ホドラー展（朝日新聞社共催）開会式挙行　　　　　　　　　会式挙行（会場　山形美術博物館）

4月30日　英王室秘蔵素描展（文化庁，東京国立博　　　　11月21日　英国の肖像画展御観覧のため，秩父宮妃

　　　　　物館国立西洋美術館共催）開会式挙行　　　　　　　　　殿下，三笠宮妃殿下，同容子内親王殿下

　　　　　（会場　東京国立博物館）　　　　　　　　　　　　　　　御来館

5月1日　山田館長，エリザペス女王から名誉大英　　　　ll月30日　松方コレクション地方巡回展終了

　　　　　勲章（Commander　of　the　Order　of　the　　　l2月1日　国立西洋美術館特別観覧規則の一部改正

　　　　　British　Empire）受賞　　　　　　　　　　　12月14日　英国の肖像画展終了

5月16日　美術作品購入選考委員会並びに同価格審

　　　　　査員会開催，4点の購入決定　　　　　　　　　ll／加51年

　　　　　　15世紀フランドル派作　油彩「悲しみ　　　1月10日　本館展示場非常放送設備工事完了

　　　　　　の聖母」　　　　　　　　　　　　　　　　　1月14日　昭和51年度開催の「全米美術館収集世界

　　　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ作　油彩「墓　　　　　　　　名作展」打合せのため，日米文化教育会

　　　　　　に運ばれるキリスト」　　　　　　　　　　　　　　　議米側博物館交流小委員会委員長シャー

　　　　　　コルネイユ・ヴァン・クレーヴ作　プ　　　　　　　マン・E・リー氏（クリーヴランド美術

　　　　　　ロンズ「ヴィーナスとキューピッド」　　　　　　　　館長）が来日。文化庁，国立西洋美術館，

　　　　　　コルネイユ・ヴァン・クレーヴ作　ブ　　　　　　　　東京国立博物館及び京都国立博物館の関

　　　　　　ロンズ「プシュケとキューピッド」　　　　　　　　　係者と当館会議室で合同会議開催。開催

5月20日　国立西洋美術館新館建設調査委員会開催　　　　　　　　要綱かたまる，

　　　　　新館建設の基本構想かたまる　　　　　　　　2月1日　無料観覧日実施

5月25日　ホドラー展終了　　　　　　　　　　　　　　2月16日　美術作品購入選考委員会並びに同価格審

6月1日　英王室秘蔵素描展終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　査員会開催，3点の購入決定

6月12日　梅原龍三郎氏からビエール・オーギュス　　　　　　　　　フィリップ・ド・シャンパーニュ作

　　　　　　ト・ルノワール作　油彩「ルーベンス作　　　　　　　　　油彩「マグダラのマリア」，フランソ

　　　　　マリー・ド・メディシスの模写」，「キュ　　　　　　　　ワ・ブーシェ作素描「ヘペ」，ジョ

　　　　　クラデス彫刻」石彫の寄贈を受けた　　　　　　　　　　ルジュ・ルオー作　油彩「リュリュ

6月13日　水1鳴徳蔵氏からジョン・E・ミレース作　　　　　　　　　（道化の顔）」
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3月5日　新館基本設計完了

3月15日　国立西洋美術館所蔵作品等の分類基準の

　　　　　一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　規則の制定・改正

3月17日　国立西洋美術館評議員会開催

3月22日　文化庁からクロード’ロラン作　油彩　　　　昭和50年4月1日　「国立西洋美術館観覧規則」の

　　　　　「踊るサテユロスとニンフのいる風景」　　　　　一部改正

　　　　　の管理換を受けた。　　　　　　　　　　　　　　　（改正要旨）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優待券の有効期間を1年から2年に改め煩項な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手続を改善するものである。

昭和50年7月11日　「国立西洋美術館所蔵美術作品

　　等の分類基準」の制定

　　（制定要旨）

　　従来から行われている収蔵品の分類方法（種類・

　　記号・番号）を改善するとともに成文化して作

　　品管理の万全を図る。

昭和50年12月1日　「国立西洋美術館特別観覧規則」

　　の一部改正

　　（改正要旨）

　　従来，特別観覧を許可するに当っては、特別観

　　覧券を交付していたが実情にそぐわないので，

　　許可書を交付する制度に改め，それに伴う必要

　　な改正を行う。

昭和51年3月15日　「国立西洋美術館所蔵美術作品

　　等の分類基準」の一・部改正

　　（改正要旨）

　　分類表の種類を簡略化するための必要な改正を

　　行うとともに作品に付する記号番号のうち「暦

　　年」を「会計年度」に改める。
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1．昭和50年度歳入実績額

項　目　1金額（単位円）

　　　　　　　　　　1
1．建物及物件貸付料　　　1　　　218，341

2．版権及特許権等収入　　　　　　410，250

3．入場料等収入　　　　　…　　32，342，620

4．講習料　　　‘　　20、OOO

5．不用物品売払代　　　　‘　　　　3，263

　　　　言ト　　　　　　　　　　　　1　　　　32，994，474

　　　　　　　　　　⊥＿

2．昭和50年度歳出予算額

　　　項　目　一一一緬（単位T・円）　1　前年度比較増△減額（単位千円）コ

　1．人件費　　1113，。97　，　　27，665　　1
　2．庶務部運営　　　　　　　　　12，793　　　　　　　　　　2，239

　3・事業部運営　　…　136・’052　　　　　18・114　　　‘
　　　　　　　　　　　1　　　（美術作品購入）　　　　　　（123，000）　　　　　　　　　　（17，500）

　4．キ芋　別」　展　　　　　 i　　　40，165　　　　　　　　　　　7，660

　5．施設設備整備　　　　　　　　　3，111　　　　　　　　　　△680

　6．新館建設調査　　　　1　　20，090　　　　　　　　　20，090
　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　1
－＿　計…　一一⊥一・－325・19S－一一．i＿7讐88－一」

3．昭和50年度観覧者一覧表　　　　次ページ

4．所蔵作品一覧

　　　　　　　1当初所鰍加レクシ・ン

絵画1　194
素　描　1　　8°
版　　画

彫　　刻

工　　　芸

その他の資料

　　計

24

63

0

10

371

購　入

1

i30
　10

i　49

　10

　　0

　87

　186

（昭和51年3月末現在）

一

寄　贈一匡郵一小 計 寄　託

27 4　1 255 31

7 1 98 8

36 0 109 0

10 0 83 5

1 0 1 1

1 0 98 0

82 5 644 45
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職員名簿

昭和51年3月31日現在

安達　健二　　　　　　　　　　　　　　　次長　　　　土生　武則

剛法刷瀦協捌、、亀　　　　　　　　　　　　　efi献
有光　次郎　　　　　　　　　　　　　　　庶務課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大竹　乙弘

プリヂストンタイヤ伽笠社社1．　　　　　　　　庶務課長　　　　新山　忠弘　　　　　　　　　　　小宮　勝男

石橋幹一郎

東端榊　　　　　鰍蹴佐山本日志　　　　杣肝
磯村　光男　　　　　　　　　　　　　　　庶捌系長　　　　西山　　博　　　　　　　　　　　　長島　武夫

評論家　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉1・任　　　　舟橋さち子
今泉篤男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　事業課

京脚近候酬、　　　　　　酬靖一「j　、糊、　穴澤づ
蕊㌫長　　　＿　瓢㌻1繊；蹴教授）佐々剛
斎藤正 　　　　　　　　樋。泰一　渉外調徽　越脳
霊織　　　　　　　 山王堂正行　　　生田圓
評論家　　　　　　　　　井域運児　酬～端長　順麟樹
谷川　徹三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（併）　　　長谷川三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽山　正公

㌣鋤慧談役　　　　　　石井茂夫　脚・報f系長　刊伸行
舗大学咄　　　　　‘　　　臓満枝‘　　　長谷川三郎
寺中　作雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　経理係長　　　　白石　治美

富永　惣一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須田　文子

神奈川県こ・’近代美術館長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川　　勇
土方　定一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占山　則夫
建築家

前川　国男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林江考子

国際文化会館理事長　　　　　　　　　　　　　　　‘

松本　重治

東海大学教授　東京人学名誉教授

吉川　逸治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

U本学士院会員　東京大学名誉教授

脇村義太郎

国立西洋美術館評議員会評議員　　　　国立西洋美術館職員　　　　　用度｛紙　　　　　田島　庄平

（五十音順）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥後　豊司

欄醐代㈱長　　　　館k’・　畑智三郎　　　　畑原武
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